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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















何度請い願えばいい。

























　願いは、籠かごの鳥と似ている。

　光輝かがやく未来を求めてぐるぐると胸のなかを回っている。

　羽が折れる前に、早く解き放たねば。







　一章







　夢を見ていた。

　秩ちつ序じよを欠いた荒こう唐とう無む稽けいな内容じゃない。

　かつて実際に体験したことが再現されているようだ。それを第三者の目線で眺ながめている。

　そう遠くはない過去の光景。私は困り顔で花型の紅玉を載のせた豪ごう奢しやな矛ほこを握にぎり締しめ、涸かれた川のなかに立っている。

　矛が貫つらぬいているのは、悪あく魔まめいた角と黒こつ灰かい色の毛並みを持つ大きな獣けものだ。どこか超ちよう然ぜんとした理知的な目に、心が騒さわぐ。

　川の水が復活し始めた。異界への……故郷への扉とびらを閉とざすように。

　獣がもがく。自身を地に縫ぬい留める矛から逃のがれようと。

　どうしようか。矛を抜ぬけば、大きな音を立てて運命の歯車が回り始めるだろう。

　周囲の人々を巻き込みながら、波乱の時代を突つき進まなければならない。

　そして気が遠くなるほど長い年月、秘せられてきた歴史が暴あばかれる。

　でも、このときの私はこれっぽっちも事の重大さに気づいていなかった。

　獣を死なせてはいけないと、ただ漠ばく然ぜんと考えただけだ。

　私は矛を抜いた。黒い水が嵩かさを増す。

　それと同じようにこの獣への強い想おもいも溢あふれ出す。
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　少し肌はだ寒ざむい。

　眠ねむる前に窓を閉め忘れてしまったんだろうか。

「おかしいな」と半分眠りに浸つかっている意識の片かた隅すみでそう考えた。

　開放したまま寝ねてしまったんだとしても、宮仕えの優ゆう秀しゆうな神かみ女めたちが気をきかせてそっと閉めておいてくれるはず──。

　私はふかふかした毛布を抱だきしめた。指に触ふれる生き地じは、上等な毛皮のように滑なめらかで気持ちがいい。敷しき布ふも、こんなに毛足が長くて柔やわらかかったっけ？

　馴な染じんだ感かん触しよくとは別のものみたいだ。違い和わ感かんに、自然と瞼まぶたが開いた。

　身体からだを横たえた状態で周囲をぼんやりと見回す。欠伸あくびをし、その流れで深呼吸もする。

　胸むね一いつ杯ぱいに冷えた空気を取り込んだおかげで、頭がはっきりとしてきた。

「……ここは、どこ？」

　触さわり心ごこ地ち抜ばつ群ぐんの敷布から上半身を引き剝はがし、私は忙せわしなく瞬まばたきを繰くり返した。じわじわと血の気が引く。視野を占しめる光景は帰き鼓こ廷ていと似ても似つかない。窓のない、不思議な部屋。

　十畳じようくらいの広さだろうか？　壁かべや天てん井じようは飾かざり気のない荒あら削けずりの赤茶けた石いし壁かべで、ちょっと洞どう窟くつを連想させる。私が身を預けていたのは、部屋の一番奥に置かれている寝しん台だいだ。高さ二十センチほどの板に厚地の敷布を載せただけのシンプルなもの。

　その横に木製の大きな収納棚だなや長持、小しよう卓たくが並んでいた。太い花か蠟ろうが、簾すだれを垂らした入り口の両りよう脇わき、棚たなや小卓の上などにあり、暖かな色の炎ほのおを灯ともしている。寝台付近と部屋の中央には、ラグがわりらしい薄うす茶ちやの織しよく布ふが敷しかれていた。調度類はどれも随ずい分ぶんと古めかしい。

　もしかしたら私の宮で使われている家具より上等かもしれない。

「誰だれの部屋？　どうなってるの？　……神女が宮のなかを改装したとか、じゃないよね？」

　慌あわてて自分の身体を確かめると、夜着の上に見覚えのない冬物の衣を羽織っていた。夜着自体は元々着ていたものだけど、この上じよう衣いは──大きさからして男物じゃないだろうか。

「って、確か私……」

　片手で頭を押さえ、必死に記き憶おくを掘ほり起こす。

　──そうだ、なんとか穀物神を召しよう喚かんし、収しゆう穫かくの儀ぎ式しきを終わらせたんだ。それで、穢けがれ主ぬしの王の定めから伊い織おりも無事に取り戻もどし、皆みなで帰鼓廷に帰ってきた。

　その夜中、忍しのんで宮にやってきた司し義ぎさんに、思い出したくもない嫌いやな行こう為いを強しいられそうになった。未み不ふ嶺ねさんがすぐに助けてくれたけれど、どうしても冷静でいられず、宮を飛び出して禁域の森まで来てしまったんだ。

「森で、遠とお凪なぎさんと会った」

　はっと顔を上げ、呟つぶやいたときだった。

　入り口を覆おおう扉がわりの丈じよう夫ぶな簾が、誰かの手によって外側からさっと持ち上げられた。それをくぐって室内に入ってきたのは、今しがた呟いた名前の男性──遠凪さんだった。

「目が覚めたようだな」

　茫ぼう然ぜんとする私に気づくと、遠凪さんは落ち着き払はらった口調でそう言った。

　優やさしい梅色を基調とした衣ころもの襲かさねはどこか伝統的ながらも、珍めずらしく日常着寄りに見える。冷たい表情が似合う美び貌ぼう。でも衣装と同じでなんとなくリラックスしている雰ふん囲い気きだ。

　わずかなあいだ見み惚とれたあとで、急な焦あせりが生まれた。

「遠凪さん！　どうしてここに？」

「どうしてもなにも。わたしの室ゆえ、立ち寄ってもおかしくはあるまいに」

「え？　遠凪さんの室？　ちょっと待って……なんで私が遠凪さんの部屋にいるの？」

「わたしが連れてきたからに決まっている」

「……ええ!?」

　混乱を深める私のほうに遠凪さんが近づいてきた。

　寝台の手前で足をとめ、織布を敷いた床ゆかに片かた膝ひざを落として、真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

　私もつい、じっと見つめてしまった。彼の頭には、ごつっとした厳いかつい角がある。

　それは、彼が普ふ通つうの人間ではない証しるしだった。滸こ楽らく。この不思議フカシギな異世界の幽ゆう玄げん国、蒸む槻きで人々から忌き避ひされる悪あしきけだものの一族だ。大おお犬いぬと人間の形、両方を持つ。

　遥はるか遠い神々の時代で天てん祖そ陽ひ女め神がみに恋こい心ごころを抱いだき、穢けがしたんだという。

　その天祖陽女神の末まつ裔えいが──信じられないことに私、天あま野の知ち夏かだ。

　末裔の女は蒸槻を陰かげながら守護する『緋ひ宮みや』に目される場合があるんだって。少し前まではただの暢のん気きな女子高生でしかなかったのに、人生ってどこでどうなるか本当にわからない。

　緋宮と滸楽は神世の因いん縁ねんを今の時代までずっと引きずり、敵対する関係だ。

　ところが……話はどうもそう単純じゃないみたい。私のなかに宿る陽女神の力は、滸楽の王を名乗る遠凪さんに、深い恋心と憎にくしみといった両りよう極きよく端たんな感情を向けている。

　あんまりその想いが強いせいで、私自身が恋しているような感覚に陥おちいってしまう。

「顔色が戻ったな。陰の気は失うせたようだ」

　遠凪さんは瞳ひとみを柔らかに伏ふせ、淡あわく安あん堵どをにじませて微び笑しようした。とっさに返事ができなかった。私を心配してくれている。

「白さ湯ゆを持ってこさせよう」

　立ち上がろうとした遠凪さんの手を、思わず摑つかんで止める。

「持ってこさせるって……他ほかにも誰かいるの？」

　高鳴る胸を必死にごまかしながら問いかける。ここが遠凪さんの部屋ってことは……私は今、滸楽一族の領地に来ているんじゃないだろうか。

　それは、蒸槻を守護する『新しん暦れきの緋宮』にとってなにより罪深いことだ。

　対立関係である以上、命の保証もない。

　別の意味での危険についても無視できず、鳥とり肌はだが立つ。

　波乱の楽らく奪ばい月つき、関所で滸楽一族に取り囲まれた。とても恐おそろしかった。滸楽たちは皆、司し義ぎさんの乱暴な行為を連想させる暗い輝かがやきを秘ひめた目で私を見つめていたじゃないか。

「清きよ姫ひめ」

　遠凪さんがふと眉まゆをひそめ、再び目の前に膝ひざをついた。

　ぎこちない仕草で伸のばされた手を、思わずびくっとよけてしまう。肌はだを刺さすような沈ちん黙もく。

　甘く響ひびく鼓こ動どうとは裏腹に、全身が恐れで汗あせばむ。私はさらに身を引いた。

　遠凪さんの顔立ちは、司義さんに似ている。その事実がますます恐れを強くする。

「貴き陽女神がそのように怯おびえた顔をするな。……このわたしがそばにいる限りは、清姫が案ずるような悪しき事態は訪おとずれぬ」

　堅かた苦くるしい口調のなかに、精せい一いつ杯ぱいの慰なぐさめを感じた。顔はそっくりでも心の形は司義さんとまったく違ちがう。それに勇気を得て、彼と向き合うことに決める。なにせ疑問だらけだ。

「遠凪さんが私をここに連れてきたんだよね？　ここってじゃあ滸楽一族の住すみ処か？　帰き鼓こ廷ていからずっと遠い？　遠凪さんとは禁域の森で偶ぐう然ぜん会ったはず……でも、なんでかそのあたりの記憶が曖あい昧まいなの。もしかして私、会話中に気絶した？」

　不思議なことに、本当にその後の記憶がきれいさっぱり抜ぬけ落ちている。

　これって私と鉢はち合あわせした遠凪さんは、かなりの災難だったんじゃないか。いきなり意識をなくした私を担かついで帰き鼓こ廷ていに入るわけにもいかないし、こんな形で怨おん敵てきの緋宮を討うち取っても嬉うれしくないだろうし……対処に悩なやんだ結果、渋しぶ々しぶ自分の部屋に連れてきたんじゃないのかな。

「ごめんなさい、すごく迷めい惑わくをかけたみたい」

　後ろめたさを覚えて恐る恐る見み遣やると、遠凪さんは泰たい然ぜんと構えたまま首を横に振ふった。

「いや。違う。わたしが清姫を眠らせた」

「眠らせた!?」

「なにを驚おどろく。我ら滸こ楽らくの一族が陽ひ女め神がみを求めているのは清姫自身もよくわかっているだろうに。それとも清姫はあの場に残され、獣けものの餌え食じきになってもよかったと？」

「それは嫌だけど、でも！　やっぱり私……ここで斬ざん首しゆですか……」

　がくりと俯うつむき、死にそうな気分で呟く。放置されても攫さらわれても絶体絶命だ。

「もしかして火あぶりとか……」

　無事に解放してくれるとはとても思えない。彼らが最も憎む陽女神の末裔だ。わざわざここに連れてくる理由なんて処しよ刑けい以外にないだろう。一族の前で惨ざん殺さつするつもりってこと。

　一人で宮を飛び出すという後先顧かえりみない馬ば鹿かな行動を取ったつけだ。

　だけど、あのときはどうしても宮のなかにいたくなかった──いられなかった。

　……反省するのは安全を手に入れてからだ！　どうにかして脱だつ走そうしないと！

「よくもそう残ざん忍にんなことばかり……人間どもの野や蛮ばんな考えに染まったのか？　なぜわたしが清姫を火あぶりになどせねばならぬ」

　遠凪さんは嫌そうに顔をしかめた。

「えっ、火あぶりしないんですか？　じゃあ……川流し？」

「せぬ」

「食料にするとか、皮ひ膚ふをはぐとかもなしでいいの？　目を抉えぐるとか、檻おりに入れるとかも本当になし？」

「……いったい帰鼓廷でどういう扱あつかいをされてきたのか」

　遠凪さんは「頭が痛い」と言いたげな渋しぶい表情を浮うかべた。

　だって今までの経験上、攫われたあとは確実に危険が到とう来らいするもの。そろそろ不気味な蜥蜴とかげや大おお蜘ぐ蛛もが壁を突つき破って登場し、「血肉を寄よ越こせー」と襲おそってくる頃ころ合あいだ。

　平へい穏おんのままなんてありえない！　と拳こぶしを握にぎり、警けい戒かいを強めたときだった。

　入り口のほうから、がたっとなにかが落下する音が聞こえた。

「ほらやっぱり来た！　……あれ？」

　私は逃にげようと腰こしを浮かし、そこで動きをとめた。いくら待っても魔ま物ものが飛び出してくる様子はない。そのかわり簾すだれの下からじわじわと少量の水がこっちへ広がってくる。

　今の物音って、簾の向こうにいる誰だれかが水の入った器うつわかなにかを落とした感じだ。

「……仕方のない」

　遠凪さんは溜ため息いきを落とすと、優ゆう雅がに裾すそを払って立ち上がった。止める間もなく入り口へ近づき、さっと簾を上げる。私は驚いた。簾の向こうに立っていたのは恐ろしげな体たい軀くの妖あやかしではなく、七、八歳くらいのとてもかわいい少年二人だった。容貌が似ている。兄弟だろうか。

　どうして小さな子がここにいるんだろう？

「なにをしに来た？　こちらへは近づくなと命じていただろう」

「……み、水……を……」

　二人は青ざめた顔で遠凪さんを見上げた。すぐさま私に目を向け、ぶるぶると震ふるえ始める。

「緋宮様に、お水を……」

　弟らしき子は、か細い声でそう言い、突とつ然ぜんぽろぽろと涙なみだをこぼした。

「えっ、わ、私、怖こわくないよ、なにもしないよ!?」

　おろおろしながら訴える。まさかこの子たちに恐れられているんだろうか。

　遠凪さんは再びの吐と息いきを落とし、小さい子を抱き上げた。兄らしき少年のほうは意を決した態度でこっちに近づいてくる。その子は私の前に立つと、不安を堪こらえるように両手を腹部の前で組み合わせ、一度ぎゅっと強く瞼まぶたを閉とざした。

「緋宮様も『人』に虐しいたげられていたのですか？」

「人に、私が……？」

　唐とう突とつな問いに、戸と惑まどう。

「私たちの母様を『人』が切り刻んだように、緋宮様も脅おびやかされていたのですか？」

「あ……」

　少年がなにについて尋たずねているのか、理解した。

　言葉に詰つまる。口調こそ幼かったけれど、質問の内容は小さな子のするものじゃない。

「女神まで苦しめるなんて……『人』なんか滅ほろんでしまえばいいのに」

　憤いきどおり以上の真っ暗な感情がにじむ声。この子たちの親は、おそらく『人』……蒸む槻きの人々にむごい方法で殺害されたんだろう。こっちへ水を運んできた際に、私と遠とお凪なぎさんの会話を耳にし、自身の凄せい惨さんな過去を思い出したんだ。それで、深いショックを受けている。

「私、誰かに意地悪されたり、脅かされたりとかしていないよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「そんなふうに庇かばわないでください。緋宮様、お休みのあいだに魘うなされてらしたもの」

　覚えがなく、困ってしまった。少年は『人』への嫌けん悪おを身体からだ中に漲みなぎらせている。

　緋宮の──私の緋ひ剣けんとなってくれた朝あさ火ひさんの姿が脳のう裏りをよぎった。彼の家族は、少年とは逆に滸こ楽らくに攫われた。正反対の立場なのに、似た悲劇を背負っている。悲しみが一気に膨ふくれ上がると同時に、今いま更さらながらの事実に気がついた。この子たちは『人』の種族じゃない。

「君は、ええと……滸こ楽らくの子？」

「はい。どうかご安心ください。遠凪様が助けてくださったのですから、『人』が緋ひ宮みや様を傷つけることなんて、もうありません」

　少年は誇ほこり高く断言した。とっさに返事ができない。

　人が緋宮を傷つける。その『人』とは、誰になるのだろう。回かい絽ろ廷ていの今いま帝みかど？　帰き鼓こ廷ていの者？

　この子たちは、遠凪さんが『緋宮』を救出したと勘かん違ちがいしているようだ。攫ったとは微み塵じんも考えていない。きらきらした大きな瞳ひとみのなかに、遠凪さんに対する絶対の信しん頼らいが見える。

「もしかして遠凪さんのお子さん？」

　視線を上げて恐る恐る尋ねると、遠凪さんは一いつ瞬しゆん息をとめ、わずかに目を細めた。

　険しい顔ってわけじゃないけれど……ちょっぴり腹を立てている様子だ。

「ほら、賢かしこそうなところが似ているっていうか……」

　それにしても。冷たい美び貌ぼうの遠凪さんが、慣れた手つきで子どもを抱だき上げるなんて驚きというよりない。女性には好かれても、子どもには怯えられそうな……ご、ごめん遠凪さん。

「いいえ、緋宮様。私の父様は──」

　少年が肩かたより少し長い髪かみの毛を軽く揺ゆらして首を振ったときだ。

　室の外から慌あわただしい足音が聞こえた。まっすぐに私たちの室へと近づいてくる。
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「申し訳ございません、遠凪様！　洲す沙さたちが……俺の子がこちらに来たかと！」

　男性が大声を上げながら室内に飛び込んできた。長身で、鋭するどい顔つきの人。今は鋭えい敏びんさや力強さよりも、狼ろう狽ばいが強くにじんでいて、どこか微笑ほほえましく思える。

　私は目を丸くした。以前、会ったことがある。

「神しん殿でんに囚とらわれていた……！」

　驚き、つい指をさして言うと、少年の頭をざらざらと撫なでていた男性が動きをとめた。私を見つめ、微笑む。

「再びお目にかかれて光栄だ、緋宮。……おまえたち、失礼のないように。この女め神がみは前に、俺を救ってくださった」

　禁域の森の隠かくれ神殿で監かん禁きんされていた男性だった。
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　洲沙と呼ばれた少年に手を引かれ、洞どう窟くつめいた居室を出た。

　通路もやっぱり穴あな蔵ぐらを思わせる造りだ。まず、窓がない。石いし床ゆかはそれなりに平らに削けずられているけれど、天てん井じようはごつごつと歪いびつなまま。蠟ろうを下げた壁かべにはランダムな間かん隔かくで室が設けられていた。大たい抵てい、扉とびらがわりの簾がおろされ、内部の様子を隠している。

　他ほかの階へ続く石段もあった。ちょっとした集会場のような広い空間も設けられている。なんだか蟻ありの巣を探検している気分だ。

　しばらくのあいだ入り組んだ石の通路を進み、出入り口となる穴のひとつから外へ向かう。

　時刻は正午を回って間もない頃ころだろう。湿しめり気を帯びた冷たい空気に、身がぶるりとする。

　太陽は見えない。ちらほらと、低く立ちこめた灰色の空から粉雪が落ちている。

　私は穴を出てすぐの外通路の欄らん干かんに両手を置き、茫ぼう然ぜんとあたりを見回した。

「崖がけだ……」

「はい。一族が力を合わせて崖の面を削り、住めるようにしたんです」

　洲沙が大人びた微笑を浮かべて私を見上げた。

「ここが滸こ楽らくの地なんだね」

　何度も瞬まばたきをして、圧巻と表現するに相応ふさわしいこの広々とした景色を眺ながめる。

　洲沙の説明通り、滸楽一族は切り立った崖の岩いわ肌はだを掘ほって住すみ処かを造ったらしい。

　無理やりたとえるなら、この構造って高層マンションみたいなものだろう。

　絶ぜつ壁ぺきにたくさんの部屋が並んでいる。周囲には、冬の季節のせいだろうか、葉を落とした背の高い木々や急きゆう斜しや面めんの地層、そして積み重なった無数の岩石が見える。人間の侵しん入にゆうを阻はばむかのような荒あら々あらしい自然の姿。がっしりとした太い枝上には巣箱に似た簡素な形の小屋が造られていて、そちらへは吊つり橋を使って移動できるらしかった。たぶん見張り小屋だろう。

　この懸けん崖がいには外階段となる石の段もあり、それを利用して上部、あるいは下部の部屋へと行けるみたい。もちろん内部にも階段がある。

　なぜか崖の部屋は、最下部には造られていない。だいたい中間から上に集中している。

「高い。十階以上は余よ裕ゆうであるよ、ここ……」

「お気をつけて、緋宮様。あんまり下を覗のぞき込むと、落ちてしまいます」

「うん」

　洲す沙さは心配そうな顔をして再び私の手を握にぎり、きゅっと力を込めた。外通路には転落防止の欄干が設けられている。ただ、腰こしの位置までしか高さがないので安全とはとても言いがたい。私は寒気を覚え、低い樹木の枝や岩石がごろごろしている地上から目をそらした。

　涸かれた川の痕こん跡せきがあった気がするけれど、枝や岩石の陰かげに遮しや断だんされて薄うす暗ぐらいため、はっきりとは見えなかった。

「ここは蒸む槻き国の、どの辺りになるんだろう？　黄土色の幹の木々って帰き鼓こ廷てい付近じゃ見たことがないけど……」

「──蒸槻の内ではない」

　私の疑問に答えたのは、洲沙の父親と一いつ緒しよにゆっくりとした足取りであとを追ってきた遠凪さんだった。抱かかえていた洲沙の弟らしき子を父親の腕うでに預け、私の横に立つ。

「蹄ひづめ型の大陸の最さい端たんに作られし蒸槻、その東南部寄りに〈津つ杙ぐい〉の地がある」

「津杙……、蒸槻には属していないの？」

「そうだ。我らのような五国が認めぬ小民族──忌いみ族は数多くあり、各所に集落を構えている。五国の領土よりもこれら中立地のほうがよほど広い。だが大抵は住むに適さぬ険しい地」

　忌み族。この滸こ楽らく一族のように、大国である五国から疎うとまれ、忌き避ひされている者たちのことだろう。じっと見つめる私が鬱うつ陶とうしくなったのか、遠とお凪なぎさんはふと冷ややかな表情を作った。

「奇き怪かいな目をしている。我らがそうも煩わずらわしいか？」

「え……？　あっ、違ちがうよ、そうじゃなくて」

　なんて告げたらいいかわからず、口ごもってしまった。

　嫌悪を感じたわけじゃない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつな、謎なぞめいた一族の滸楽が仲間と身を寄せ合い、堅けん実じつな生活を送っている事実に少し衝しよう撃げきを受けたのかもしれない。どこか幽ゆう霊れいめいた印象というのか。でもこの考え自体が彼らにとっては失礼にあたるだろう。

「では、なんだ？　けだものが住処を持つのはおかしいと？」

　遠凪さんの眼まな差ざしがますます冷えていき、困ってしまった。

「緋宮様。どうか誤解をしないでください。遠凪様は、お優やさしい方です」

　慌てた様子で洲沙が口を挟はさんだ。私が遠凪さんを恐おそれているように見えたんだろう。

「厳しいときもあるけど、決して虐げるつもりじゃないんです。少し冷たく見えるだけです」

「洲沙、馬ば鹿かなことを言うな」

「もう、駄だ目めですよ遠凪様！　女の人は傷つきやすいって父様が言ってたんですから、優しくしないと！」

「……」

　な、なんて紳しん士し的な子だ。というか。

「遠凪さんが、子どもに好かれてる……」

　本当にごめん、遠凪さん。これが一番驚おどろきだ。さっきも泣いた子を躊躇ためらいなく抱き上げていたし……まさかの子こ煩ぼん悩のう？　無ぶ遠えん慮りよにまじまじと見つめると、洲す沙さに諭さとされてそっぽを向いていた遠凪さんが、はっきりと不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せた。

「遠凪様！　女の人を睨にらむなんて、いけません！」

「……やかましいぞ」

　今まで目にしたことのない感情的な態度だ。それにもさらに驚いた。

　遠凪さんを初めて身近に感じた瞬しゆん間かんだった。同時に寂さみしさがこみ上げる。彼らの仲の良さを見て、大好きな人たちを思い出したからだ。胡こ汀ていや伊織、白しら雨さめさん。朝火さん、未み不ふ嶺ねさん。椰や真まちゃんに九く支しさん。皆みなに、会いたい。ここは私の暮らす場所じゃない。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、洲沙。私、虐ぎやく待たいにはかなりの耐たい性せいがありまして」

「虐待!?　遠凪様、まさか緋宮様に乱暴を!?」

「ややっ、違う違う、別の人だから！　……虐ぎやく待たいっていうか、少し意地悪な愛の鞭むちで」

　頭に浮うかんだのは暴君様な飼い主だ。切ない気持ちをごまかしながら、洲沙に笑いかける。

「遠凪さんが優しいこと、知ってる。……見た目は魔ま王おう様だけど」

「清きよ姫ひめ、なんと？」

　遠凪さんに睨まれた！

　ふと視線を巡めぐらすと、洲沙の父親が微笑んで私たちを見ている。彼だけじゃなくて──気がつけば、崖に造られている穴から複数の顔が覗いていた。

「ど、どうも、こんにちは」

　つい頭を下げて挨あい拶さつしてしまった。ほとんどが人間と同じ姿だ。でも、なかには獣けものの形を取っている者もいる。その姿を目にし、改めてここは滸こ楽らく一族の住処なんだと認にん識しきする。

「私、天野知夏という者です。新しん暦れきの緋ひ宮みやをやっています」

　わたわたと頷うなずく彼らの大半は、男性だった。そういえば滸楽一族には女性が生まれにくいって楽らく奪ばい月つきに聞いた気がする。だから、女の人がいるとすごく目立つ。私が今立っている場所から少し離はなれた位置にある隣となりの穴、そこに二十代後半のほっそりとした可か憐れんな女性がいた。

「──緋宮様。私を覚えていますか」

　目があったとき、女性が躊躇いながら微笑んだ。すぐには彼女が誰だれかわからず戸と惑まどってしまう。

「以前、〈せすみれ〉の隣にある〈おざくら〉の集落で、お会いしました。緋宮様は白雨とともに男たちに連れてこられたでしょう？」

「おざくらの集落……？」

　急いで記き憶おくを辿たどる。いつの話だろう。せすみれ、という言葉をどこかで聞いた覚えがある。緋宮と目される前じゃなかったか。白雨さんとともに……？

「河かわ方かたの儀ぎで」

　女性は目を伏ふせ、細い声で囁ささやいた。その瞬間、記憶が一気に蘇よみがえった。

「あっ！　わかった、ずっと前に集落の人たちに川に流されたときだ！」

　伊織や白雨さんと会ったばかりの頃の話だ。私と白雨さんは集落の男たちに捕とらえられ、贄にえ役として川に流されたんだ。私たちの他にも四、五人の女性がいたはず。

　青い花か冠かんを載のせ、白い着物に身を包んだ生いけ贄にえの女性──彼女は、そのなかの一人だ！

「はい、緋宮様。私は集落で生贄とされていた女です」

「無事だったんだね、よかった！　でも、あなたはどうしてここに？」

　驚きながら一歩近づき、彼女と向き合う。

　最初に私と白雨さんが川に流されたから、その後女性たちがどうなったのか知らずにいた。めまぐるしく運命の輪が回って──私も生きることに精せい一いつ杯ぱいだった。

「あのとき、犀さい鬼きの方々が矢を放ってきたでしょう？」

「う、うん」

　伊織が仲間や胡こ汀ていとともに駆かけつけてくれたんだった。

「生贄の女たちは皆、その混乱に乗じて集落から逃にげました。追われるうちに山を越こえ、蒸む槻きの外へと。それ以外、助かるすべがなかったから。私たちは互たがいを支えとして追っ手から逃げ続けました。ですが、ろくに食べ物も口にできず、頼たよる場所もありません。すぐに行き詰づまりました。……二人、命を落としたんです。もう駄目だと思いました。蒸槻の護まもりの外に出て、生き延びていけるはずがないと。その途と中ちゆう、滸こ楽らくの群れと出くわし──攫さらわれたのです」

「……ええっ？」

　彼女は笑えみを深めた。攫われた、と物ぶつ騒そうな表現をしつつもその表情には、ひとかけらも嫌けん悪おや恐れが含ふくまれていない。安らぎだけをひたすら感じた。

　私は戸惑いを深めながら皆を見回した。蒸槻が憎にくむ、けだもの一族。

　だけど今、私の前にいる彼らは、ささやかな暮らしを営む普ふ通つうの集落の人々となにも変わらないように見えた。間ま違ちがった考えだろうか。さっきよりも『大好きな人たちに会いたい』って思いが焦あせりとともに強くなる。……なぜ焦りが生まれるんだろう？

「──あら、緋宮様。そのような薄うす着ぎでしたか。遠凪様も、高貴な乙女おとめを夜着のみでお外へお出しするなどいけませぬ。もっと大切にして差し上げませんと」

　女性はふいに顔をしかめ、窘たしなめるように遠凪さんを軽く睨んだ。

　すると、今いま更さらながらに私の格好に気づいたのか、遠凪さんや洲す沙さの父親、そしてこっそりとこっちを覗き見していた一族たちが動どう揺ようしたようにざわざわし、ぱっと顔を背そむける。

　な、なんか全員、伊織並みの純情さを感じたんだけれど。それに。

「遠凪さんが、叱しかられてる……」

　二度目の驚きだ。新たな一面を連続して目もく撃げきし、気持ちが追いつかない。

「さあ、まずはお着き替がえをしましょうね。詳くわしいお話は、そのあとに」

　女性は静かに近づくと、私の背に優しく手を置いた。
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　その女性にゆるゆると手を引かれ、遠凪さんの居室とはまた別のこぢんまりとした部屋に連れていかれた。どうやら客室らしい。板状の寝しん台だいに長持、桶おけの類たぐいが隅すみに用意されているだけで、余計なものは置かれていない。

　閉へい塞そく感かんをなくすためか、タペストリーに似た柔やわらかな色合いの織しよく布ふで壁かべ全体を覆おおっている。

　入り口部分には、しっかりした作りの簾すだれが下げられていた。

「緋宮様、こちらをお召めしください」

　女性はがさごそと長持を探さぐると、優しく笑って私に着替えの衣ころもを差し出した。

　川流しのときの彼女はひどく沈ちん鬱うつな表情を浮かべ、灰色の空気をまとっていたと思う。

　今は十歳も若返ったようにきれいだ。鮮あざやかな緑色の飾かざり紐ひもで左右にくくった長い髪かみは、つやつやと指通りのよさそうな輝かがやきをもっている。手のひらは……畑仕事か水仕事かのせいであかぎれが目立つけれど、ちっとも辛つらそうじゃない。むしろ──満たされているんじゃないか。

　その事実がなにを示すのか。知夏個人として想像するぶんにはとても嬉うれしいことだ。

　だけど蒸む槻き国を守護する『緋宮』としては正直、胸がつまるものがあった。

「さあさあ、いつまでもそのような薄着では、お身体からだを壊こわしてしまいますよ」

　ぼうっとする私をあたたかな口調で叱り、手早く着替えを手伝ってくれる。

　私は我に返り、慌あわてて頭を下げた。

「ありがとうございます。でもこの衣……すごくいいものじゃないですか？」

　内心、複雑だった。私は『緋宮』としてここに連れてこられたはずだ。

「……私、その……人ひと質じちなんですよね？」

　なのに、滸こ楽らくの王に並ぶ妃きさきのような、古風ながらも素す晴ばらしく上等な衣を手て渡わたされた。

　たとえば滸楽たちが敵意剝むき出しで私を見るなら、いっそ気が楽だった。

　どうやって脱だつ出しゆつするかというその考えだけに集中できただろう。

　でも不思議なことに皆、友好的だ。これじゃあ、どう反応していいのかわからない。

「まあ、緋宮様。ふふ、面おも白しろいことをおっしゃいます」

　女性は目を丸くし、それから楽しそうに袖そでで口元を覆った。

　本気で尋たずねたんだけれど冗じよう談だんだと思われている。

「あの、私は『緋宮』ですよ！」

　滸こ楽らくの一族が誰よりも憎む陽ひ女め神がみの末まつ裔えいだよね？

「ええ、遠とお凪なぎ様からお聞きしてますよ。まさか、あのときお会いした姫ひめ様とこうして再びの邂かい逅こうがかないますとは……その方が緋宮であられたとは、神々も稚ち気きに富んだ真似まねをなさる」

「ひ、姫様！　違ちがいます違います！　高貴さとは無む縁えんの阿あ呆ほ鳥どりなんですけど、今話しているのはそういうことじゃなくて！」

「あらあら、緋宮様ったら」

　女性があんまりおかしそうに笑うので、次し第だいに気き恥はずかしくなってきた。

　──そうか、この人……、私の目を見て話をしてくれてる。

　緋宮という身分の者だと正しく認識し、丁てい寧ねいに接しながらも『人』……いや、『個を持つ者』として認め、慈いつくしむような。距きよ離りがとても近い。物理的な意味じゃなく、心が。

　その事実に、気持ちが崩くずれ落ちそうになる。

　人間たちが忌いみ嫌きらう滸楽の住すみ処かのなかで、女性がくつろぎきった表情を見せている。不安の影かげも死の気配も感じない。帰る場所をなくし、絶望している最中に攫われたはずなのに。

「さあ、緋宮様、こちらに腕うでを通してくださいな」

「──訊きいてもいいですか？」

「なんでしょう？」

「幸せですか？」

　私は馬ば鹿かなことに、苦しそうな声で尋ねてしまった。

　決して彼女の不幸を望んでいるわけじゃない。ただ──なんだろう。蒸む槻きで知り合い、大事な存在になった人たちの姿が次々と脳のう裏りに浮うかぶ。

「ここに、幸せはありますか？　蒸槻よりも、好きですか？」

　そう尋ねたとき、心のなかの大事な人たちが悲しげな顔をした。女性は笑みを消してじっと私を見つめた。鏡で自分の姿を確かめるように。そうするうち、彼女の顔に様々な感情が流れた。苦痛や怯おびえ、怒いかり、悲しみ、喪そう失しつ感かん。移ろう季節のように変わっていく。

　最後に浮かんだのは、ぬくもりを感じるような柔らかな微び笑しようだった。

「──緋ひ宮みや様。私たちの暮らしを少し見てくださいませんか？」

「え？」

「ふふっ、それにしても男の方とはまったく堪こらえ性しようのない……。遠凪様もこうしてみるとやはり他ほかの男の方と同じで、そわそわされるものなのねえ」

「……な、なんのことですか？」

　話をそらされたんだろうか。うろたえる私の衣をきれいに整えると、女性は軽かろやかな足取りで出口に近づき、簾を持ち上げた。

「お待たせしてしまいましたか？」

「……遅おそい」

　笑う女性を冷たく見み遣やって──遠凪さんが部屋に入ってきた。着替えを終えた私の全身をざっと眺ながめて立ち止まり、それからまたこっちに近づく。

「ですが緋宮様の御お髪ぐしも整えて差し上げねば。もう少しお待ちください」

「まだかかるのか」

　遠凪さんは私の正面まで来ると、面めん倒どうそうに女性に尋ねた。冷めた鋭するどい視線を受けても女性は怯ひるまず、おかしそうに片手で頰ほおをおさえる。

「滸こ楽らくの王たるお方が、そうも急せいてはなりませぬ。どうぞ寛かん容ようをお示しくださいな」

「くだらぬ」

「遠凪様、女にとっては大事なことですよ」

「……もう梳すくだけでよかろうに。櫛くしを寄よ越こせ」

「まあ！　男の方が軽々しく清きよ姫ひめ様の御髪に触ふれようなどと。はしたない！」

「……」

　このやりとりを、私はぽかんと見つめた。

「遠凪さんが、たじたじだ……」

　ありえない光景に、放心状態。だって遠凪さん、私のなかではすっごく気位が高くて女性も子どもも容よう赦しやしないっていう冷れい酷こく傲ごう慢まん系な美び獣じゆう様もとい魔ま王おう様だったんですが。

　お姉さんに叱られる生意気な弟という図だよ、これ。目を疑わずにはいられない。

「もうよい。口うるさいぞ」

　私の前でやりこめられて、腹が立ったらしい。遠凪さんは無造作に私の腕を摑つかみ、足早に出口に向かう。女性が仕方ないといった苦く笑しようを見せ、引きずられる私のあとについてきた。

「真ま智ち、おまえは来るな」

「いいえ。緋宮様のためにご一いつ緒しよします。滸楽の殿との方がたたちは、皆みな揃そろって女によ人にんをじろじろと無ぶ遠えん慮りよに眺めすぎるのです。見せ物ではないのですよ。先ほども夜衣のままで連れ出し、皆みなの前に晒さらしたではありませんか。お可哀かわい想そうな緋宮様、どれほど心細い思いをされたことか」

「……清姫がもともと夜衣でいたというのに、なぜわたしが責められねばならぬ」

「言い訳なさるのですか！」

「……」

「少しは反省なさいませ」

「知らぬ」

「なんという態度ですか。真智は悲しくてなりませぬ。王たる遠凪様が改めてくださらねば、他の殿方までも横暴な振ふる舞まいをするというのに……」

「……」

　二人の様子から目を離はなせない。信じられない光景なんですが。

「遠凪さんが、お説教されてる……」

「清姫、黙だまれ」

「遠凪様！　そのような物言いをされるから誤解を生んでしまうのです！」

　もう私、啞あ然ぜんとしっぱなしだ。

　遠凪さんは八つ当たり気味に歩く速度を上げ、洞どう窟くつめいた通路を進んで階段を上った。

　外へと続く穴を出て、枝や岩の陰かげに覆おおわれた薄うす暗ぐらい地上ではなく、木製の吊つり橋で繫つながれた右手側の崖がけへと向かう。木々の小屋に繫いでいるのとはまた別の吊り橋だ。

　この異世界、たとえ地区は違っても橋の多さだけは共通しているらしい。

「ま、待って遠凪さん、転んじゃう！」

　歩ほ幅はばを考えてほしい。そしてこの吊り橋の恐おそろしさは何事ですか。簡易すぎるんですが！

　地上までの高さは……考えたくない。転落すれば即そく死しは免まぬかれないだろう。

　桁けたは隙すき間まありまくりのでこぼこした割木で、ものすごく揺ゆれる。しかも長い。一応左右に綱つなが張られているけれど頼たよりなさすぎ。こんな危険な吊り橋をどうやって平常心で渡わたれと。

「ムリムリ。私、こっちにいます」

　真しん剣けんに断ったのに、立腹中の遠凪さんは聞き入れてくれなかった。

「ひゃっ、待って、遠凪さんってば。ダメだよ！　……なにするの!?」

　胡こ汀ていじゃあるまいし！　私を乱暴に止まり木抱だき──片かた腕うでで支えるような抱き上げ方──をして恐きよう怖ふの吊り橋をすいすいと進む。ない、ないって。この高さが目に入らないんですか！

　私は思わず遠凪さんの頭……というか片方の角に腕を絡からめた。

　途と端たん、遠凪さんはものすごく嫌いやそうに頭を勢いよく振った。

「あっ、危なっ、ひどい！　私が落ちたらどうするんですか！」

「変なところを摑むからだ。いやらしいぞ」

　本気で怒おこられた！　もしかして角は、みぞおち的な急所なのか。

　仕方ない。渋しぶ々しぶ遠凪さんの肩かたに手を置き、工く夫ふうしてしがみつくことにした。

　後ろについてきていた真智さんが袖そでで口元を押さえ、必死に笑いを堪こらえている。

　って、いつの間にやら野や次じ馬うまの滸こ楽らくの方々が増加しているんだけど！

　遠凪さんも野次馬の存在に気づいたみたいで、吊り橋の真ん中で足をとめ、彼らを睨にらんだ。

　皆は一いつ斉せいにびくっと立ち止まったけれど、遠凪さんが溜ため息いきを落として進み始めると、またそろそろっとついてくる。

「遠凪さんが、皆に慕したわれてる……」

「清姫、先ほどからうるさい」

　私は瞬まばたきも忘れて遠凪さんの顔を見下ろした。獣の虹こう彩さいを持つ不思議な銀色の瞳ひとみ。

　星ほし神がみ憑つき状態の胡汀を連想し、どきりとする。身を苛さいなむ切なさ。早く胡汀のもとへ帰りたい。……帰らないと。ここは私の居場所じゃない。

「一人で歩けるよ。下ろして」

「よく言う。この橋を見て青ざめていたろうに？」

　遠とお凪なぎさんは呆あきれたようにそう言うと、歩調を少し落とした。こういうささやかな気き遣づかいが、どうしてか辛つらい。私は肩に置いていた手を動かし、そっと遠凪さんの頰に触れた。人間と同じ、あたたかな皮ひ膚ふだった。さっきみたいに嫌がられるかと思ったのに、好きに触さわらせてくれる。

「……遠凪さん、どこへ向かっているの？」

「真智が、我らの暮らしを見よと言ったろう」

　遠凪さんは私を軽くかかえ直し、吊り橋を渡り切った。

　止まり木抱きされて、連れてこられた場所は、こちら側の崖の上部を利用した田園だった。

　季節的に、もう土地を休ませる頃ころだ。でもそれだけでは説明できない寂さみしい光景。

「乾かわいてる」

　からからだった。遠凪さんは無言で私を地面に下ろした。

　崖の上部にはなだらかな段差がある。前に集落で見た棚たな田だとだいたい同じ造りだ。

　違ちがう点は、いくつもの小さな廟びようが畑の横に並んでいるところ。黒っぽいブロックを重ねた簡素な造りの廟。扉とびらはなく、ちんまりと供く物もつが置かれている。

「どれほど祀まつっても、神は居着かぬ」

　遠凪さんは、ぽつりと呟つぶやいた。重い響ひびきだった。

　神は、たやすく去る。住みにくいと思えば未練なく土地を捨てる。

「居着かぬゆえに、土地は瘦やせ衰おとろえるばかり」

　私は一番近くの田に入り、枯かれ草がちょろりと残っている地面に膝ひざをついた。

　とても冷たく、硬かたい土だった。楽らく奪ばい月つきの田園とそっくりだ。

　寝ね転ころぶようにして地に耳を押し付ける。無音。空くう虚きよで寒々しい。屍しかばねの大地だ。とっさに考えてしまい、背筋がぞくりとした。こんな悲しい地に滸こ楽らく一族は生きている。

「鼓こ動どうが聞こえぬだろう？」

　遠凪さんは静かに歩み寄ってきて、私の前で身を屈かがめた。

「清姫、祈いのってはくれぬか。この虚うつろな地にも実りがもたらされるよう」

　真剣な眼まな差ざしだった。そこには憎にくい女め神がみを呪のろう色はない。土地と民たみを案じる誠実な王様の瞳だった。ゆっくりと振り向くと、あとをつけてきた滸楽たちが一斉に跪ひざまずいて私を見つめた。

「……ここに滸楽一族全員が暮らしているの？」

「いや。すべてではない。我ら一族とて幾いく筋もの系けい譜ふを持つ。人と同じく、離れた地にいくつかの集落を作り、暮らしている」

「そうなんだ……」

「だが、どこも神々の護まもりが薄うすく、一向に土地は肥えぬ。守護を持つ蒸む槻きの地とは対極というほどに。いや、神々が我らの安あん寧ねいを認めぬためなのか」

「ここは蒸む槻きの外にある地なのに、楽らく奪ばい月つきにはやっぱり田園が涸かれちゃうの？」

　国によって神話というか……祖となる神様は違うだろうから、楽奪い月の影えい響きようはないと思っていたんだけれど、そうじゃない？

「あ、違うのか……楽奪い月っていうのは元々、大おお犬いぬの呪のろいで」

　そこで私は口を閉とざした。神話の悲劇に直接関かかわる彼らを前にして、それ以上言うのは心ないことに思えたからだ。

「祖の怨うらみは子孫たる我らにも受け継つがれている。しかし、子孫であっても手出しできぬ根の深い呪いだ。どちらにせよ蒸槻の外では意味のない話。確かに楽奪い月の縛しばりはないゆえに」

「そうなの？　だとすると、どうして地は」

「無む縁えんと言い切ることもできぬからだ」

「どういうこと……？」

　間接的に関わっているんだろうか。首を捻ひねる私の片手を、遠凪さんが丁てい寧ねいな仕草で取った。どきりとする。手首にある、痣あざを焼いた痕あとに気づいたはず。

　それを見て遠凪さんはなにを思っただろう。

「清き女神。恵めぐみをもたらしてはくれぬか」

「……一度、帰き鼓こ廷ていに帰ってもいい？」

「──清きよ姫ひめ」

「種を持ってくる。寒さや暑さに強い穀物の種があったはず。田畑を休ませているあいだにまいておくヨミ草の粉も持ってくる。これを使うとね、瘦せた土地の状態がよくなるんだって」

「その言葉を、わたしが信じると？」

　遠凪さんは苦く笑った。もしかして逃とう亡ぼうするための口実と疑われているんだろうか。

　素す直なおに信じるには、互たがいの立場が複雑すぎる。緋ひ宮みやの任についてまだ日の浅い私にも、それがわかる。重ねて、「信じてほしい」とは言えない。

「真智に先ほど、自身は人ひと質じちだろうかと問うていたな」

　衣ころもの裾すそが土で汚よごれるのも気にせず、ざっと膝をこするようにして遠凪さんは距きよ離りをつめた。

　ぶつかりそうな近さに驚おどろいて無意識に身を引きかけた私の腰こしをとらえ、両りよう腕うでで包む。

「そう、人質だ」

「遠凪さん」

「わたしが無む為いに、清姫を帰鼓廷へ戻もどすはずがない。自覚せよ、おまえは、わたしの人質なのだ。羽をもがれた鳥のように、おとなしくしておらねば……」

　ひどい言い方をするくせに、私の身を包む遠凪さんの腕うでは苦痛を与あたえなかった。

　とくんとくんと鼓動が身体からだ中に響く。この腕を、私は知っている。

　──ずっとずっと恋こい焦こがれた。彼だけを愛し続けた。世に咲さく花など全部散ってしまえばいいと思った。彼が美しければそれでいい。どういった理由であれ、彼が他ほかの姫神たちを見るのも、見られるのも、憎しみ溢あふれるほどに嫌だった。眼差しを奪い、紡つむがれる言葉をすべて受け止めたかった。はらり、はらりと積もる日々、私は恋こいに狂くるいながら生きていた。あまりにも好きで、どうしても好きで、いつか罰ばつを受けると思った。私はきっと彼のために世を滅ほろぼしてしまうだろう、天つ神にさえ刃やいばを向けられるだろう。そういう恋だったから。

　罰を、受けたのか？

「清姫。泣いても、ならぬ。手放しはしない」

　一層切ない声に、瞬く。陽ひ女め神がみの情熱が身体からだのなかで膨ふくれ上がる。私は身じろぎした。

　遠凪さんが腕の力を緩ゆるめ、怪け訝げんそうに私を見下ろした。彼の輪りん郭かくがにじんでいる。涙なみだがとまらないせいだ。よく見たいのに。一瞬たりとも見み逃のがしたくないのに。

　私は両手で目をこすった。それでもぽろぽろと溢れてしまう。

「遠凪さんは、誰だれなの？」

　たまらず問いかけてしまった。

「どうして、私は、陽女神はっ、遠凪さんだけを見てしまうの？　遠凪さんは、誰なの？　滸こ楽らくでしょう？　陽女神を一番傷つけた大犬の末まつ裔えいなのに、どうして！」

「清姫、わたしは」

「ダメだよ、陽女神が遠凪さんを選んでも、私……知夏はダメなんだよ。ここにいられない。知夏が好きなのは……っ」

　雷らい鳴めいのように心を貫つらぬく陽ひ女め神がみの想おもいの深さに引きずられ、私は混乱していた。

　なにを口走っているのか、わからない。
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　遠凪さんはもう一度、私を抱だきしめた。さっきとは打って変わって、胸を潰つぶしそうな強さだった。愛いとしいよ、って叫さけぶような。

「わたしの女神」

「遠凪さん……！　離はなし……」

「我が乙女おとめ。おまえに焦がれぬ日はなかった」

　囁ささやき声が、かき混ぜるように陽女神の想いを激しく暴れさせる。

「どれほどおまえを愛したか。誰にもわかるものか」

　怒いかりのこもった遠凪さんの声に、私は泣きながら目を閉じる。噓うそつきだ。

　──それなら、なぜ。

　私を地じ獄ごくに落としたの？







　二章







　早く帰き鼓こ廷ていに戻らなきゃいけない。

　きっと皆みな、心配している。白雨さんの怒り顔や伊織の寂さびしげな瞳ひとみ、それに滸こ楽らくを誰より憎む朝火さん。緋宮がここにいると知ったら、もっと滸楽を敵視する。未み不ふ嶺ねさんは自分を責めているかもしれない。九く支しさんも落ち込んでいるかも。胡こ汀ていは、今、なにをしているだろう？

「帰らないと」

　ここにいると、自分のなにかが変わっていきそうだ。それが怖こわい。穢けがれ主ぬしや悪あつ鬼きと対たい峙じする以上に危険な気がする。でも、焦あせる気持ちとは裏腹に、既すでに数日が経過していた。

　皆が眠ねむりにつく深夜に抜ぬけ出そうにも、与えられた居室に窓はない。

　ひとつきりとなる出入り口の外には見張りの滸楽が獣けもの姿すがたをとって寝ね転ころんでいる。

　それならまだ、多少は自由に行動できる日中のほうが隙すきがあるんだけれども──。

「緋宮様、遠とお凪なぎ様はこちらに？」

「いえ、さっきまで一いつ緒しよだったんですけど、向こうに……」

「よろしければ緋宮様、甘かん物ぶつをどうぞ」

「ありがとうございます……」

「遠凪様も甘物、とてもお好きなんですよ」

「は、はあ。ちょっと意外です」

「思ったことをそのまま口にされる方ですから、厳しく見えましょうが。本当は不器用であられて。……実は、手先も器用とは言いがたく……正直、壊かい滅めつというほどにひどいものです」

「そうなんですか、それも意外な真実……」

「緋宮様、あちらに冬花が咲いていましたよ。珍めずらしいことです、このあたりで見られるなど」

「ええと、あとで見に行こうかな」

　……逃にげられない！

　崖がけの穴から外へ出た途と端たん、わらわらと滸こ楽らく一族の皆さんが寄ってくるんですよ！

　滸楽に対するイメージが見事に変わったんですが。

　この津つ杙ぐいで暮らす彼らは、ある意味滸楽の本流とも言える古き一族だ。

　だから、他の隠かくれ家よりも女性が多いらしいけど、私の目にはそれでも極きよく端たんに少なく映る。

　滸楽の男性は基本、若い娘むすめ……未み婚こんの女性と接する機会があまりない。

『緋宮』の私は独身だけども主あるじたる遠凪様の相手だから手出し禁止！　と厳しく律しているみたい。しかし、重々承知しつつもやっぱり娘を直じかに見たい！　ってなわけで熱心に通ってくる。

　以前と違ちがって彼らの目に重い淀よどみは窺うかがえないので、そこは安心なんだけども。

　なんか珍ちん獣じゆう扱あつかいでどうしたらいいのか。

「あなた方、いい加減になさいませ！　緋宮様が怯おびえていらっしゃるでしょうに！」

　救世主の声がした。叱しかられた滸楽の皆さんが、慌あわてふためきながらざざっと道をあける。

　声の持ち主──真智さんが登場し、私ににこりと微笑ほほえみかけた。

「緋ひ宮みや様、このような武骨な殿との方がたたちに囲まれて、恐おそろしく思われたでしょう？　ご安心くださいませ、津杙で緋宮様がおいたわしい目に遭あうことはございませぬ。さあ、こちらへ来てくださいな。案内させていただきたい場所があるのです」

　真智さんが少しはしゃぎながら私の両手を握にぎり、崖の外階段となる石段を渡わたって、例の『恐きよう怖ふの吊つり橋』へと軽かろやかに駆かける。

「ちょ、ちょっと待って、私、この橋は苦手で……！」

　走るのは無理だ、と吊り橋の手前で真智さんの腕を引っ張り、訴うつたえたとき。

　後ろにいた滸楽の皆さんが一いつ斉せいに獣形へと姿を変えた。

「わ……」

　怖いなら乗せてあげるよ、ってことなんだろう。

　この親切っぷりに私は目を白黒させた。緋ひ剣けん以上に献けん身しん的じゃないだろうか。気持ちはありがたいけれど、全員から期待のこもった目で見上げられると、どう反応していいのやら。

　しばし悩なやみ、一番近くにいる灰色の毛が混じった滸楽にお願いすることにした。

「運んでもらっていい？　私、重いよ？」

　嬉うれしそうに尾おを振ふられ、それから乗りやすいようにだろう、身を低くしてくれた。

「えっと、じゃあ、お願いします。ゆっくり進んでくれたら嬉しいな」

　私を乗せた滸こ楽らくは、吊り橋が揺ゆれないよう最大限の注意を払はらって渡ってくれた。

　内心、複雑すぎて困る。楽らく奪ばい月つきに会った滸楽たちは、ただただ恐ろしいばかりだったのに。今は誰だれもが穏おだやかで、親切で……胸がずきずきするくらい切ない。

「緋宮様、あちらへ。今日はまだ寒さが厳しくありませんから、女たちが『みずぐるま』を回しております。──男の方は立ち入り禁止ですよ」

　吊り橋を渡り、棚たな田だの上部まで行くと、私と同じように一頭の滸楽に乗っていた真智さんがそう言った。いそいそとついてきていた滸楽の皆が、その言葉にしょげている。それでいて、妙みようにそわついていた。

「乗せてくれてありがとう」

　お礼を言って、今度は真智さんと二人だけで背の高い木もく柵さくを張り巡めぐらした場所へと向かう。ううん、絶景だ。三百六十度、大自然。山々の連なりに、深い土の匂におい、身体からだのなかまで清められる澄すんだ空気。自分の存在がちっぽけに思える。

「緋宮様？」

　急に立ち止まった私に気づき、真智さんが怪け訝げんそうにした。笑ってごまかし、彼女のもとへと急ぐ。

「随ずい分ぶん長く柵を作っているんだね。ちょっと城じよう壁へきみたいな感じだ」

「ええ、ここは大事な水場ですので」

　柵の戸を開いたとき、女の人の笑い声が響ひびいた。

「みずぐるまって、水車のことか」

　私は驚おどろきながら呟つぶやいた。木柵で仕切られた場所には、細い川が流れていた。奥のほうに浅く広く、水の溜たまっている箇か所しよがあって、見上げるほど大きな車輪のついた木製の水車が置かれている。その横手と背後に、似た造りの簡素な小屋がずらっと並んでいた。

　大石で囲まれた水の溜まり場に目を向ける。そこには九人ほどの、様々な年ねん齢れいの女性がいた。一番下は、まだ十歳にも達していないだろう。一番上は五十歳近いかも。そこで女性たちは和なごやかに談だん笑しようしていた。ある女性は大きな盥たらいで洗せん濯たくをしながら、別の女性は水車の水を汲くみ、束にした糸を染めながら。すぐそばで湯をわかし、手足を布で拭ぬぐっている女性も。

　近づけず、立ち尽つくす私に、真智さんが耳打ちした。

「これが津つ杙ぐいの女すべてです」

「えっ、これだけ？」

　私と真智さんを合わせても、十一人。ここの滸楽たちの総数を正確には知らないけれど、少なくとも百はいるはずだ。およそ十分の一。思っていたよりもずっと少ない。

「ふふっ、驚かれたでしょう？　ここでは女が強いのです」

　確かに強い。数日を津つ杙ぐいで過ごし、色々な発見をした。滸こ楽らくの暮らしのなかでは、男性たちは女性にまったく頭が上がらない。蒸む槻きとはなんて違うんだろう。特とく殊しゆな帰き鼓こ廷ていはともかくも、一いつ般ぱん集落では女性の地位が低い。だからこそ、川流しには真っ先に女性が選ばれる。

　怖くないんだろうか、と私はちらりと考えた。たくさんの男性たちに囲まれて……滸楽は基本として魔まの力を持つ。当然、強い。それは楽らく奪ばい月つきの争いで嫌いやというほど目にした。

　脅おどされたり、望まないことを無む理り強じいされたりは本当にないのか。

　私がなにを心配したのか、真智さんは顔色から察したらしい。優やさしい笑え顔がおで答える。

「以前は女を隷れい属ぞくさせる真似まねもしていたそうです。無理に孕はらませようと。ですがその非道な行こう為いは滸楽一族の一層の衰すい退たいを招いたとか。以来、彼らは女性を守るようになりました」

「それっていつ頃ごろからだろう？」

　脳のう裏りをよぎったのは、滸楽に攫さらわれたという朝火さんの家族だ。今いま更さら気づく。彼の、緋宮に対する執しゆう着ちやくは家族を失った恐怖が形を変えたものだ。ただ滸楽が憎にくいだけじゃない。

「……因習を破るというのは、容易なことではありません。滸楽の翁おきなのなかには『人』の女を未いまだ道具のように思っておられる方も残っています。女の価値を認めてくださったのは先代の王……その遺志を遠凪様が継ついでくださったのです」

「そうなんだ……」

「ええ。やはり末まつ端たんまで目が届かぬことも。律とは、音です。遠ざかれば、聞こえにくい」

　私は項うな垂だれた。だとすると、朝火さんの家族は。

「ですが、遠とお凪なぎ様はいずれ一族すべてに徹てつ底ていさせたいと。仲なか睦むつまじく、皆みなが手を取り合って暮らせるように」

　真智さんは片手を自分の心臓の位置に当て、そこに大事なものがあるというような、敬けい虔けんな顔をした。私よりもよほど女め神がみに相応ふさわしい姿に思えた。

「今もまだ女がなかなか生まれず、育ちません。私たちは、夫を複数持っております」

「……えっ？」

「滸楽の殿方の精は強く、女の腹に負担を与あたえます。だから必然的に短命となります。神じん力りよくのある女なら長く生きることもできるのですが」

　その話に驚き、真智さんや談笑している女性たちを見比べた。

「無理はしておりません。むしろ、女を分け合わねばならぬ彼らが不ふ憫びんです」

　答えられない。私には未知の世界すぎる……とはもう言えないのか。帰鼓廷もその点では似たような世界じゃないだろうか。な、悩む。

「仕方なしに彼らは女を攫います。そうせねば滅ほろびてしまうから」

「それは……」

「わかっております、罪だと。攫われた女は初め、恐ろしさに泣きわめく。ですが」

　ご覧ください、と真智さんが彼女たちに手を向けた。まだ彼女たちは私に気づいていない。

「あそこに、不安がありますか？　恐れや憎しみが」

　ない。誰だれもがいきいきと、穏やかに笑っている。

「あの娘むすめを覚えておりますでしょうか。私とともに集落から逃にげてきた者です。彼女も攫われたばかりの頃ころは自身の不運を呪のろい、毎晩泣いていた。でも、滸こ楽らくたちは……。すぐに私たちは心から笑うようになりました。それが許されるのです。ここでは凍こごえる日のように手足を絶えず縮め、息をひそめて生きる必要はない。かつて受けていたむごい扱あつかいを振り返ると、まるで自分たちが都の姫ひめ様になったような心地ここちです」

　真智さんは笑みを消して、彼女たちをじっと見つめた。

「蒸む槻きの暮らしではありえぬことです。……蒸槻で受けた苦痛があるからこそ、私たちは彼らが与えてくれる優しさに、目をくらませ、怠たい慢まんにならずにすむ。彼らがどれほどいたわってくれているのか、かけがえないと感じてくれるのか。涙なみだしない日もありません。私たちは精せい一いつ杯ぱいここで働きます。喜びに溢あふれながら」

　対等だ、と思う。男性と女性が思いやりをもって支え合っている。蒸槻では考えられない光景が、この津つ杙ぐいでは当たり前に見られる。

「彼らは、きつい仕事は決して私たちに強要しません。炊すい事じも率そつ先せんして手伝ってくれます。だから私たちは、もっと彼らを大事に思える」

「……優しいんだね」

「ええ。男とは、こんなに安らぎをくれる存在だった」

　ふいに真智さんが、私の手をぎゅっと握にぎった。

「緋ひ宮みや様。この光景が、私の答えです」

「……あ」

「幸せか、と問うたでしょう？」

　十分な答えだった。

「むろん、問題は山のようにあります。翁たちが考える女の価値や、子の生まれにくさ。肥えぬ大地。それに滸楽は決して善の存在ではないとも、重々承知しております。だけど未来を変えようと力を尽くしてくれる方がいる。もうそれだけで、よいのです」

　私は視線を、真智さんから彼女たちへと戻もどした。

　冬の、鈍にぶい空の下。身み震ぶるいするほど寒いけれど彼女たちの笑顔に曇くもりはなく、どこか華はなやかできらきらしている。決して華か美びな格好じゃない。雅みやびやかな振ふる舞まいというのでもない。洗い物をしたり水車を回したりと、そういう日常的な作業の最中だ。それでも、隠かくしきれない瑞みず々みずしい輝かがやきがあった。彼女たちの全身が穏おだやかさに満ちているからだとわかった。

　蒸槻では、滸楽についての恐おそろしい噂うわさばかりが広がっている。攫われた女は戻ってこない。食われてしまうのだと皆は言う。確かに昔はそうだったんだろう。でも今は違ちがう。

　女たちは戻りたがらないんだ。短命になると知ったあとも。

　目眩めまいがしそうだった。

　──どうしよう。私……この暮らしを否定できない。

　滸こ楽らくが悪一いつ偏ぺんとは、もう思えない。頭を抱かかえそうになったとき、一番年下の少女がこっちに気づいた。あ、と目を丸くし、他ほかの女性たちに慌あわてて教えている。女性が全員、驚きを見せ、それからばたばたと忙せわしなく身なりを整え始めた。軽かろやかな動作でこっちに駆かけ寄ってくる。

「緋宮様！」

「……うん」

　女性たちが嬉うれしそうに私を取り囲んだ。皆、優しくはにかんでいる。

「私を覚えていらっしゃるでしょうか！」

「うん。集落で……」

「はい。白雨が緋宮の剣けん士しとなったとお聞きしました」

　見覚えのある女性が、わくわくとした口調でそう言った。彼女は真智さんと一いつ緒しよに集落から逃げた人だ。ぎこちなく微笑ほほえみ返したとき、最年長の女性が横から私の手を強く握った。

「光栄なことですわ。緋宮様がこの津つ杙ぐいに降りてくださるなんて……」

「あ、あの。皆さんのなかで……『朝火』って名前の家族がいる人はいませんか？」

　私の問いかけに、女性たちはきょとんとし、それから悲しげに首を振った。

「覚えがありませんね。緋宮様のお知り合いの方ですか？」

「うん」

「ではあとで、男たちにも聞いておきましょうね」

「本当？　ありがとうございます！」

　思わずぎゅっと女性の手を握り返した。女性もそれで打ち解けたように朗ほがらかに笑う。

「ねえ緋宮様、どうぞここにお残りくださいませ」

　どきっとしながら、その女性を凝ぎよう視しする。

「やめなさい、楚そ里りったら」

「緋宮様は……蒸む槻きの女神でいらっしゃるのよ」

「だからこそよ。蒸槻の女神が滸楽の方々をお許しくださったら、どんなにいいか！　神々の加護がないために、危機はいつも滸楽一族を襲おそうわ」

「やめなさいって。津杙は、ちゃんと遠凪様がお護まもりしてくれてるでしょう？」

　他の女性たちが慌てて窘たしなめるも、楚里と呼ばれた人は大きく首を横に振った。

「いくら遠凪様が稀まれなる太古の力をお持ちでも、お一人で一族すべてを守り切るのは難しいわ。現にこの時季はいつも──ねえ緋宮様。ここは蒸槻と比べて大層貧しくございますが、決して不自由などさせませぬ。どうか留とどまってくださいませ」

「わ、私は」

「楚里、もうやめてよ。緋宮様が困っていらっしゃる」

「黙だまって。……ここが蒸む槻きの外たる地であっても。陽ひ女め神がみは神々に愛されし方よ。〈神無し地〉たる津つ杙ぐいに、異国の神々が来てくださるかもしれぬでしょう」

　異国の神々。その言葉に目を見開く。楚里さんは特定の神をさしたわけじゃないとわかっていても、胸が騒さわいだ。胡こ汀てい……星ほし神がみは陽女神を愛している。だから国を越こえて、求きゆう婚こんを──。

「そうすれば津杙も立派な〈神有り地〉となるわ。緋宮様が留まってくださるだけで地に加護がもたらされるのよ。それにね。力を持つ高貴な『女』がいてくだされば、頭の固い滸こ楽らくの翁の方々も考えを変えてくれるわ」

　楚里さんの強い言葉に、女性たちは口をつぐんだ。恐る恐るという視線を私に注ぐ。

　私は身を強こわ張ばらせた。彼女たちの目に、楚里さんの強ごう引いんな態度に対する申し訳なさと──わずかな期待が生まれ始めていた。

「緋宮様、どうか去らないで。私たちのためだけではないの。遠凪様は、緋宮様を慕したっていらっしゃる」

　楚里さんが熱心に言い募つのった。彼女たちの期待を無下に踏ふみにじるわけにもいかず、返答に詰つまる。強く誘さそわれても、やっぱりここに残ることはできない。私は、緋宮として蒸槻の人々と生きていくって誓ちかったんだもの。大好きな人たちがきっと待っている。

「あんなに落ち着きのない遠凪様は初めてなんですよ。必ず緋宮様を慈いつくしんでくださるわ」

　心臓がどくんと跳はねる。津杙は──もしかすると緋宮にとっても安らかに生きていける、魅み力りよく的てきな地なんじゃないだろうか。

　緋宮。秘め事の女。力を失ったとき、なにをやらされるのか。

　それを教えてくれた架か々が裏りさんの最さい期ごの姿が脳のう裏りに蘇よみがえり、額に冷や汗あせがにじむ。

　真智さんは困ったように、でもしっかりと私を見つめながら楚里さんに答えた。

「そうね、遠とお凪なぎ様は緋宮様をお連れしてから……おそばを離はなれないのですもの」

　遠えん慮りよを見せていた女性たちまでもとうとう感化され、熱心に頷うなずき始めた。

「とても優しい目で緋宮様を見ておられるわ」

「緋宮様がお目覚めになるまで、あの遠凪様が穴の前で番をするなど……本当に私、驚おどろいてしまって。かわいらしいところもあるのね」

「えっ、ば、番ですか？」

　私は思わず声を上げた。全員が嬉しそうに深く頷く。

「そうですよ。部屋の前にも遠凪様は信しん頼らいされている者を置き、間ま違ちがっても危険が及およばぬようにとお守りしています」

「血気盛んな男が忍しのび込んだりせぬようにでしょう。緋宮様を独どく占せんしたいのね」

　言葉を失う私を見て、女性たちが声を立てて笑う。

「緋宮様、添そい遂とげてはくださいませんか？」

　楚里さんが私の手を握る指に力をこめた。

「無む理り強じいと思われますか。ですが私には、緋宮様も遠凪様を慕ってらっしゃるように見えるのですよ。そうでなきゃ、ええ、こんなこと言いませんとも」

「わ、私は、そんな！」

　かっと頭に血がのぼり、つい大声を上げてしまった。この狼狽うろたえぶりが楚里さんの言葉を肯こう定ていしたように映ったらしい。女性たちが色めき立ち、囃はやすように私の手や肩かたに触ふれる。

　違う、『知夏』は胡こ汀ていのことが好きなんだよ！

　──でも胡汀は『知夏』を好きじゃない。

　過保護なのは、胡汀本来の優しさで……恋れん愛あい感情とは別物だ。彼のなかにいる星神は、脇わき目めも振らず陽ひ女め神がみだけを想おもっている。その事実に、心臓が凍こおり付く。

　俯うつむきそうになったとき、柵さくの向こうから男性の声が響ひびいた。

「──緋宮様、おられるか！」

「は、はい！」

　助かった。どんな用事でもいいので、ここから私を連れ出してほしい。

「こちらに来てくださってもよいか？」

「はい、今行きます」

　慌てて女性たちの輪から抜ぬけ出した瞬しゆん間かん。

「遠凪様がお待ちです」

　その一言に、木もく柵さくへと向けていた足がとまった。

　女性たちが一層華はなやいだ笑えみを見せ、動かなくなった私の背を強引に押す。

「ま、待って、私は」

「さあ、お早く！」

　真智さんが小走りで先を行き、柵の戸を開いた。

「あのっ、私、やっぱりもう少しここで少し休んでいきた……」

「まあ緋ひ宮みや様ったら恥はじらっていらっしゃるのね」

「違います！」

「遠凪様は緋宮様のことだとせっかちになられるのですから、お待たせすると叱しかられますよ」

　女性たちが明るい笑い声を上げた。抵てい抗こう虚むなしく、柵の外に追いやられる。

「──遠凪さん」

　柵の手前の、短い石段のところに遠凪さんが立っていた。

　海の色に似た深い藍あいの衣ころもが目をさす。葉を落とした沈ちん黙もくの木々の世界で、遠凪さんの姿は息を吞のむほどきれいだった。頭の角さえなければ、まるで天人のような。……いや、まるで美しい男神。恋こいし君、という幻まぼろしの声が聞こえた。どうしてかその姿は、司し義ぎさんよりも──いつか出会った柱の上のあの人と重なった。そのことに驚き、茫ぼう然ぜんとする。

「冬花が咲さいていた」

　こっちにゆったりとした足取りで歩み寄ってきた遠凪さんの手には、一輪の淡あわい桃もも色いろの花があった。ちょっと菫すみれに似ている花だ。

　それを差し出してきたから、条件反射で手を伸のばし、受け取ろうとして──。

「!?」

　ぺしーん、と花で口を軽く叩たたかれ、硬こう直ちよくした。視線だけをそうっと上げ、窺うかがう。

「痴しれ者が」

　遠凪さんってば、ありえないくらい眉み間けんに皺しわを寄せてるんですが。

「清きよ姫ひめ。『居室で待っていよ』と命じたはずなのに、なぜ外に出ているのか」

「う、んうう」

「なぜふらふらと暢のん気きに歩き回っているのかと聞いている。自身の立場をわかっておらぬと？」

　遠凪さんは腹立たしそうに、その花でぺしぺしと何度も私の口を叩く。さらに額も。あ、この花、いい香かおり……っていうか、信じられない仕打ちだ！

「わたしが笑って許すとでも思うのか？」

「い、痛い、いたた」

　普ふ通つうこういう場面は夢見る乙女おとめ的にですね、紳しん士しな態度で手て渡わたしてくれるとか髪かみに飾かざってくれるとかのはずで。間違っても花を虐ぎやく待たい道具にしないよ！

「女たち。これを許可なく連れ出すな」

　遠凪さんが私を睨にらみつけながら、忌いま々いましげに厳しく命じた。

「これ!?　これって私のこと？　遠凪さんまで私の扱あつかいがひどくなってる！」

「うるさい。これを甘やかしてはならぬ。わたしの人ひと質じちなのだぞ」

　真智さんたちは顔を見合わせ、その後、弾はじけるように笑いながら答えた。

「はい、遠凪様。お心のままに」
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　遠凪さんは、渋しぶ々しぶといった様子で私にその花をくれた。

　居室に連れ戻もどされ、睨まれながら過ごす。遠凪さんはあまり喋しやべらない。私が話しかけると本気で鬱うつ陶とうしげな顔をする。なのに、そばを離れないんだ。

　彼がようやく立ち上がったのは、夜も深まり、皆みな眠ねむりにつくという頃ころだった。

　一人になって、私はほっとした。遠凪さんと二人きりでいるのは緊きん張ちようする。ただ気き詰づまりってだけじゃない。とくとくと、鼓こ動どうが甘く響くのを自覚するからだ。

「帰き鼓こ廷ていに戻らないと」

　私はひっそりと拳こぶしを握にぎった。自分に言い聞かせないと、別の感情が溢あふれ出してしまう。

「どのくらい日数が過ぎているんだろう。津つ杙ぐいから蒸む槻きの帰鼓廷まで戻るのに、たぶん十日以上はかかるよね？」

　そういえば遠凪さんはどういう方法で私を連れて移動したんだろう。背に乗せて？

　だけど十日も私が気絶していたはずがない。もしかして神様のように通門とかの特とく殊しゆな手段で移動してきたのかな。

「あ、前に私が、帰き鼓こ廷ていへの渡わたりを認めたことも関係してる？」

　首を振ふり、意識を切り替かえる。今はとにかく脱だつ出しゆつすることを第一に考えないと。

　長くここに留とどまっていたら蒸む槻きに戻ったとき、きっと不満をかかえてしまう。

　そのくらい津つ杙ぐいは、住み心地ごこちがいい。ここの滸こ楽らくは女を大事にする。いや、津杙にいるすべての者を分け隔へだてなく大事にしている。

「身分による差別が、ほとんどないんだ」

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、室内を見回す。『人質』呼ばわりしながらも、過ごしやすいようにとよく配はい慮りよされた暖かな居室。不便はないか、退たい屈くつしていないかと、頻ひん繁ぱんに皆が様子を見にきてくれる。

「皆、自由だ。道や場所も制限されていない……」

　遠凪さんは『滸楽の王』という立場で敬われているし、他ほかにも、強そうな者はやっぱり皆に一目置かれているけれど。蒸槻みたいに、貴人、香こう人じん、平民、といった明確な区別がないように見える。

「なら、滸楽の生活はこの世界でどこよりも現代的って言えるのかも。個人の力が重視されている？　今の蒸槻では受け入れられないことだ。野や蛮ばん、って思われるだけなんだよね」

　蒸槻は伝統を重んじている。女神の支配地たる帰鼓廷だけがそのなかで、唯ゆい一いつの例外じゃないだろうか。女の緋宮をボスにしている。

「あ、そうか。帰鼓廷はその点では、滸楽の考えと近い？」

　家いえ柄がらよりも霊れい力りよくの高さが最終的に尊重される。

「とにかく……ここから出なきゃ」

　残ってほしいと頼たのみ込んでいた女性たちを思い出すと胸が痛む。でも、これまで支えてくれた帰鼓廷の皆や緋ひ剣けんたちを裏切ることはできない。辛つらい目にもあったけれど、諦あきらめずに少しずつ道を切り開いて信頼を築いた。それはかけがえのない経験だった。

「帰ろう。皆に会いたい。やり遂げたいことがあるもの」

　決意を固め、そうっと出入り口の簾すだれに近づく。

「あっ、花」

　日中に遠凪さんがくれた冬花。慌あわてて寝しん台だいまで戻り、細い容器にさしていた一輪の花を手に取る。じっと見つめたあと、羽織の袂たもとのなかにしまった。潰つぶれませんように！

　忍しのび足で再び簾のほうへ向かう。そこで外の気配に耳をすませ、敷しき布ふの地面に四つん這ばいになった。片手で簾を持ち上げて、通路を覗のぞき込む。

「寝ねてる」

　入り口の横で、見張りの獣けもの形の滸こ楽らくが二頭、居い眠ねむりしていた。

　よ、よし。ちょうどいい。今ならいける！

「ごめんね」

　あとで彼らは遠とお凪なぎさんに怒おこられるかも。しんみりしつつもあとにはひけない。

　私は浅あさ沓ぐつを脱ぬぎ、音を立てないように簾をもう少し持ち上げて通路へ出た。両手で浅沓、それに衣の裾すそを持ち、つま先立ちで一頭の滸楽の胴どう体たいをまたぐ。結構大きいので、足を限界ってくらいに開かないと越こえられない。よろけそうだ。……やばっ、尾おの先せん端たん、踏ふんだ!?

「……だ、大だい丈じよう夫ぶか」

　慌てて振り向き、滸楽たちの様子をうかがう。一度、もぞりと耳を動かしていたけれど、寝そべったままで起きる気配はなかった。安心して、通路の先を進む。左手側は行き止まりだ。前方と右手側のみに通路がある。外へ出るには前方の通路を行かなきゃいけない。

　ごつごつとした粗あらい造りの壁かべには一定間かん隔かくで蠟ろうが設けられている。花か蠟ろうとは違ちがうみたいだ。こっちのほうが、炎ほのおが暗い。階段に行き当たったところで、浅沓を履はく。

　階段を上がってしまえば、あとは楽だ。迷うことなく外へ続く穴に出る。

「まだ粉雪が降ってる」

　道理で冷え込むはずだった。もう本格的に冬なのかあ。私がこの異世界に来たときは晩夏の頃だったはず。……故郷の最後は、真冬だったけれども。

「季節が巡めぐってる。いつの間にか、こんなに故郷が遠くなって……」

　私の家族は今いま頃ごろ、夏の季節を過ごしているんだろうか。蟬せみが鳴いている？　コンクリートに陽炎かげろうが揺ゆらめいている？　複合ビルの窓に、夏の積乱雲が鮮あざやかに映っているだろうか。

「……行かなきゃ。帰るのは、みんなの、緋剣たちのところだ」

　今もはっきりと脳のう裏りに描えがける家族の姿を振り払はらい、静せい寂じやくに閉とざされた懸けん崖がいの外通路を渡る。迷った結果、地上に降りるんじゃなくて、恐きよう怖ふの吊つり橋を進むことにした。

　漠ばく然ぜんと「下へ行くのは嫌いやだ」と思っただけだ。自分でも不思議だった。この恐怖の吊り橋よりも地上のほうが怖こわいなんて。

「や、同じくらい怖いかも」

　恐おそる恐る橋の歪いびつな割木に足を置き、数歩、ゆっくりと進む。

　途と端たん、びゅう、と風が吹ふいた。流れる粉雪が、髪に絡からまるようにしてくっついた。

「寒っ、怖いし！」

　両手で橋の綱つなにしがみつく。心臓が壊こわれそうなほどばくばくとしている。

　やばいこれ、無事に向こうまで辿たどり着ける気がしない……！

「──本当に一人で渡れるのか？」

「もっ、もちろんですよ！　私ってば危険に慣れているし！」

　意地になって答えたあとで、愕がく然ぜんと振り向く。吊り橋の始まりとなる位置……つまりわずか二、三メートルくらいの距きよ離りに遠凪さんが立っていた。

「遠凪さん、どうしてここに！」

　今いま更さらながら、女性たちの言葉を思い出す。遠凪さんが穴の前で番をしているって。

　目を凝こらすと、遠凪さんの他に二頭の滸こ楽らくもいた。彼らは申し訳なさそうに尾を振った。

　居室の前にいた子たちだ。本当は狸たぬき寝ね入いりしていただけだったのか。

「渡れるのか？　明かりもなく、この夜を。暗いぞ？」

「……暗くても、帰らないと」

　白雨さんにも約束した。どこに行ってもちゃんと帰るって。

「無事にこの津つ杙ぐいを出られたとしても。蒸む槻きの外の地ゆえ、どのような危機があるか」

「だ、大丈夫、私、運が強いほうです」

「なるほど、神々が災わざわいからおまえを守るかもしれぬ。だが、人がもたらす災いは？　悪あしき盗とう賊ぞくだとて出しゆつ没ぼつするだろう。清きよ姫ひめの力で抵てい抗こうできようか？」

「……遠凪さん、私、帰りたい」

　見み逃のがしてほしい。私は綱をつかむ手に力を込め、震ふるえる足を見つめて懇こん願がんした。

「私は、緋ひ宮みやです。蒸槻を守る女め神がみの末まつ裔えいだもの。ここにはいられないよ……」

「清姫」

　遠凪さんが近づく気配を感じた。私はもっと身を強こわ張ばらせた。

「ダメだよ、陽ひ女め神がみは蒸槻のもの、それに知夏は胡こ汀ていのことが」

「顔を見て言え」

　その言葉に引っ張られ、視線が上がった。腕うでが伸のばされ、ふわりとあたたかい衣ころもに包まれる。

「いつくし女神、おまえがひどく懐なつかしい。恋こいしく、苦しい」

「は、放して」

「わたしとてこのようにつまらぬ小こ娘むすめなど突つき放してしまいたい。だが、おまえがそれをさせてくれぬ。わたしのせいではない」

「そんな言い方……！」

「どうしても、放せぬのだから仕方がない」

　自分からは遠凪さんの腕を振ふりほどけなかった。同じ気持ちを私も抱いだいていたせいだ。

　粉雪の舞まうなかで、遠凪さんの瞳ひとみが獣の輝かがやきを見せた。ふわりと、雪をまとう黒くろ髪かみが美しかった。ああ、まただ。すべての始まりとなった、あの黒と白の夜が脳のう裏りをよぎる。

　雪柱の上にいた悲しげな面おも持もちの男性。私に許しを願い、恋しがっていた。

　顔立ちは違うのに、どうして今、あの人の姿が遠凪さんに重なるの？

「滸楽でなければ、受け入れたか？」

　静かな問いかけに、目を見開く。滸楽。そうだ、遠凪さんは陽女神を襲おそった大おお犬いぬの末裔だ。だから、あの人とは違う──そうだよね？

「……違うよ。私は緋宮だから、そういう意味で蒸む槻きを裏切れなくて。私個人は、ただ」

「ただ？」

　好きな人がいる、と言おうとして戸と惑まどった。

　遠凪さんも、結局は胡こ汀ていと同じで『陽ひ女め神がみ』を求めているだけじゃないか。知夏の入る隙すきはない。知夏が誰だれを好きであっても、どうでもいいはず。そう思った瞬しゆん間かんだった。

「ならば『緋宮』を捨てて、ここに留とどまればよい」

　今、なんて？

「約束をした。……再びまみえることがあれば。おまえに見み尽つくされてもよいと」

「──あ」

　どこかで聞いたことがある言葉だ。夢のなかで会ったと勘かん違ちがいしていた魔ま王おう様……遠凪さんが、そう言っていた。あのとき、既すでに私が陽女神の末裔だと察していた？

　でもその言葉は陽女神にというより異国出身の、わけのわからない存在である『知夏』に対して向けられたものじゃなかっただろうか。

「懐かしく思う以上に、わたしが腹立たしさとともに思い出すのはこの奇き矯きような娘むすめ。おまえはわたしを一度も思い出すことはなかったか？」

　ぐらりと崩くずれ落ちそうになった。

　遠凪さんは、知夏を求めているんだろうか。なのに私のほうこそ、彼を思い出すときは陽女神が見せる過去の景色とかぶせてしまっていたんじゃないか。

「これでは同胞はらからを笑えぬ。娘一人のために、わたしまでがこうもやすやすと翻ほん弄ろうされるとは。滸こ楽らくのさだめか？」

　自身に呆あきれたように笑いながら遠凪さんが呟つぶやく。

　私は再び視線を足あし下もとに落とした。頭のなかが混乱している。本当に、ダメだよ。遠凪さんの手を取れない。だからそんなふうに言われると苦しくてたまらない気持ちになる。

　蒸槻に対する恐れが芽生え始めてきているところに、慎つつましい滸楽一族の生活を目にしてしまった。なおさら心が揺れそうな状態なのに、優やさしく誘さそわれたら、もう。

「私は帰き鼓こ廷ていに帰らなきゃ」

　遠凪さんの腕から身を離して振り絞しぼるように告げたとき、強風が駆かけ抜ぬけた。

　吊り橋がぐらぐらと揺れる。つかの間葛かつ藤とうを忘れ、あたふたと綱つなにしがみつく。

「歩けもせぬのに、帰るなどと大口を叩たたく」

　ふわりと、また柔やわらかな袖そでに包まれた。

　背筋が甘く痺しびれる。陽女神の想おもいに私自身の心が近づきそうな、淡あわい恐ろしさ。

　過去の記き憶おくと同じように、知夏として何度も遠凪さんの袖に包まれる感かん触しよくを知った。この心地ここちよさは、現実のものだ。今の世を生きる私たち二人が共有している。

「わたしのそばを歩けばいい。手を引いてやろう」

　返事ができない。辛かろうじて、首を振るしか。

　滸こ楽らくはよほどのことがない限り女性を傷つけない。遠とお凪なぎさんは私を以前助けてくれた。こんな冷たい顔をしているくせに、仲間を救うため自ら禁域の森にも乗り込んでくる。

　子どもにも好かれているし、女の人にはたじたじだし、強ごう引いんなのに、とても忍にん耐たい強い。

「……女とはことごとく面めん倒どうなものだ」

　ふいに、なにやら諦てい観かんの漂ただよう言葉が落とされた。

「優しくすれば、とことんつけあがる。たとえ理がこちらにあろうとも、泣かれた瞬間、必ず負ける運命ではないか」

「な、なんの話！」

「わたしの前で泣きそうな顔をするな。勝てる気がせぬ」

　ぎゅうっと腕のなかにきつく閉じ込められた。慌あわてて逃のがれようとするも、簡単に封ふうじられてしまう。うっとりしそうな束そく縛ばくに息が詰つまった。言葉を紡つむがれるたび、抗あらがうのが難しくなる。

「帰るな、と夜が来るごとに引き止めねばならないか？　何度請こい願えばいい」

「ダメなんだよ、いくらそう言われても……！」

「わかった。やめることなく毎夜言いに来いと」

　柔らかな声に耳を塞ふさぎたくなった瞬間、ふと奇き妙みような音が地上から響ひびいた。

　遠凪さんも気づいたようで、私を抱だきしめている腕に緊きん張ちようが走る。

「なに、この音……川が流れてるみたい？」

　怪け訝げんに思いながら、橋はし桁げたの隙すき間まに視線を落としたときだ。

「──遠凪様、早く室へ！　やつらが来た！」

　橋の手前でしんみりと待っていた獣けもの形の滸楽がすばやく人の姿に戻もどり、叫さけんだ。

「え、やつらって……？」

　なに？　と尋たずねる時間は得られなかった。

　どんっと爆ばく音おんめいた重い音が地上から響く。爆音じゃなくて、水が一気に吹き上がったような。そして異様な強風。横から吹いたり逆巻いたり。風が踊おどり狂くるっている。

「今の音はいったい──遠凪さん!?」

「暴れるな」

　遠凪さんが有う無むを言わせず私を抱かかえ上げ、崖がけの穴へ戻ろうとする。

「皆みなを外へ出させるな！　瘴しよう気き払ばらいの香こうを焚たけ！」

　なにが起きているのかわからず、遠凪さんの肩かたの上で固まってしまう。

　まさか、帰き鼓こ廷ていの剣けん士したちが緋宮の私を捜さがしてここまでやってきたんだろうか？

　そう考えて視線を巡めぐらしたとき、地上から水しぶきのような得体の知れない黒いものが伸びてきた。橋の高さにまで届きそうな怪あやしいその物体に、私は目を剝むいた。

　それはぬるぬるとした巨きよ大だいな長い手だった。

「う、噓うそっ、これなに……！」

　遠凪さんの肩から身を乗り出し、橋の下に顔を向ける。

　地上は闇やみに閉とざされていた。だけど陽ひ女め神がみの力のおかげだろう、はっきりと見通すことができた。黒いものが、涸かれた川の溝みぞをどうどうと流れている。その勢いに既き視し感かんを抱いた。

　北ほく斎さい画のような奇き怪かいなうねり方。一いつ瞬しゆん、これは界の川だったんだろうかと思った。

　でも、腹の奥で渦うずを巻く陽女神の力は『違ちがう』と訴うつたえている。

　あれは邪じや悪あくたりしもの、穢けがれの気を持っていると！

　波打つその黒いもの。おぉ、おぉ、と泣いている。吹ふき上がる長い手、いや、手だけじゃない。川の奥から更さらなる悪あしきものが流れてくるのがわかった。

　ひと際きわ激しく波打ち、橋の高さを超こえて、時折壁かべのようにざぱっとそそり立つ。

「あ！」

　そのへどろに似た不気味な高い波は、巨大な女によ人にんの姿をしていた。おぉ、おぉ。こけた頰ほおをすぼめ、波打つ長いざんばら髪がみを振り、天に向かってすすり泣く。怨うらみに満ちた顔。火に炙あぶられた蠟ろう細ざい工くのように醜みにくく歪ゆがんでいた。私は頭が真っ白になった。へどろの女人は、波の揺ゆれとともにばしゃんと潰つぶれ、またどうどうと地を流れる。そして再びそそり立つ。

「──近づいてる」

　目が離はなせないでいる私の身体からだを、遠凪さんが滸こ楽らくの一人に押し付けた。

「さあ、行け！」

「遠凪様は!?」

「外に出ている者がおらぬか、確かめにゆく」

　遠凪さんは鋭するどくそう言うと、崖の外通路に戻り、周囲を確かく認にんしにいった。

　滸楽が私をかかえ直し、遠凪さんに続いて崖の穴へと向かう。

「緋ひ宮みや様、決して居室から出ぬように！」

　穴へと入る直前、ふと向こう側の崖に小さな明かりが揺れたのに気づいた。

　私は考えるより早く、滸楽の腕うでから飛び降りた。

「あっちに誰かいる！」

「なりません！　遠凪様!!　緋宮様が！」

　滸楽の叫びを後ろに聞きながら、私は吊つり橋を走った。

　うわああ、真下はへどろの川だ。それにすごく揺れるし、転びそう！

「落ちませんように！」

　下は見ないことにして、震ふるえながらも突つっ走る。明かりが見えたのはみずぐるまのある場所だ。もしかしたら女性の誰だれかがこの異変に気づかずに、水を利用しているのかもしれない。

　詳くわしいことはわからずともこの津つ杙ぐいに危機が迫せまっているのは確かだ。連れ戻さないと！

　揺れる橋を無事に渡わたり切ったところで、足下をなにかが、だだっと駆け抜けた。

「ぎゃあ！」

　思わず叫んで飛び上がったあとで、胸むねを撫なで下ろす。獣けもの姿すがたに変身したさっきの滸こ楽らくと、追いついた遠凪さんだった。こちらも獣姿に変わっている。

　二人が、というか二頭が怒いかりをこめて唸うなった。

「あっち、あっちに！」

　慌てているときって、口が回らない。私はばたばたしながら明かりの位置を指差し、走り出そうとした。二頭が不服そうに低く唸る。おまえは戻れ、と言いたいんだろう。

　私は思いきって滸楽の背中に、えーい！　と飛び乗った。

「走って！　向こうに誰だれかがいる！」

　女性に逆らえない滸楽の性さがなのか。私が叫ぶと同時にその滸楽は勢いよく駆け出した。

　隣となりに、怒りたっぷりの遠凪さんが並ぶ。お説教はあと！

　棚たな田だの畔あぜ道を飛び越こえ、みずぐるまのある場所を目指す。揺れる、舌を嚙かみそうっ。

　そこに到とう着ちやくしたときには、もうへろへろ状態だった。転がり落ちる感じで地に足をつける。暴れ馬に乗った感覚だ。よくぞ途と中ちゆうで気を失わなかったと自分を褒ほめてやりたい。

「……明かり、さっきは確かに」

　ぐるぐるする頭を押さえながら、目を凝こらす。

　貫かん木ぬきの外れた柵さくの戸が風に揺れていた。その後ろに誰かがいる。

「そこにいるのは誰!?」

　声を上げると、小さな黒い影かげが戸の奥から怖こわ々ごわと顔を出した。

「……緋宮様ですか？」

「洲す沙さなの？」

　私はびっくりした。女性じゃなくて、どうして洲沙がここに？

　相手が私とわかると、洲沙は転がるように走ってきて腰こしにしがみついた。勢いに押されて倒たおれそうになるのを、なんとか踏ふみとどまる。

「どうしてこんな遅おそくにここへ？　一人なの？」

「冬花を……緋宮様にお渡ししたくて」

　ぶるぶる震える洲沙の手には、昼間遠凪さんがくれたものと同じ花が握にぎられていた。胸がきゅっとする。私にプレゼントしようと考えて、夜中にこっそり穴から出たのか。

　獣形の遠凪さんが叱しかるように洲沙の衣ころもをくわえた。私は、はっとした。

「洲沙、遠凪さんの背中に乗って！　早くみんなのところに戻らないと！」

　戸と惑まどう洲沙を抱き上げて遠凪さんの背に乗せる。それから慌てて私も滸楽に騎き乗じようし、穴のある崖へと急ぐ。木々の枝を揺さぶるくらい、風が強くなっている。

　吊り橋の半ばまで来たときだった。激しい風に、橋桁がひっくり返りそうなほど揺れた。

　私を乗せていた滸楽がその煽あおりで横よこ倒だおしになる。

「ひゃ……！」

　私も滸こ楽らくと一いつ緒しよに吹き飛ばされ、危あやうく橋桁から転落しかけた。橋に張られていた綱つなに身体がひっかかってくれたおかげで一命を取り留めたと言っていい。

　や、やばいっ、今までで一番の身の危険を感じた!!

　恐きよう怖ふで手足が動かない。というか少しでも動いたら、身体を支えきれず底に落ちる！

　転てん倒とうしていた滸楽が慌ただしく身を起こし、落下寸前の私の腰こし帯おびを咥くわえて橋桁に戻す。

「……後ろ！」

　私はとっさに叫んだ。どうっとへどろが再び壁のようにそそり立つ。ちょうど橋の真横に。

　山鳴りのような怨みの声を轟とどろかせる巨大な女人の姿に、蒼そう白はくになる。血走った目玉が、ぐるりと回って私たちの姿を捉とらえた。その女人はなぜか、すぐには地上の波に戻らず、高く高くそそり立った状態で私たちを凝ぎよう視しした。

　波打つ長い髪かみの先が幾いく筋にもわかれ、触しよく手しゆとなって橋にじゅるじゅると巻き付き始める。

　洲す沙さを乗せた遠とお凪なぎさんが、こっちに戻もどってこようとするのが見えた。

「だめ、来ないで！　なんとかするから！」

　へどろの女人と睨にらみ合ったまま、私は怒ど鳴なった。

　威い勢せいのいいことを言ったけれど、この異様な女人と戦って生き残れる気がまったくしない！

「……去りなさい。私は陽ひ女め神がみの末まつ裔えいです。この地に、私は降り立ちました」

　ほんと、格好つけたはいいものの！　大だい丈じよう夫ぶか私、ぶるぶるしまくりなんですが！

「陽女神はこの地を愛めでます。荒あらしてはいけません」

　内心は、マジ去ってくださいお願いします！　という悲ひ愴そう感漂ただよう感じだったけれど、緋宮らしく威い厳げんをもって高らかに告げてみた。すると一本の触手が伸のびてくる。それがぺろりと舐なめるように頰をなぞった。奇き声せいを上げそうになるのを必死に我が慢まんし、へどろの女人を見つめる。

「お願い、この地を呪のろわないで」

　私はごそごそと袖そでのなかを探さぐり、くったりしてしまった花を取り出した。

　遠凪さんがくれた、愛らしい冬花だ。

「この地は乾かわききっているところも多いけれど、冬にも花が咲さくんです。穢けがさないで」

　花を差し出すと、別の触手というかどろどろの髪の先せん端たんが伸びてきた。私の手からゆっくりと花を奪うばっていく。ふと、不思議な懐なつかしさを覚えた。

　……なんだろう。この女人を、私はよく知っている気がする？

「あの、あなたは……」

　躊躇ためらいながら尋たずねようとした瞬しゆん間かん。

　私の頰に触ふれたままだった触手を、誰かが横から摑つかんだ。人の形に戻った遠凪さんだった。

「去れ。女神の末裔の望みをはね除のけてはならぬ」

　触手がずるりと遠凪さんの手から引き抜ぬかれる。遠凪さんの言葉に従うように。

　女によ人にんの姿がばしゃっと音を立てて崩くずれた。黒いへどろは、のたうつ蛇へびに似た動きで地上を勢いよく流れ、去っていく。周囲には、魚の腐くさったような凄すさまじい悪あく臭しゆうが漂っていた。

「これって……私たち、助かったの？」

　綱つなにへばりついている私を、遠凪さんが静かに抱だきしめた。

「清きよ姫ひめ、無事か」

「……うん。でもどうして今のへどろ、おとなしく去っていったんだろう？」

　遠凪さんはなにも答えず、深い溜ため息いきを落とすと、私を抱き上げる腕に少し力を込めた。

　崖がけの穴に戻ったのちのことだ。滸こ楽らくたちは女性と子どもを一番奥の部屋に集めた。危機は通り過ぎたようだけれど、念のためにと男性たちは見回りに行くらしかった。

　あのへどろの異形は、もしかして穢けがれ主ぬしよりもっと恐おそろしいもの……荒あら神がみと呼ばれる存在なんじゃないだろうか。

　気になったものの誰かにそれを訊きける雰ふん囲い気きじゃない。護衛のために残った滸楽の男性はぴりぴりしているし、女性たちは怯おびえ切っている。洲す沙さも震え続けていた。

「大丈夫だよ、もう怖こわいものはいなくなったからね」

「はい、緋宮様……。助けに来てくださって嬉うれしいです。ここにずっと残ってくださる？」

　洲沙の縋すがる眼まな差ざしに、言葉を失う。

　緋宮は蒸む槻きの守り手だ、帰き鼓こ廷ていに戻らなきゃいけない。こんなに怯えている子を残して。答えられない私を、洲沙はそれでも責めず、なにかを諦あきらめたような優やさしい微び笑しようを見せた。

　私はその夜、皆みなと身を寄せ合い、洲沙を抱きかかえながら眠ねむった。
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　翌日。珍めずらしくも空は雲ひとつなく、美しく晴れた。

　昨夜の恐怖が噓うそのような、澄すみ切った清すが々すがしい冬の空だった。

　洲沙と手を繫つないで顔を洗いに行き、身み支じ度たくを整えたあと。私は女性たちにまざって朝あさ餉げの準備をした。最初は皆、緋ひ宮みや様は休んでて！　と遠えん慮りよしたけれども、見回りで疲つかれ切った男性たちにあたたかい食事を用意するんだもの。人手が足りない状じよう況きようだ。

　料理はちょっと自信がない、という不安な気持ちは白状する前にバレていたらしい。

　女性たちはてきぱきと、私でもできる仕事を与あたえてくれた。特技のひとつである薬湯作りや、鍋なべ物ものをかき回したり、殻から剝むきなど。それと、昨夜の強風で破損した橋や柵の修理に向かった男性たちに溜ため置きの水を用意し、湯を沸わかす。皆、全身汗あせまみれだものね。

「誰だれか、手があいていたら、包み餅もちを外の作業をしている彼らに渡わたしてきて！　そろそろ焼き上がるわ」

　厨くりやのボスの女性が声を張り上げたので、私は挙手した。運びます！

「あら、緋宮様がそんなこと！　それじゃあ……よろしければ上の階に着き替がえを持って行ってくださる？　あとで皆が湯を浴びにくると思いますので」

「はーい！」

「その帰りに隣の倉から穀物袋ぶくろを持ってきてくださると嬉しいのですけど」

　汁しる物ものを作っていた真智さんが、にこにことそう言った。

「うん。持ってくる！」

「緋宮様ったら頼たのもしい。ついでにお酒も届けてくださると助かります。干ひ物ものもお願いできますかしら」

　なかなか見事な人使いの荒あらさっぷりを発揮する真智さんに笑いながら頷うなずき、まずは手近な場所にあるお酒、穀物袋、干物類を取ってくる。

　まあ緋宮様ステキ、本当に頼たよりになるわあ、よければ他ほかの雑穀も、こっちにも水がほしいわねえ、などと女性たちにおだてられるまま物を運び込むこと数回。途中で真智さんが苦く笑しようし、「緋宮様を休ませて差し上げないと。……上の階に着替えをよろしくお願いしますね。それから包み餅も焼き上がりましたのでお早く皆に届けてくださいな」といたわってもらい、着替えをかかえていそいそと上の階へ……、あれ、私って休んでないような？　まあいいや。

　崖の角に位置する共同の湯ゆ浴あみの室に到とう着ちやくした。

　隣りん室しつに雨水を溜め込む倉があり、そこから水を通している。崖の内では川水じゃなくてこっちの水を使うんだよね。で、反対側の壁かべに丸く排はい水すい口こうを作り、汚よごれた水を捨てられる仕様になっている。ちなみに不ふ浄じよう処どころ……トイレはこの奥の部屋。ここもやっぱり、まあ、似た構造だ。

「これがすんだら、包み餅……と」

　ざざっと簾すだれをめくり、湯室に入る。内部には五つの大きな湯ゆ桶おけがあった。

　十人ほどの男性陣じんがいて、湯を使っている。ほわりと頰ほおを撫なでる湿しめった熱気。

　全員が振ふり向き、「……はいっ!?」という驚きよう愕がくの顔でこっちを見た。私も一いつ瞬しゆん、固まった。

「……着替え、ここの石台に置くね」

　笑え顔がおで明るくそう言ったけれど、うわああ!!　真智さんのばかあ！　あとで皆が浴びにくるって聞いたから、今の時間帯は誰だれもいないと思っていたんですよ！

　湯室内なので全員、当然素すっ裸ぱだかだ。そりゃあ私がいきなり入ってきたら硬こう直ちよくするよ！

　いやほんとに違ちがうよ、覗のぞき魔まとか変態とかじゃないから！

「安心して！　私、帰き鼓こ廷ていでも結構剣けん士したちの裸はだかを見慣れているし」

　だから気にしないで！　とフォローするつもりだったんだけれど、私の余計な説明はますます彼らを凍こおらせた。

　違う違う！　変な意味じゃなくて剣士たちは稽けい古こ中、汗をかいたら上着を平然と脱ぬぐし、元の世界でもプールにいけば普ふ通つうに上半身くらい見たりするわけで！　いや、皆さんは全ぜん裸らだけども。っていうか皆さん、凍り付いていないでそろそろ動いてください。

「……なにをしているのか」

　後ろから襟えり首くびをつかまれた。

「く、苦しい、首が絞しま……遠とお凪なぎさん！」

「まことに清姫は、帰き鼓こ廷ていでどういう暮らしをしていた？」

　遠凪さんの手で、ずるずると湯室から引きずり出された。や、やだ！　変質者を見るような目だ！　私は泣きそうになりつつも遠凪さんの手から逃のがれ、厨に駆かけ戻って、包み餅が山盛りとなった盆ぼんをかかえた。仕事に打ち込み、心の傷を癒いやそう。

　外に出て、橋の修理をしている滸こ楽らくたちに近づく。皆、気配がわかったのか、振り向いて立ち上がり、ぱあっと顔を輝かがやかせた。こういうところは剣士たちと共通で、「めしだ」「めしめし」「めしが来た」と皆、幸せそうに蠢うごめくんだなあ。穂ほ野のさんたちを思い出し、しんみりする。

「包み餅でーす。ちょっと待っててね、今、汁物も持ってくる」

　うんうん、男性が豪ごう快かいに食べる姿は見ていて気持ちがいいものだ。

　汁物と追加の包み餅、魚をつぶした団子も運び、皆に誘さそわれるまま私も石のひとつに腰こし掛かけて食事をした。寒空の下でいただく熱い汁物は絶品だ。

　そこへ遠凪さんがやってきて、奇き妙みような顔でこっちを見た。

「遠凪さんも隣となりに座って、どうぞ……、わあっ」

「だから清姫はまこと、どういった日々を過ごしてきた？　なぜ自ら酌しやくをしているのか」

　ちょっと腹を立てた声とともに、身体からだを持ち上げられた。

「動きすぎではないか。休め」

「平気だよ」

　下ろしてほしい。困った思いで見つめると、軽く睨にらまれ、吐と息いきを落とされた。

　私が腰掛けていた石に、かわりに遠凪さんが座る。そして私を、自分の膝ひざに乗せる。

　滸楽の皆さんがうっすらと目元を赤くしてこっちを見ていた。私も照れるんですが！

「遠凪さんも食べて。朝からなにも口にしてないでしょう？」

「いらない」

　我が儘ままをいう魔ま王おう様の口に、ちぎった包み餅を近づける。睨み合うこと数秒。

　諦めたように遠凪さんは口を開いた。そこにすばやく包み餅の欠片かけらを押し込む。

「ちゃんと食べないと、身体に悪いよ」

　遠凪さんは眉み間けんに皺しわを寄せ、渋しぶ々しぶといった態度でゆっくりと咀そ嚼しやくした。

　なぜ私に怒いかりを向けてるんですか。手間のかかる魔王様だなあ。

　男性ってよくわからない場面で意地を張る。胡こ汀ていもそうだったし──と当たり前のように大切な飼い主の姿を思い出し、気持ちが塞ふさいだ。この状況では帰るに帰れない。

　帰鼓廷の皆は元気だろうか？　会いたいという思いは本物なのに、罪悪感まで生まれる。

「清姫は御おん身みに不調は見られぬか」

　また包み餅の欠片を口に運ぼうとした私の手を摑つかむと、遠凪さんは獣けものによく似たその目を細め、じっと見た。今いま更さらこの近い距きよ離りに驚おどろき、私は激しく狼狽うろたえた。遠凪さんは蒸む槻きと敵対する滸こ楽らくの王じゃないか。なのに、私ってば彼らの暮らしに馴な染じみ、くつろいでいる。

「身に異変はないのかと聞いている。……そうまでわたしの顔を眺ながめて、どうする？　わたしの顔に答えが書かれているとでも？」

　遠凪さんはかすかに眉まゆをひそめ、嫌いやそうに私を睨んだ。邪じや険けんにされても平気でいられるのは、それが本心じゃないってわかるからだ。こんなに気配が柔やわらかい。
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「清きよ姫ひめ。いい加減に……」

　遠凪さんは深々と溜ため息いきを落とすと、仕方なさそうに私の頰をさらさらと撫でた。

　滸楽たちがこの様子を見て、忍しのび笑いを漏もらす。

　皆、優しい瞳ひとみをしていた。自分の立場をつい忘れてしまうくらいの心地ここちよい空気。

　でもここに馴染むことは、蒸槻への裏切りじゃないのか。

「……私、身体は丈じよう夫ぶだから本当に平気。どこも不調はないよ」

「初めて会ったときよりも細くなっているようだが？」

　遠凪さんの言葉に、滸楽たちが表情を険しくし、ざわざわした。

「帰き鼓こ廷ていで、お辛つらい思いをしているのでは？」

「蒸槻の男の、女に対する扱あつかいを見れば、緋宮様がどれほどお心を痛めてきたか想像がつく」

「なぜああまで傲ごう慢まんな『ひと』どもが栄さかえるのか」

　滸こ楽らくたちの憤ふん慨がいの声に、次し第だいに深く絡からみ付くような憎ぞう悪おがにじみ始める。誰もが鼻の上に皺を寄せ、暗く瞳を輝かせて、唸うなるように歯を剝むき出しにした。さっきまで柔らかな微び笑しようを浮うかべていた彼らの顔を、ここまで歪ゆがませる。蒸む槻きに対する怨うらみは闇やみのように濃こい。

「まったくだ。蒸槻にはいっかな報むくいが訪おとずれぬ。我らにばかり過か酷こくな日々が訪れる」

　……蒸槻の、なにを怨んでいるんだろう。やっぱり差別を生むきっかけとなった女め神がみじゃないんだろうか。神世からの対立が、大おお犬いぬの子孫たる滸楽をこの無む慈じ悲ひな荒あれ地ちに追いやった。そう考えて、私は肩かたを緊きん張ちようさせた。

「遠凪さん。昨日の……地上を通り抜ぬけた、あれはなに？」

　尋たずねると、皆みなの気配がさらに重く沈しずんだ。遠凪さんが皆に視線を向けながら、口を開く。

「穢けがれ主ぬしとなり、そして荒あら神がみとも成り果てた行き場のない怨おん念ねんの渦うずだ」

　胡こ汀ていの言葉が脳のう裏りをよぎった。両方の性質を継つぐ恐おそるべきものもいるって。

「津つ杙ぐいの地には神々の加護がない。ゆえに、巨きよたる御み霊たまは前まえ触ぶれなく現れ、怒りをまき散らしながら地を呪のろう」

「田畑が涸かれやすいのはそのせい？　なら早く鎮しずめないと──」

「神々の加護がないと言ったであろう。鎮め、封ふうじられるだけの力が、この地には残っておらぬ。いや、我らのゆくところに怨念はついて回る」

「怨念が……。この崖がけの住居、下部に室を造っていないのは、昨日のような災わざわいの渡わたりを警けい戒かいしているからなんだね」

　皆が憂うれいをまとい、項うな垂だれるように頷うなずいた。危険がいつ訪れるかわからないため、防ぎようがないんだ。心に憂ゆう鬱うつが押し寄せる。

　これじゃあ蒸槻に反感を抱いだいて当然だろう。自分たちには手が届かない、加護のある実り豊かな地。女性も平気で生いけ贄にえとし、殺す。妬ねたみが、歴史の怨みをさらに濃のう厚こうにする。

「その御霊って元はどういう存在なの？　小さき神だった？」

「──本来は、天より降くだられた大神だ。だが、自らが平らかに定めし地を蒸槻の神々に奪うばわれ、降格の憂うき目にあった。大神はその怨みにて穢主となり果て、この地へと逃にげてきたが……ついに封じられたのだ」

「……なんか可哀かわい想そうな神様だね」

「それだけでは終わらぬ。蒸槻の神々は津杙をも取り上げようと。大神は土地を奪われるのを不服とし、自らを呪って荒神へと蘇よみがえりを果たした。以来、この地から輝きが失うせるはめに。奪だつ略りやくは防いだが、失ったものはあまりにも大きい」

「あっ、それで他ほかの神様が入ってこないし、手助けもしてくれない？」

　遠凪さんは答えず、私の額にかかった前まえ髪がみを穏おだやかな手つきで横へと流した。その仕草にどきりとしたとき、遠凪さんが私の耳に唇くちびるを近づけ、やっと聞き取れるほどの声で告げた。

「『はながみ』という」

「え？」

「こちらの大神を『あましることのひほほめのはながみ』という。封ふうじられし御み名なだ」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん──きん、と頭が鋭するどく痛んだ。

　お腹なかの底から熱いものが急激にこみ上げ、総毛立つ。この感覚はいったい、なに？

　迸ほとばしる憎悪のような。苦痛のような。呪わしくて、狂くるいそうなほど呪わしくて、息ができない。

　私はつかの間の幻まぼろしを見た。ひらりと宙を泳ぐ美しい衣ころもが急激に色いろ褪あせ、腐くさり落ちていく。暴あばかれる白い肢し体たい。痙けい攣れんする足の指。救いを求めて伸のばされた細い指を、真っ黒な穢けがれた手がいやらしく摑む──……。

「うっ……うぁ」

「清姫！」

　突とつ然ぜんの吐はき気に耐たえきれず、私は口元を押さえ、前まえ屈かがみになった。

　遠とお凪なぎさんの膝からずり落ちそうになるのを、しっかりとした腕うでが支えてくれる。

「緋ひ宮みや様!?」

「どうされたのか！」

　滸こ楽らくたちが食べ物を放ほうり出し、慌あわてた様子で身を乗り出した。

「清姫──わたしが悪かった。……忘れてよい。なにも考えるな」

　遠凪さんに抱だきかかえられ、目を合わせたとき、噓うそのように気持ち悪さが消える。

　この過か剰じような反応に、自分でも戸と惑まどった。

　……なんだったんだろう、今の。

「ご、ごめんなさい。なんか急に、息が詰つまったみたい……大だい丈じよう夫ぶ」

「──昨夜のこともあり、疲つかれに負けたのだろう。室へ連れて行く」

　暗あん鬱うつの色を覗のぞかせて、遠凪さんは立ち上がろうとした。その動きを急いでとめる。

「平気。もうおさまった。……あの、それで。こうして香こうを焚たいているのは穢れを払はらうため？」

　ここに残りたくて早口で質問を投げかけると、遠凪さんはきれいな顔に不満と懸け念ねんをわずかに浮かべながらも大石に座り直した。片かた腕うでで慎しん重ちように私の腰こしを支え、状態を確かめるようにじろじろと見つめる。それから、乾かわいた手のひら全体で私の頰ほおに触ふれた。

　心地のいい体温だった。とくんとくんと、甘く柔らかに胸が高鳴った。

「……そうだ。この香かおりが荒神のもたらす災いを宥なだめる。荒神がもしも一つ所に長く留とどまれば、そこには死が降り注ぎ、いずれ砂地へと変わる」

　遠凪さんの言葉に、滸楽たちが深刻な顔で頷いた。

「荒神は様々な災さい厄やくを招く。邪じやの鬼おにや疫えきの神もにじり寄る。津つ杙ぐいに敷しいていた守護の界も、いくつか破られてしまった。早さつ急きゆうに敷き直さねばならぬ。『人』どもが押し寄せてくる前に……」

「まことに神とは憎にくしものよ！　祀まつらねばすぐに祟たたる。いっそ滅ほろぼしてしまえばいいが、そうもいかぬ」

「おらねばおらぬで恵めぐみの一いつ切さいを寄よ越こさぬのだからなあ」

「善悪を知らぬ獣のほうがまだ、聞き分けがよい」

　私も一応、女神の系列の者だ。

　なんだか申し訳なく思って肩を落としていると、遠凪さんがちらりと彼らに目をやった。

「やめよ。娘むすめの前だ。……神自身も歯がゆいだろうよ。人のごときに自らの行く末が知れぬのだから」

　遠凪さんは私の首筋を手のひらでやわやわと撫なでながら、そう告げた。滸こ楽らくたちがはっとし、ばつが悪そうに顔を見合わせる。そのなかの一人がすぐに気を取り直し、私を見み遣やった。

「緋宮様は、異界の生まれであるというのはまことか？」

「……うん」

「なるほど、それで異形の我らに対しても隔へだてがないのか。蒸む槻きの者は、女であっても初めの頃ころは我らに怯おびえ、嫌けん悪おを見せるが……」

　彼らはどこか安心したように納なつ得とくの表情を浮かべた。気き後おくれのような感情が垣かい間ま見みえ、少し胸が痛む。そうだよね、疎うとまれて、遠ざけられるのは辛い。

　私も『まれびと』だと皆に拒きよ絶ぜつされたことがある。それでも受け入れてくれた胡こ汀ていや伊織たち。緋ひ剣けんの皆に会いたかった。でも同じくらい……会うのが怖こわくもなってきている。

「角があるのは、王様の遠凪さんだけ？」

「太古の血をよく継ぐ者に現れるゆえ、わたしだけとは限らぬが」

　言葉の途と中ちゆうでなにを思い出したのか、遠凪さんがふと視線を落とし、笑った。

　希少とも言えるその楽しげな雰ふん囲い気きに、皆が目を見張る。

「そう、呆あきれるほどにこの娘は隔てがない。二度目に会ったときだったか、獣けものの形を取るわたしを『可愛かわいいやつ』などと言ったな、清きよ姫ひめ？」

　全員がそれまでの重い気配を吹ふき飛ばし、驚きよう愕がくの顔で私を凝ぎよう視しした。

「そ、そんなこともありましたっけ……？」

　思い出せない。遠凪さん、その笑え顔がおは魅み力りよく的ですが、皆の前で暴ばく露ろするとは！

「あったとも。あげくに、このわたしに遠えん慮りよなく触れ、『嫁よめに来い』とのたまった」

　全員の目が限界まで開かれた。ぽろぽろと目玉が落ちそうなんですが。

　記き憶おくが蘇ってきた。……言ったような気がする。わしゃわしゃに撫で回した気もする。あのときはまさか美び獣じゆう様が遠凪さんだなんてわかっていなかったんだよ！

　自分の過去ってなぜ赤面せずにはいられないものばかりなんだろう。私だけじゃなくて誰だれもが同じなんだろうか。いくつになったら過去を恥はずかしいと感じなくなるのかな。

「わたしは悩なやんだ。この娘を生んだ世とは、どれほど奇き怪かいなのかと。女が男を娶めとるのか？　では、子を産むのは男の役目と？」

　心から謝りたくなってきた。放心していた滸こ楽らくの人たちが、ついに笑いをこぼす。私があんまり困り果てた顔をし、赤くなったせいだろう。遠凪さんも生き真ま面じ目めに尋たずねるものだから、なおさらおかしく思えたに違ちがいない。

　それにしても、ここに来なければ、遠凪さんの素すの姿を見ることはなかっただろう。

　孤こ高こうの王だと思っていた。孤こ独どくがつきまとうような……他者をよせつけず、滅めつ多たに笑わない印象がなぜかあった。でも間ま違ちがっていた。遠凪さんは皆みなによく慕したわれている。遠凪さん自身も心から皆を慈いつくしんでいるのが伝わってくる。決して非情を貫つらぬくだけの悪の一族じゃなかった。

　いろんなことを見聞きすると、その分迷いも増えていく。無知であった頃のほうが決断力も行動力も備わっていたんじゃないか。なにかを知るって、こんなに責任の重いことなんだ。

　俯うつむいて、遠凪さんの袖そでの裾すそをつまみ、意味なく握にぎったり折ったりしていたときだった。

　懸けん崖がいの下部を見回っていた滸楽たちがこっちへ駆かけ寄って来た。

「遠凪様！　下へお越こしください！」

「川痕あとのそばにて蒸む槻きの者を……おそらく剣けん士しと思われる者を捕とらえました！」

　私は勢いよく遠凪さんの膝ひざから立ち上がった。

　報しらせにきた滸楽たちが、はっと私を見つめる。

「今……なんて言ったの？」

　茫ぼう然ぜんとする私に、皆の視線が集まった。







　三章







　私は皆の制止を振ふり切って、崖がけの石段を駆け下りた。

　地上は闇やみが留とどまっているかのように薄うす暗ぐらく、淀よどんでいた。空を遮さえぎるほど高くていびつな岩がん壁ぺきが連なり、太い木々の枝が重なっているせいだ。でもそれ以上に、空気に確かな穢れがあった。

　石段をすべて下り、周囲を忙せわしなく見回す。数歩、川沿いの岩石へと近づき、そこで自然と足がとまった。

「これが、荒あら神がみの駆けたあと」

「──凄すさまじいだろう。一度の渡わたりで、ひと月は消えぬ」

　後ろを追ってきた遠凪さんが、立ち尽つくす私の肩かたを引き寄せ、守るように軽く抱かかえ込んだ。

　鼻がおかしくなるくらいの悪あく臭しゆうが漂ただよっていた。生物の腐った臭におい。

　岩石の向こうにある川の痕には、影かげのように黒いへどろの滓かすがべっちゃりとこびりついている。それはよく見るとたくさんの……もがくような手の形をしていた。そして、恨うらみがましく叫さけぶ人間の顔が密集したものでもあった。

　まるで亡もう者じやが漂う地じ獄ごくの川でも流れて来たのかって光景だ。私はぞっとした。これが荒神の通った跡あと。

　嫌いやだ……、見たくない。

　散々怖い思いをし、穢けがれが含ふくまれたものも見てきたはずだ。今いま更さらこれだけに潔けつ癖ぺきな反応をしてしまうのはおかしい。でも、どうしても強い拒絶が胸に芽生え、それ以上足が動かない。

「清姫、上へ戻もどれ」

　遠とお凪なぎさんは袖で私をすっぽりと包み、宥なだめる声こわ音ねで言った。

「……大丈夫、剣士たちを捕らえたんだよね？」

　遠凪さんとともにあとを追ってきた滸こ楽らくたちが複雑そうに私を見ていた。

「案内してくれる？　本当に蒸む槻きの剣士なのか、私じゃないとわからないでしょう？」

「しかし、緋ひ宮みや様。剣士は我らにとって……」

「お願い。知っている人たちかもしれないから」

　懸けん命めいに訴うつたえると、彼らは弱ったように遠凪さんを仰あおぎ見た。彼の判断に従うってことだろう。

　遠凪さんは溜ため息いきをひとつこぼし、仕方なさそうに小さく頷うなずいた。

　拒きよ否ひすれば、私が無む謀ぼうな行動に出るって考えたのかもしれない。

「……では緋宮様、こちらへ」

　彼らを先頭に、私は遠凪さんに手を引かれながら進んだ。川上へ向かう形だ。

　このへどろには絶対に触ふれちゃだめらしい。巨きよ岩がんが連なった足場のよくないところにくると、遠凪さんは私が転てん倒とうするのを危あやぶんだのか、無言で身体からだを抱え上げた。

　そうして七、八分くらい進んだだろうか。

　一ひと際きわ大きな岩の向こうから、誰かが鋭するどく叫ぶ声が聞こえた。言い争っている様子。

　今のって──白雨さんだ!!

　遠凪さんの腕うでから飛び降り、声のするほうへと急ぐ。

　すぐに視界に、複数の人間の姿が飛び込んでくる。白茶けた年輪の模様を持つ巨岩の脇わきに滸楽の者が五人、立っている。その彼らに縛されて、二人の緋剣が地面に跪ひざまずいていた。

「白雨さん！　未み不ふ嶺ねさん!!」

　私は両手を伸のばし、泣きそうになりながら駆け寄った。

　声が届いたようで、二人が同時に、ばっと顔を上げ、腰こしを浮うかしかけた。

「緋宮!!」

　この瞬しゆん間かんだけ二人の表情から険が抜ぬけ落ち、胸が締しめ付けられるほどの安あん堵どが溢あふれる。

　私は二人に無理やり飛びついた。背中側で両りよう腕うでを縛しばられている二人は、もぞもぞと焦じれたように身を揺ゆらした。

「緋宮、無事なのか！」

「ばか、おまえはまた勝手に消えて……！」

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　二人の衣ころもにぎゅうぎゅうとしがみつき、声を張り上げる。それほど長く離はなれていたわけじゃないのに、彼らの顔を見た瞬間、ぶわっと感情がわき上がってきて涙なみだがとまらなかった。

　知らない場所にいて、実はずっと緊きん張ちようしていたのかもしれない。

「緋宮、顔を上げろ。なにもむごい真似まねはされていないか。怪け我がはないな？」

　矢や継つぎ早に質問をぶつけてくる白雨さんに、大きく首を振る。きれいな白い髪かみは、穀物神の召しよう喚かんの儀ぎのなかで短くなってしまった。それを目にして、さらに涙が溢れた。

　二人はぼろぼろの格好をしていた。未み不ふ嶺ねさんは髪が乱れていたし、白雨さんは足首に血で染まった布を巻いている。見えない部分にも傷を負っているかもしれない。

「二人とも、手当て……」

　もしかして滸こ楽らくと一戦交えたんだろうか。背筋が粟あわ立だつ。たとえ一人でも緋剣が滸楽を殺害していたら……私がどれほど命いのち乞ごいしても聞き届けてもらえないだろう。

「この──戯たわけが!!　どうしておまえはいつも消える！」

「ごっ、ごめんなさい！」

　葛かつ藤とうを吹ふき飛ばすような強さで白雨さんに怒ど鳴なられ、私だけじゃなく滸楽もびくっとした。

　──ああ、そうか。白雨さんが……女性がいたから滸楽は殺害を躊躇ためらったんだ。

　どうすべきか、判断を委ゆだねるため遠凪さんを呼びに来たに違いない。

「よ、よかった」

　私は泣き笑いの表情を浮かべた。するとまたもや白雨さんにきつく叱しかられた。

「本当に、胡こ汀ていの言う通り、もう首輪だ、首輪！　おまえ、戻ったら必ずつけさせる！」

「はいっ、よろしくお願いします！」

　頷かなければ、やばいことになる！

　説教しようとしていた未不嶺さんまでもこの凄まじい剣けん幕まくに押され、青ざめている。

「なんと野や蛮ばんな女か。清きよ姫ひめを叱り飛ばすとは」

　ふいに後ろから襟えり首くびを摑つかまれ、強ごう引いんに立たされた。慌あわてて振り向くと、遠凪さんが真後ろにいて、仏ぶつ頂ちよう面づらで白雨さんを見つめていた。

「わたしの女め神がみを鎖くさりでつなぐ気か？」

「おまえ──楽らく奪ばい月つきにいた滸楽の王か！」

　立ち上がろうとする白雨さんの肩を、それまでぽかんとしていた滸楽がさっと背後から押さえつけた。彼女よりも大きな驚きよう愕がくを見せているのは、未不嶺さんだ。

「……司し義ぎ様？」

　その掠かすれた声に、私と白雨さんは、はっと振り向いた。

　そうだ、似ているんだった。蒸む槻きの今いま帝みかどと、この遠凪さんは。

「緋宮……、これが滸楽の王なのか？　では司義様は、本当に……」

　未不嶺さんは恐おそろしいものを見たという顔つきで放心した。それきり一言も発さなくなる。

「本当に」ってどういう意味なのか。

　未み不ふ嶺ねさんは、二人の顔立ちが似ている理由をなにか知っている？

「確かに、言われてみれば……俱く七な帝ていに似ている」

　白雨さんは怒ど気きを消し、冷静な眼まな差ざしで遠凪さんを見み遣やった。ぱっと見では、似ていると気づきにくい。というのも司し義ぎさん……帝は、大たい抵てい穏おだやかな微び笑しようを浮かべているからだ。

　反してこっちは、いつも無ぶ愛あい想そうかつ冷れい淡たん。おまけに頭には厳いかつい角が生えているし、衣装もゴージャス。

　それに皆みなが遠凪さんと顔を合わせたのは、慌ただしかった楽らく奪ばい月つきの最中のみだ。顔立ちにまで気を回す余よ裕ゆうなんかないだろう。未不嶺さんはあそこにいなかったし。

　──ただ、間近で見つめ合った胡こ汀ていだけは気づいてもおかしくないはず。

　いや、あの対たい峙じがきっかけで星ほし神がみが完全に目覚めたんだっけ。なら、それどころじゃなかったのかもしれない。

　遠凪さんは皆の視線が煩わずらわしいというように軽く首を振った。

「司義とは蒸む槻きの帝か？　顔が多少似ているからなんだという。天地がひっくり返るとでも？」

　そう言われるとそうなんだけども。こんな偶ぐう然ぜんってあるのかな。

「ああ、まさか、取って代わることもできるほどに似ているのか？」

「──馬ば鹿かな！」

　未不嶺さんは我に返り、怒ど声せいを発した。遠凪さんがその必死な様子を横目で見遣り、鼻白む。

「さて。どう処するか。女は殺したくないが、これは二人とも緋ひ剣けんよな。そうだろう、清姫」

「緋剣だけど、二人とも殺しちゃダメ！」

　私は自分から遠凪さんに飛びつき、精せい一いつ杯ぱい訴うつたえた。

「私の大事な人たちなの。失いたくないし、遠凪さんにも傷つけるようなことをしてほしくないよ」

「しかしこの者らは清姫を蒸槻に連れ戻す気でいるが」

　遠凪さんの冷れい笑しように、二人がいきり立った。

「当たり前だ！　よくもおぞましきけだものの住すみ処かに緋宮を連れ込んだ！」

「し、白雨さん、少し黙っ……」

「けだものには相応ふさわしい汚お臭しゆうだろうが、貴き陽ひ女め神がみの末まつ裔えいには堪たえ難がたい。返していただく」

「こらっ未不嶺さんも静かに！」

　二人の余計な挑ちよう発はつのおかげで、滸こ楽らくたちが途と端たんに殺気立った。

　ここで必死に自分を抑おさえないと、処しよ刑けいされちゃうでしょう！

「違ちがうんです、私を守るために過激な発言をしただけなんです。や、うちの緋剣は口が悪くない人のほうが珍めずらしいっていうか。だけど根は素す直なおなんですよ！」

　こんなに私が懸けん命めいにフォローしているというのに、感謝の気持ちを知らぬ二人は不満そうな顔をした。

「我らの一族が殺されでもしていれば、清姫がどう庇かばおうと喜んで首を斬きってやったが」

「ダメです、ダメ！」

「しかし、逃にがすわけにもいかぬな？」

　私は唸うなった。遠とお凪なぎさんの主張もよくわかるけれど、そこをなんとか！

「ええと、ええと。それじゃあ私が二人を監かん視しします！」

「緋ひ宮みや、なにを言っている！　けだものどもなど皆みな殺ごろしにすべきだろうに！」

「白雨さん！　静かに!!」

　明らかに分が悪いのはこっちだ。

「どういうことだ。緋宮が滸こ楽らくを庇うのか。見過ごせないぞ」

　低い声で未み不ふ嶺ねさんも尋たずねる。

　殺さつ伐ばつとした空気のなか、私は全員の顔を順番に見回し、深く息を吸った。

「──あのね。二人にも滸楽の生活を見てほしいの」

「なに？」

「本当に彼らが『けだもの』なのかを。それから滸楽のみんなにも見てほしい。緋剣が……『人』がただ傲ごう慢まんなだけなのかを」

　私の言葉に、白雨さんたちだけでなく滸楽も不思議そうに目を瞬まばたかせた。

「緋宮、まさかこいつらにほだされたか！　朝火の親がどうなったか、聞いただろう！」

「うん。でもね白雨さん。……蒸む槻きの人も数えきれないほど滸楽にひどい真似まねをしてるよね？」

「おまえは緋宮だろう！　どちらの味方だ！」

「──わかってる。でも、どうしても二人に見てほしい。今は憎にくむばかりだけど、彼らの暮らしを見たあとにも今と同じ気持ちを持っていられるか。知らなきゃいけないことだと思うんだ。だから、遠凪さんたちもお願い。二人に、見る機会を与あたえてくれる？」

　白雨さんたちが腹立たしげに私を睨にらむ。裏切られた気持ちなんだろう。私を捜さがして、やっとの思いでここまで来たのに、蒸槻の怨おん敵てきである滸楽を庇うような発言をされたんだから。

　でも──二人も、もしかしたら考えが変わるんじゃないだろうか。

「私は、緋宮だよね」

「わかっているなら、なぜこの化け物どもに諂へつらう！」

　白雨さんを静かに見つめ、微笑ほほえむ。

「私、異界から来たまれびとだよ。神も、人も、地も、全部幸せになればいいって。そういう地の一部に、滸楽の一族も生きている。それに元々は、私……陽ひ女め神がみと滸楽の祖先である大おお犬いぬの因いん縁ねんが、今の時代にまで不幸をもたらしている。どこかで断たち切らないと……」

　胡こ汀ていにも誓ちかった。神世の謎なぞを解き明かすって。

　大犬と陽女神の確かく執しつこそが、なによりの深い根なんじゃないだろうか。

「面おも白しろい。清姫は予想を裏切ることを聞かせてくれる」

　遠凪さんは小さく笑うと、私の髪かみを軽く引っ張った。

「なるほど。女神は我らを受け入れようと？　では、我らも多少の譲じよう歩ほをせねば。いいだろう、その二人をしばらくは生かしておこうか」

「ほんと？　さ、さすが滸こ楽らくの王様、寛かん大だいで」

「ただし」

　遠凪さんは、にこり、と珍しい華はなやかな笑え顔がおを見せた。私は思わず一歩引いた。

　すごく麗うるわしいんだけど……それ以上に嫌いやな予感がする。

　退路を塞ふさぐように遠凪さんは私の腕うでを取って引き寄せた。

「あ、あの。三人で逃げたりはしないから……え？　なに？」

　目が点になる。遠凪さんの手から薄うすく黒こく煙えんが生じたためだ。それは細い鎖となってふよふよと宙を漂ただよったあと、私の手首に絡からみ付いた。かちっと音が鳴り、硬かたい感かん触しよくの枷かせに変わる。

「……これって、まさか」

「おまえたちが我らを襲おそった場合、この清姫が犠ぎ牲せいになると忘れぬようにな」

　二人が、私の手首にぴったりはまった枷を凝ぎよう視しする。

　腕うで輪わと思えなくもないけど……なぜそこから紐ひもというか鎖くさりの端はしが伸のびているんだろう。

　どう考えてもこれって、ペットを逃がさないためのリードなんじゃ。

「わ、私ってつまりここでも……飼い犬、いや、飼い鳥決定……」

　遠凪さんが冷たい微笑のまま鎖をちょっと引き、こう言った。

「首輪よりは、まだ腕輪のほうがましだろうに？」
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　石段を上がり、居室がある高さにまで戻もどったときのことだった。

「──真智？」

「白雨……久しぶり。その髪はどうしたの？　随ずい分ぶん短くなって……」

　私たちが地上へ向かったことに気づいていたらしい他ほかの滸楽たちが、そわそわとした態度で外通路に立っていた。集団のなかから真智さんや女性たちが抜ぬけ出てきて、白雨さんの手を握にぎり、涙なみだぐむ。生いけ贄にえ役を強要された、あの集落の女性も。

　白雨さんは茫ぼう然ぜんと、彼女たちを見つめた。

　二人はまだ背中側で腕を縛しばられたままだ。さっきまでは隙すきあらば私を攫さらって逃げようという意い欲よくを見せていたけれど、今は警けい戒かいも忘れた様子で立ち尽つくしている。

　彼女たちと会ったことで大きく気持ちが揺ゆらいだらしかった。

「本当に護ご女じよの剣けんとなったのね。凄すごいわ。きっと白雨ほどの蘇よみがえりを果たした女はいない」

「なぜ……おまえたちが、ここに？」

　恐おそれを含ふくんだ驚きよう愕がくの視線を真智さんたちに向けて、白雨さんは尋ねた。

　初めて彼女たちを見たときの私と同じ衝しよう撃げきを受けているんだろう。

　強こわ張ばっている白雨さんの肩かたを、真智さんがゆっくりと撫なでた。身にかかえている怒いかりや苛いら立だちをきれいに拭ぬぐい落とすように。慈じ愛あい深い丁てい寧ねいな仕草に、白雨さんの身体からだが一いつ瞬しゆん、震ふるえる。

「話はあとよ。まあ、あなたったら。いくら剣けん士しとなったからって、こんなに薄うす汚よごれてはだめじゃない。花のごときと言われていたのにねえ……」

「薄汚れって、おまえ」

「口の利きき方まで武骨になってしまって。あら、怪け我がをしている！　いけないわ、あなたたち。手当てもしてあげずにここまで連れてくるなんて」

　真智さんのしかめっ面つらを見て、緋剣を連行していた滸こ楽らくたちが肩を縮め、びくびくした。

　普ふ段だんは勇ましい彼らも女性陣じんの前では形無しだ。

「手当てと、着き替がえが必要だわ。──さあ、そちらのあなたも。緋宮様には恩がある。昨夜、洲す沙さを助けてくださった。ならば、その剣たる方にも私たちは礼を尽くさねば」

　不満そうな顔をする滸楽たちを視線ひとつで黙だまらせ、真智さんが静かに言う。

　白雨さん同様に全身を緊きん張ちようさせていた未み不ふ嶺ねさんの周りを、女性たちが取り囲んだ。

　彼女らの柔やわらかな微び笑しように、未不嶺さんは気け圧おされたのか、困ったように私を窺うかがう。

「緋宮、これはいったい……」

「大だい丈じよう夫ぶ、まずはきちんと手当てを受けてね。話はそれからにしよう。真智さん、未不嶺さんたちをお願いします」

「待て、緋宮を置いてはいけぬ。鎖で縛するような卑ひ劣れつな者を信用してはいけない」

　混乱を見せながらも必死な素そ振ぶりで私をとめようとする未不嶺さんに、真智さんたちが笑った。やけに目が輝かがやいているんですが。

「かわいい人だわ！　緋宮様をお抱かかえになっている遠凪様に嫉しつ妬とされてるのね」

「な……！　誰だれが嫉妬など！」

　未不嶺さんは硬こう直ちよくし、顔を赤く染めた。この純じゆん粋すいな反応を見て、女性たちはすっかり遠えん慮りよを取り払はらい、賑にぎやかにおしゃべりを始める。

「噂うわさには聞いていたけれど、護ご剣けん士しの方って本当に緋宮様を深く慕したわれるのねえ」

「ねえ白雨もそうなの？　なんだかとても凜り々りしくなっているし」

「真智！　押すな！」

「帰き鼓こ廷ていってどんなところ？　都よりも華やかなの？　女によ人にんが多いって本当？」

　目を白黒させる二人を、女性たちは抵てい抗こうを許さぬにこやかさでずるずると引っ張り、穴のひとつに入っていく。わあ……、強いよ女性たち。

　連れ去られる二人を茫然と見送ってから、神しん妙みようにしている滸楽たちに視線を向ける。遠凪さんまでちょっぴりやるせない顔なんですが。

　逆らえる者が誰もいない。彼女たちの主張がここでは正義であり、法律なんだろう。

「……えっと、津つ杙ぐいの女性って無敵……や、偉い大だいだね」

　皆みな、なんですか、その物言いたげな切ない目は。

　遠とお凪なぎさんが妙みように重い溜ため息いきを落としたあと、私をかかえ直し、皆に顔を向けた。

「あの二人は憎にくき蒸む槻きの者だが、護女の緋ひ剣けんだ。むやみに殺せば、陽ひ女め神がみの嘆なげきを招く。それに、一人は女だ。手出しをすれば女どもが姦かしましく責めるだろう。生かしておかねばならぬようだ。……女どもに非難されたくなくば」

　遠凪さんの最後の一言で、滸こ楽らくたちから反発の気配がきれいに消えた。そこまでですか。

「この清きよ姫ひめまでが、あの者どもを生かせという」

　遠凪さんが仕方なさそうに言う。私は深々と頷うなずいた。傷つけたらいけません。

「おまえたちは橋の修しゆう繕ぜんに戻れ。しばらく様子を見たのちに緋剣どもの処しよ遇ぐうを決める。それから、念のために数名を周囲の偵てい察さつに向かわせよ。近くに『人』どもが潜ひそんでいるかもしれぬ。……難なん儀ぎなことだ。危機が間近というのなら皆を移動させねばなるまいが、土地をそうそう捨てるわけにもいかぬ。これではいつまでも滸楽に安あん寧ねいの日々は訪おとずれない」

「遠凪様」

「状じよう況きようを見通さねば。さあ行け」

　滸楽たちは穴のほうを気にかけながらも、遠凪さんの命令におとなしく従った。

「清姫は、先ほどのこともある。少し休め。──そのような顔をしても鎖は外さないぞ」

　冗じよう談だんかと思っていたのに、本当に私の手首に枷と鎖がつきっぱなしだ。これ、いつまでつけていなきゃダメなんだろう。

「二人を殺あやめてもいいなら、外すが」

「このままで結構です」

　即そく座ざに愛あい想そのいい笑顔を作った。遠凪さんの、この涼すずしい表情が憎にくい！

「でも遠凪さん。わ、私、こう見えて緋ひ宮みやだよ？　ちゃんとお願いすれば緋剣の二人は絶対に滸楽たちを傷つけたりしないよ」

　緋宮の威い厳げんを見せようとしたのに、遠凪さんは冷ややかな態度で一いつ蹴しゆうした。

「信じぬ。あの白雨という女の口の利きき方はなにか。楽らく奪ばい月つきでも清姫は緋剣どもに押しきられていただろうに。愚おろか者め。どちらが主あるじか、知れたものではない」

「どうしよう……私の周りってやっぱり暴君率が高すぎる」

　遠凪さんは、つんとし、私をかかえたまま女性たちが消えた穴へと足を向けた。

　本当に居室に閉じ込められてはかなわないので、慌あわてて遠凪さんの長い髪かみを一ひと房ふさ摑つかみ、軽く引っ張る。途と端たん、激しく睨にらまれてしまった。

「あのね、よかったら鎮ちん魂こんの儀ぎをやらない？」

　遠凪さんは穴の手前で足を止め、怪け訝げんそうにした。

「緋宮は神事を取り仕切る女です。……なりたて緋宮だから正式な儀ぎ式しきは無理っていうか、わからないんだけれど……こうして緋剣も二人来たし。地上、穢けがれで真っ黒になっているから」

　滸こ楽らくの住すみ処かを清めたいっていう気持ちは噓うそじゃない。だけど正直、それだけでもない。

　白雨さんの処遇に関してはさほど心配しなくてもよさそうだ。問題は、未み不ふ嶺ねさんだった。

　滸楽たちは女には甘い。でも男の未不嶺さんをいつまで見み逃のがしてくれるだろうか。

　女性たちの頑がん張ばりも長くは通用しないはずだ。だから少しでも早く滸楽たちが未不嶺さんに対して情けを抱いだいてくれるよう、今のうちに働きかけないと。

「緋剣が、我らのために清めの儀を行うと？」

「するよ──させる。そうしないと、ここでは未不嶺さんを守れない」

　遠凪さんには、ちらりと本音を見せておく。

　未不嶺さんは貴人の暮らしが当たり前の人だから、日常の労働を知らない。

　慎つつましい生活を送っている滸楽にとってはそういう面もいずれ、マイナス材料になる。

「……ここは地の加護がないんだよね。陽ひ女め神がみの力でどこまで清められるかは保証できないんだけれど……いい？」

　もう私は、こういった状況で楽観的な考えを持つ気はない。ちょっと油断しただけで、この世界では簡単に命が奪われる。それを嫌いやというほど味わった。

「それほどに緋剣を求めるか」

「うん」

　きっぱりと頷くと、遠凪さんは嫌な顔をした。でも、わかってきたんだ。

　滸楽の王は簡単に生き物を殺さない。楽らく奪ばい月つきでもそうだった。

　関所の人々を生かしてくれていた。情け深い、優やさしい王だ。本当は争いごとなんか好きじゃなくて、相手から攻こう撃げきされたときに仕方なくやり返すって場合がほとんどなんじゃないか。

　──司し義ぎさんと似ているのは、本当に顔だけだとわかる。知れば知るほど二人は重ならない。

「わたしは？」

「え？」

　ちょっとのあいだ考え込んでいると、遠凪さんは試ためすように私を熱心に見つめた。

「わたしのことは、求めない？」

　思いも寄らない問いかけに、私は目を見開いた。知らず知らずのうちに頰ほおに熱がたまる。

　遠凪さんは淡あわく笑った。おとなびているのに、どこか色っぽい稚ち気きを含んだ眼まな差ざし。

　なんていうのか……空気が一瞬、甘い蜜みつに変わったような。

「ああ、わかった。よい、儀をさせてやる。わたしも清姫の儀を見てみたい」

「ち、違ちがうよ、遠凪さん誤解してるんだから。それに不意打ちずるい、そんなふうに言われたら動どう揺ようするに決まってる！」

　遠凪さんは取り合わず、笑いながら崖がけの穴へと進んだ。
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　その後のことだ。嫌がる未み不ふ嶺ねさんたちを説得し、鎮魂の儀式を地上で行うことになった。

　大祭とは別の、小さな儀式の類たぐいなら帰き鼓こ廷ていで頻ひん繁ぱんに執とり行っている。

　だからおおまかな手順についてはだいたい理解しているつもりだ。

　帰鼓廷と同じようにはいかないので、衣ころもをあらためることは省こうか。でも供く物もつはさすがに必要だ。それをどう調達しようか……と悩なやんだのだけれど、遠凪さんがどちらも用意してやると気前よく請うけ負い、腕輪も外してくれた。よ、よかった。そう安心したのもつかの間。

「なぜ我らがけだもののために、儀式をせねばならない！」

　穢れた川の手前に簡易の祭さい壇だんを準備する滸こ楽らくたちを見て、未不嶺さんは強い口調で吐はき捨てた。私が必死に頼たのみ込むから渋しぶ々しぶ従っただけで本心ではひとかけらも認めていない。

　この穢れを目にしてとうとう怒いかりを抑おさえきれなくなったらしい。

「けだものどもにおもねるため、緋宮を捜さがしにきたのではない」

　未不嶺さんは自分の手を縛している縄なわを疎うとましげに見下ろした。さっきまでは背中側できつく縛しばられていたけれど、多少の配はい慮りよだろう。移動前に、腹部側にゆるく縛り直されている。

　それでも、不自由なことには変わりない。

　彼は一度舌打ちし、ひっそりと背後に立っている私に苛いらついた顔を向ける。儀式の準備を手伝いたいところだけれども、未不嶺さんが暴挙に出ないか心配で、そばを離はなれられない。

「──攫さらわれたのではなく、緋宮は蒸む槻きを見限ったのか？」

　地上に降りてから沈ちん黙もくを守っていた白雨さんが私の横に立ち、困こん惑わくの表情で滸楽たちを眺ながめた。彼らは遠凪さんの指示を仰あおぎながら祭壇を組み立てている。

「見限っていないよ。そうじゃなくて」

　言いよどんだとき、未不嶺さんがもう一回舌打ちをした。

「私のせいなのだろう？　緋宮が消えたのは──あの夜だ。私の顔が見たくないのなら、滸楽のもとに逃にげ出すのではなく首を討うち取ればよかったではないか。蒸槻自体を裏切る必要があるのか？　そうまでしても司し義ぎ様の振ふる舞まいが許せないか」

「違う。蒸槻から離れるつもりはなかったよ。ただあのときは……外の空気を吸いたくて、司し狼ろうを走らせて。それで」

「……それで、なんだ。離れる気がないのなら、なぜ滸楽の地に留とどまっているんだ」

　口論する私たちを見比べ、ふいに白雨さんが奇き妙みような顔をした。

「待て。そもそもの事情がよくわからない。まず、緋宮が滸楽に攫われた、と騒さわいだのは椰や真まだが……」

「椰真ちゃんが？」

　驚おどろいて、白雨さんを凝ぎよう視しする。そういえば蒸む槻きを離れて以来、椰や真まちゃんを見ていない。

「そうだ。禁域の森に緋宮の羽織が落ちていた。それを椰真が発見した。緋宮が滸こ楽らくの王に連れ去られるところを、碁ご子こが見ていたのだという」

「ご、碁子ちゃん、近くにいたのか……」

「椰真の助言と神かん巫なぎたちの占せんがなくば、私たちはここまで来ることはできなかった」

　あっ、そうか。隠かくされし滸楽の郷さとじゃないか。なんの案内もなしに辿たどり着けるはずがない。

「だが椰真は精せい霊れいに近しい存在だ。護まもりの薄うすい蒸槻の外では動けぬ。神巫の占にも限度がある。国を越こえてからは、けだものの気配を探さぐって進むよりなかった。以前の神かみ隠かくしの際と同じで、剣けん部ぶをわけての捜そう索さくだ」

「……胡こ汀ていたちも、今」

「当然、おまえを捜している。既すでにどれほどの日数が経過していると思う？　私と未み不ふ嶺ねが合流したのは滸楽らに捕ほ縛ばくされる直前のことだ。ひどい腐ふ臭しゆうに気づいてな。すると、荒あら神がみか穢けがれ主ぬしか知れぬ恐おそろしきモノが、地を駆かけ抜ぬけていくのを見た。それを追ってきたんだ。力あるモノに見えたから、従えていた剣けん士したちには他ほかの緋ひ剣けんを呼びに行かせた」

「そうだったんだ。ごめんね……帰き鼓こ廷ていからまたいなくなって」

「──なぜ緋宮は禁域の森まで一人で行った？　おまえは間ま抜ぬけだけれども、道理を知らぬ娘むすめではない。理由なく浅せん慮りよな真似まねはしないとわかっている。緋宮が行方ゆくえ知れずとなって以来、この未不嶺は、自分のせいだと言うばかりでろくに説明しない。未不嶺との口論が原因というだけではないだろう。『あの夜』とはなんだ？」

　私は奥歯を嚙かみ締しめた。『あの夜』……司し義ぎさんの強ごう引いんな行こう為いを思い出すだけで、胸に泥どろ水みずを流し込まれたような気持ちになる。

　それに、できるなら誰だれにも言いたくない。時間が経たった今でも悔くやしいし、一生仮面をかぶって自分の顔を隠したいっていう、どうしようもない恥はずかしさも感じる。

「緋ひ宮みや、私たちにまで隠し事はよさないか」

「……あの夜、司義様が、宮に」

　意固地に黙だまり込む私に代わって、未不嶺さんが重い口を開いた。

「司義？　回かい絽ろ廷ていの帝みかどか？　……なぜこの話の流れで俱く七な帝ていが出てくる？」

　白雨さんは本当にわからない、という奇妙な表情を浮うかべ、未不嶺さんを見つめた。

「司義様は緋宮をお気に召めしたのだと。それで──緋宮を望まれたため、私が宮まで案内した」

　白雨さんは初め、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめていたけれど、すぐに理解したらしい。

「望まれただと？　まさか」

「だが緋宮は、司義様を望まれなかった。そういう行いを好まぬ娘とわかったから、私は」

「おまえ!!　緋宮を裏切ったのか！　なにを考えている！　帝がたやすく手つきにできる娘だとでも!?」

　白雨さんは縛されたままの不自由な手で、未み不ふ嶺ねさんの胸むな倉ぐらを乱暴に摑つかんだ。

「この……っ、回かい絽ろ廷ていの犬が!!」

「なにも知らずに勝手なことを……私を責められるほどおまえは優すぐれているのか!?」

　未不嶺さんは、かっと頰を染め、彼女の手を勢いよく振り払はらった。

「待って、二人とも！　未不嶺さんは司し義ぎさんがなにをするつもりか知らずに宮へ連れてきたんだよ！　だから、途と中ちゆうですぐに助けてくれた！」

　私は慌あわてて二人のあいだに割り込み、早口で告げた。

　祭壇の準備を終えた滸こ楽らくや真智さんたちが驚いたようにこっちを窺うかがっている。

　いつの間にか遠とお凪なぎさんも近くまで来ていて、冷ややかな眼差しで私たちを眺めていた。

「どうしていつも蒸む槻きの男どもは……！　おまえは緋剣になったのに、未いまだ帝が恋こいしいか！　だったらその腕うでを斬きり落とし、剣を捨てて鬼き畜ちくどもの巣へ戻もどれ！」

「よくもそこまで言える！　回絽廷がもたらす平へい穏おんには気づかぬ振りをして、不満だけを並べるのか！　我らがどれほどの犠ぎ牲せいを払って国を守ってきたと!?　他国に侵しん略りやくされずにすんでいるのは誰のおかげだ。国が潤うるおっているのは、誰のおかげだ!!　帰き鼓こ廷ていのように陰かげに隠れることはできぬ、表に立つ苦痛を知らぬくせに！」

「──見下しながら、守るな!!」
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　飛びかかろうとする白雨さんの腕を、未み不ふ嶺ねさんが捻ひねるように摑んだ。縄で両手がうまく使えないから、どうしても丁てい寧ねいには対処できなかったんだろう。

　私は青ざめ、二人の衣ころもを摑んでどうにかとめようとした。そのとき。

「蒸む槻きの男に改心など期待できぬ。ここで殺したほうがよい」

　滸こ楽らくの男が駆け寄り、二人を乱暴に引き剝はがした。彼の目は暗い憎にくしみに燃えていた。

「なにをする、放せ！」

　抗あらがう未不嶺さんを力ずくで引きずり、その滸楽は穢けがれの川へと近づく。私は急いで駆け寄った。まさか、あのへどろのなかに未不嶺さんを突つき飛ばすつもり!?

「やめて、ダメだよ！」

　私は慌てふためき、滸楽の男性の腕にしがみついた。彼は私を荒あらっぽい仕草で振り払った。

　よろける私を見て、未不嶺さんがはっきりと頰ほおを歪ゆがめた。

「緋宮！　義を知らぬけだものどもめ！　身の程ほどを知るがいい！」

「人ごときが！」

　男性がいきり立ち、声こわ高だかに叫さけんだときだ。異変が始まった。

　その怒ど声せいに叩たたき起こされたように、へどろの一部がどくっと鼓こ動どうする。

「未不嶺さん!!」

　鞭むちに似た黒く細い腕がそのへどろから伸のびてきて、川痕あとに一番近い場所にいた未不嶺さんを捕つかまえようとする。私はとっさに未不嶺さんに飛びつき、その身体からだを抱かかえ込んだ。

　さらに、男性が反射的という動きで私たちの前に立つ。

　しなる黒い腕。あれに触ふれられたら、いったいどうなってしまうのか。

　ぞっとした瞬しゆん間かん、私たちの横を半はん透とう明めいの白い生き物が駆け抜けた。狐きつねめいたその生き物は、黒い腕に食いつき、勢いよく引きちぎった。

　黒い腕は思いの外呆あつ気けなく消しよう滅めつした。半透明の狐も。私たちを守って役目を終えたというように、すっと音も立てず消える。

「この場で騒いではならぬ。不要な災わざわいを呼び込むぞ」

　振り向くと、今の術を放ったらしい遠凪さんが冷めた目でこっちを見ていた。

「儀ぎをするというのは噓うそか？」

「……します。騒いでごめんなさい。二人とも、怪け我がはない？」

　未不嶺さんと男性が我に返ったように目を瞬まばたかせ、私を見下ろす。

　彼らは同時に気まずそうな顔をした。ここで揉もめるのはよくないとわかったんだろう。とはいえすぐには友好的な態度を取れるはずもない。睨にらみ合ってから、腹立たしげにそっぽを向く。

「未不嶺さん、儀ぎ式しきをしよう？」

　返事をしない未不嶺さんのそばに白雨さんが近づき、ふっと吐と息いきを落とす。

「未不嶺。我を張って緋宮を困らせるな」

　瞳ひとみに再び怒いかりを宿す未み不ふ嶺ねさんに、白雨さんは小さく首を振ふった。

「滸こ楽らくのためだけの儀ではない。……おまえと、私を守るためにでもある」

　白雨さんは意図に気づいていたらしかった。狼狽うろたえる私に、ちらっと目を向け、苦く笑しようする。

　未不嶺さんは目を丸くして私を見つめた。どう説明していいか困り、つい俯うつむいてしまう。

「私も言いすぎた。未不嶺も怒りを静めろ」

　白雨さんは刺とげ々とげしい空気を振り払うように緩ゆるく頭かぶりを振ると、唇くちびるを歪めてこっちの出方をうかがっている男性に向き直った。

「無礼を詫わびる。……我ら、儀を行うゆえ、皆みなを下がらせるように」

　白雨さんの静かな言葉に、静観していた滸楽たちがざわめいた。

「さあ、緋宮。清たる風を呼ぼうか」

「──うん」







　清めの水を打ち、御お贄にえを置き、はらえ串ぐしで濁にごった大気を拭ぬぐう。

　一ひと振ふりで邪じやの足をとめ、二振りで遠ざけるのだと、以前読んだ『おりがみ』に書いてあった。緋宮就任の儀ののちに椰や真まちゃんが教えてくれた「はばき」と同じ理り屈くつだ。

　緋ひ剣けんの二人が乾かん木ぼくを鳴らす。そのあいだに私が土製の勾まが玉たまを割り、はらえ串と一いつ緒しよにかがり火のなかに投じる。そこに水をかけ、灰を川痕にまく。そして、乾木の音が澄すむまで平へい伏ふくを続ける。この簡易的な儀式は、夜の刻を待たずに終しゆう了りようした。

　用意された供く物もつもほとんど有り合わせに等しい代しろ物ものだ。供物を載のせた祭さい壇だんも、シンプルに木の板を組み合わせたもの。杯さかずきや器うつわも、形と色がばらばらだ。

　滸楽たちは儀式の類たぐいを滅めつ多たに行わないため、そもそも道具が揃そろっていない。

　それでも幾いく分ぶんかは効果があったみたい。滸楽たちが皆、敬けい虔けんな態度で見守っていたからだ。帰き鼓こ廷ていの護ご女じよがこの地で神事を行った、という事実は彼らにとって大きな意味を持つ。

　こちらの譲じよう歩ほに対し、彼らも歩み寄る意思を見せてくれた。

　それが、儀式終了後の酒しゆ宴えんだった。みずぐるまのある崖がけの上で、大おお鍋なべを囲んで食事会だ。

「ちょっとだけお花見とかバーベキューを思い出した……」

　故郷を懐なつかしむ私の独白に、隣となりに腰こし掛かけていた遠凪さんが怪訝な顔をした。

　私は笑ってごまかし、もぞもぞと座り直した。厚地の大きな敷しき布ふの上にふっくらした毛皮の円座を置いている。

　冬の空気は冷たいけれど、大鍋の熱気で十分暖が取れた。

　面おも白しろいことに赤い鍋は濁り酒、青い鍋は雑ぞう煮に、黄土色の鍋は餅もち類と、用よう途とが決まっている。

　少し離はなれた場所では、やけに既き視し感かんのある獣けものの丸焼き。あれ、猪いのししなのかな。

「不思議なこともあるものだ。儀の終わりに、そうそう姿を見せぬ獣が現れるとは」

「護女の神じん力りよくとは凄すさまじいのだな。この目で見るまではどうも……、と思っていたのだが」

「川の穢れも見る間に薄うすまった。こうも効果があるなら、なるほど、蒸む槻きが神かん巫なぎを優ゆう遇ぐうするはずだ」

　滸こ楽らくたちが嬉うれしそうに丸焼きを見ながら話している。

　もしかして、緋ひ宮みやってちょっぴり胡う散さん臭くさい存在と思われていたんだろうか。

　女性たちが男性方に酌しやくをして回っている。どれ、ノミモノガカリの私も手伝いを……と立ち上がりかけた瞬間、隣の魔ま王おう様にじゃらっと鎖くさりを引っ張られた。

「遠とお凪なぎさん……」

　外してくださいよう！　と心をこめて懇こん願がんの目で見てもダメだった。

　なんてひどい魔王様だ。儀式の前には外してくれたのに、終わると同時に速そつ攻こうつけられた！

「……女たちが皆、笑っている」

　反対側に座っていた未み不ふ嶺ねさんが、ぼそりと小さな声で呟つぶやいた。

　その隣に座っている白雨さんもまた、驚おどろきで声が出ない様子だった。

　もう緋剣の二人に枷かせはない。この和なごやかな光景を前に、武器など手にできないだろう。

　鎖を摑んだまま知らん振ふりをしている意地悪な魔王様を少し睨み、私は身体の向きを横にずらした。未不嶺さんの杯に白さ湯ゆを注ぐ。この人は、お酒禁止だ。

「未不嶺さん、ちゃんと食べなきゃダメだよ。今日はまだなにも口にしていないでしょう？」

「……緋宮」

「なに？」

「……蒸槻の集落で人柱となるはずだった女たちを、まことに滸楽が救ったのか？」

　未不嶺さんは器のなかでわずかに揺ゆれる白湯を見つめながら訊きいた。

「正確には、蒸槻から逃にげた女性たちを彼らが攫さらって、ここで一緒に暮らしてるんだけどね。でも、救ったと言っていいと思う。それに、救われたとも。……結局はこうして手を取り合って生きていくことが一番重要なのかなって思わされたよ」

「──彼女らは、人ひと質じちではないのだな」

「うん」

　はっきりと頷うなずくと、未不嶺さんは動どう揺ようを抑おさえるように一口、白湯を飲んだ。

　信じられない、信じたくもない光景のはずだ。滸楽の男が見せる穏おだやかな表情、微笑ほほえみを返す女たち。慈いつくしみを与あたえ合っているのが、よくわかる。

「皆、幸せなのか？」

　白雨さんが掠かすれた声で呟く。彼女は今、剣けん士しの装しよう束ぞくを脱ぬいで、他ほかの女性たちと同じたおやかな衣をまとっていた。毛皮のついた冬の羽織が、よく似合っていた。

「私も真智さんに同じことを尋たずねた」

「真智は、なんと答えた？」

「……自分の目で見たものが答え、ということを教えられたよ」

　白雨さんは瞬きもせずに滸こ楽らくと女性を眺ながめていた。彼女の心が急速にこの生活に惹ひかれているのがわかった。たぶん、その度合いは男性である未み不ふ嶺ねさんよりも大きいだろう。

「……なぜ、蒸む槻きではこうならない？」

　失望のまじった白雨さんの独白に、少し悩なやむ。

　滸楽と女性の関係が良好なのは、色々と原因がある。男性たちの忍にん耐たいと許容がまず必要だ。

　それに、全体数が少ないからうまくいってるって面もあるんじゃないかな。

　人口が国レベルまで増加すれば、やっぱり厳しい決まりが必要になる。意見の衝しよう突とつも出て、競争意識も芽生えたり……そこから差別に繫つながる恐おそれも。

　ああ、こういうことを歴史の授業で学んだなあ。確か社会の移り変わりって感じのテーマでだ。ふいに蘇よみがえった記き憶おくに、切なさが募つのる。もう二度と、教科書を開く日は来ない。

「──しかし、滸楽の世が幸福であるのなら、なぜわざわざ蒸槻を荒あらしに来る？　無用な争いを招いているのは我ら『人』ではなく滸楽だろう」

「それは……」

「見てわからぬか。女が足りぬ」

　口ごもる私にかわって言葉を発したのは、遠凪さんだった。酒しゆ杯はいを敷布の上に置き、私の手首に繫がっている鎖を引っ張る。遠凪さんってば、わざと緋剣の二人を挑ちよう発はつするつもりなのか。私を引きずり寄せ、無理やり膝ひざのあいだに座らせる。

「女にどれほど男をあてがっても、生まれるのは男ばかり」

「だから、蒸槻の者を攫うと？　なんて身勝手な。やはりけだもののすべではないか！」

　未不嶺さんが杯を持つ手に力をこめ、低い声で罵ののしった。……なんだか、必要以上に蔑さげすもうとしているように聞こえた。不安だからだろうか。

「攫った女を我らは虐しいたげているか？　この暮らしが意に添そわないのなら、なぜ女たちは逃げぬ？　鎖で縛しているわけでもあるまいに、なあ清きよ姫ひめ？」

「こ、こらっ、私は縛しばられてますよ！」

「そのほうが、愛らしい」

「……遠凪さん!?」

　今、すっごく適当にそんなことを言った！

　未不嶺さんは苦しそうな目をして私たちを見比べる。遠凪さんの姿に、司し義ぎさんを重ねているんじゃないか。でも違ちがうよ、って言いたい。二人は少しも似ていない。

「緋宮はこちらを選ぶつもりなのか。女め神がみが、蒸槻を捨てるのか？　蒸槻にもむろん悪はある。だがそればかりではないはずだ。なのに、女神も蒸槻の悪あしき面のみを取り上げ、背を向けると。償つぐなう機さえ与えずに？」

　悲痛な声が胸に突つき刺ささる。未不嶺さんの目に蒸槻や……司義さんはどう映っているのか。

　とっさに答えられない私を見て、未み不ふ嶺ねさんはぐっと奥歯を嚙かみ締しめ、乱暴な仕草で立ち上がった。とめる隙すきも与えず、ここから離れていく。私は慌あわてて腰こしを上げた。

　鎖がじゃらっと音を鳴らす。遠凪さんが溜ため息いきをつき、私の鎖を一いつ瞬しゆんで消してくれた。

「ありがとう！」

　礼を述べ、急いで未不嶺さんを追う。すれ違ったまま離れちゃダメだ。

「未不嶺さ……」

　拒きよ絶ぜつを伝える背中に呼びかけたときだった。急に彼が立ち止まった。

　小さな影かげが暗がりから出現したせいだ。

「え──洲す沙さ!?」

　驚いている未不嶺さんに飛びかかったのは洲沙だった。その小さな手に小刀が握にぎられている。

「消えてしまえっ、『人』なんて!!」

　甲かん高だかい叫さけびに、未不嶺さんは打たれたように立ち尽つくした。

「洲沙!!　小刀を捨てて！」

　私は夢中で駆かけ寄り、洲沙を後ろから抱だきかかえた。洲沙が小刀を振ふり回して暴れる。自由にするわけにはいかない。未不嶺さんを殺そうとしているんだ。

　小刀を取り上げようとした瞬しゆん間かん、洲沙が一層激しく暴れた。それで……刃は物ものの先せん端たんが、私の手の甲こうを軽くかすった。

「あっ」

　洲沙が動きをとめた。かすり傷だから大だい丈じよう夫ぶ。

　そう告げる前に、洲沙の身体からだが宙に浮うかぶ。未不嶺さんが勢いよく洲沙の身体を持ち上げたんだ。からんと、洲沙の手から小刀が落ちた。

「は、放せっ。『人』のせいで母様が死んだ!!　殺してやる、八つ裂ざきにしてやるんだ！」

　洲沙が硬こう直ちよくを解き、未不嶺さんの腕うでのなかで手足をばたばたさせた。

　落としてはいけないって考えたのか、未不嶺さんは洲沙をかかえたまま地面に膝をつく。

　そのあいだに私は急いで小刀を遠くへ蹴けり、洲沙の肩かたに触ふれた。小さな身体は、小鳥のように震ふるえていた。

「全部、殺してやる!!　『人』は母様を、滸こ楽らくに穢けがされた女と罵ののしって切り刻んだんだ!!」

　呪のろいの言葉を吐はき出す洲沙の口に、未不嶺さんが片手を押し付けた。

「……やめろ」

　怒いかりで目を血走らせ、もごもごともがく洲沙を、厳しい顔で未不嶺さんは見下ろす。

「おまえの母を私は知らぬ。その仇あだを討うつために私を殺すと？　誰だれ彼構わず殺すのか。ならばそれは、復ふく讐しゆうではない。ただの、浅せん慮りよな気晴らしだ」

「未不嶺さん！」

「殺意をもって刃物を振り回す者を、幼子扱あつかいなどしない」

　そう言い捨てると、未み不ふ嶺ねさんは無理やり洲す沙さの向きを変えさせた。私と向き合うようにだ。

「だがよく見ろ。おまえが陽ひ女め神がみを泣かせようとしている」

　私はあたふたと自分の顔を拭ぬぐった。そんな表情をしていたんだろうか。

　未不嶺さんは洲沙から手を離し、ゆっくりと立ち上がった。洲沙はもう動こうとせず、茫ぼう然ぜんと未不嶺さんを見つめた。

「緋ひ宮みや。ここは残ざん酷こくな地だ。幼子までもが、殺す、などと口にする……。誰だれが、どう償えばいいのか。どこで、なにが間ま違ちがってしまったのか」

　洲沙がなにか言いたげに口を開いた。

「おまえ、洲沙というのか。すまない、私は──殺されてやれない」

　未不嶺さんがどうしようもなさそうに微笑んだ。

「けれど、緋宮。これは……滸こ楽らくの暮らしは、やはり見るべきではなかった。知るべきではなかった。緋ひ剣けんとして私はそう思う」

　私の手を取り、未不嶺さんは静かにそう言った。

「こんな気持ちは、知ってはいけなかったのに」







　四章







　帰るに帰れず、それから五日が経過した。

　どうしても滸こ楽らくを受け入れられない未み不ふ嶺ねさんは、しきりにここから脱だつ出しゆつするよう訴うつたえてきたけれど、白雨さんは逆だった。

　緋剣となって以来、様々な怪かい異いを目まの当たりにし、なおかつ、姿は怪あやしくとも善良な神様たちがいると知ったせいだろう。異形の者への恐れや嫌けん悪おは薄うすまっている。

　真智さんたちが幸せそうなのも、わだかまりを解くのに一役買っているようだった。

　彼女は津つ杙ぐいに残りたがっていた。

　その意思をはっきりと見せたのは、一いつ緒しよに冬の衣ころもを繕つくろっているときだ。場所は、表向き監かん禁きん部屋となっている居室。未不嶺さんもいて、壁かべに寄りかかり、丸笛を削けずっている。

「──滸楽の王は、緋宮に惚ほれているのか？」

「は、はい!?」

　白雨さんは繕い物に目を落としたまま、驚おどろきの問いをぶつけてきた。

　未不嶺さんが小刀を動かす手をとめ、不快そうにこっちを見る。

「あの男は緋宮をよく連れ出しにくるだろう？」

「そ、それは……、私個人に惹ひかれてるんじゃなくて陽ひ女め神がみの力を感じるせいだと思うよ。滸こ楽らくの祖先って大おお犬いぬだよね。陽女神のことがすごく好きだったから」

「それだけとは思えないけれど。緋宮をからかって遊んでいるように見える」

　私は繕い物を両手で揉もみ、動どう揺ようを静めようとした。

「蒸む槻きの神かん巫なぎたちと同じで、滸楽の者も月日を経るうちに力が弱くなってきているらしい。彼らは『人』を憎にくみながらも、憧あこがれているのだと。『人』になりたがった科とがか、獣けものの形に変化もできぬ者が増えているそうだ」

「本当？」

　その話は初めて聞いた。白雨さんは新たな糸を針に通しながら頷うなずいた。

「真智がそう言っていた。ならばいつか滸楽も人も分け隔へだてなく、ともに暮らせるのではないかと。だが女たちは『人』の暮らしに戻もどれば、また苦しむだけなのではないか。……無理に交わる必要などないのに。このままで十分だ」

「……白雨さんは、ここにいたい？」

「緋宮はどう思う？」

　そこでやっと白雨さんは手を休め、顔を上げた。

「緋剣となって、帰き鼓こ廷ていの日々を見た。従えぬ面、誇ほこらしい面、両方あるからここですべてを否定するつもりはない。だが緋宮は……ここで生きるほうが安らかでいられるのでは？」

　どきりとする。それは私も薄うす々うす感じていたことだ。滸楽の生活は女性に痛みをもたらさない。豊かさとは無む縁えんでも、心が荒すさむことはない……。

「考え過ぎなのかもしれないが。帰鼓廷での暮らしを選べば、緋宮はそのうち命を落とす気がする。でもここなら……」

「だめだ。緋宮を惑まどわせるな」

　這はいながら近づいてきた未み不ふ嶺ねさんにいきなり腕を摑つかまれた。白雨さんから遠ざけるように、座った状態で私を胸に抱かかえ込む。滑なめらかな白い頰ほおに、頑かたくなな感情が見えた。

「緋宮が傷つかぬようお守りする。そのための緋剣だろう。もしも緋宮が黄泉よみへと向かうときがあれば、それは我らの力不足に他ほかならない」

「未不嶺さん、苦し……」

　背中に回された腕の力が強くて、骨が弓なりになっていそうだ。

「毒される前に、早く逃にげねば。白雨は滸楽の暮らしを羨うらやむばかりだが、たった数日でなにがわかる？　どんな暮らしにも必ず闇やみがある。ないというなら、それはどこか歪ゆがんでいるんだ。違ちがうか？」

　そうであってほしいというように、未不嶺さんは両りよう腕うでで私を深くかかえ直した。額を合わせる感じで顔を覗のぞき込まれる。どこか切なげな光を宿すその瞳ひとみを見つめ返した。

　きっと私や白雨さんと同じで、未不嶺さんも滸楽の暮らしに惹かれている部分があるんじゃないかな。でも蒸む槻きへの忠誠心が厚い真ま面じ目めな人だから、滸こ楽らくを認められないんだ。

「都合のいいものばかりを見ては、立ち行かないぞ」

「そんなことはわかっている。闇の濃こさの問題だ。ここは女の身でも耐たえられる。だが蒸槻は心を苛さいなむほどに、濃い」

　白雨さんは苛いらついた口調で反発した。

「だからといって！　緋剣たる者が滸楽の巣にいつまでも身を寄せて、許されるのか」

　未み不ふ嶺ねさんは大声を出したあとで、呼吸困難一歩手前の私に気づき、やっと腕を離してくれた。その直後。ぽすっと松ぼっくりのようなものが、未不嶺さんの腕に当たった。

　私たちは同時に入り口の簾すだれを見み遣やった。洲す沙さ兄弟が立っている。木の実を投げたのは弟のほうだ。洲沙の手にはお盆ぼんがある。汁しる物ものを運んできてくれたらしい。

「女の人に怒ど鳴なるなんて……」

　ぎゅっと未不嶺さんを睨にらみながら、洲沙が近づいてきた。弟も、洲沙の背にはり付きながらついてくる。それが、まずかった。弟が洲沙の衣を引っ張りすぎたんだ。

　洲沙がバランスを崩くずし、お盆を持ったままひっくり返りそうになる。私たちはぎょっとした。お盆の汁物は湯気が立っていたからだ。熱湯かもしれない。そう思って血の気が引く。

「危なっ……！」

　私は弟を引っ張り、白雨さんは洲沙に腕を伸のばした。そして未不嶺さんは、洲沙に汁物がかぶらないよう、片かた腕うででお盆を払はらいのけた。自分のほうへとかき寄せるように。

「未不嶺さん、大丈夫!?」

「……平気だ」

　慌あわてて未不嶺さんに這い寄り、濡ぬれた腕うでを取る。

「熱湯ではない。多少熱いという程度だ」

　腕の状態を確かめ、その言葉が噓うそじゃないとわかってほっとする。び、びっくりした！

「緋宮は問題ないか？　……おまえたちは？」

　未不嶺さんがしかめっ面つらで私たちを窺うかがう。

「私たちは、なんでもないよ。それにこれ、熱湯じゃなくてよかった」

「……しかし、女や子どもには少し熱いかと」

　未不嶺さんのこういう実直な気き遣づかいが好きだ。

「おまえたち。物を運ぶときは周囲にきちんと気を配れ。怪け我がをしてからでは遅おそい」

　叱しかるのではなく、あくまできりっと生き真ま面じ目めに説く未不嶺さん。その姿に、つい笑いが零こぼれてしまう。白雨さんも苦く笑しようしていた。

　洲沙たちは目をぱちぱちさせ、それから途と方ほうに暮れたように私たちを見比べた。

　人のなかにも……や、種族なんて関係なく、思いやりの心ってあるよね？

「洲沙、よかったら着き替がえを持ってきてくれる？　未不嶺さんの服、濡れちゃったから」

　お願いすると、洲す沙さたちは泣きそうな、切ない顔を見せた。

『人』の男に対する憎しみのなかに、じわりと他の感情が混ざったみたいだった。でも、それを認めるのは嫌いやだっていう必死な気配。さっきの未み不ふ嶺ねさんと同じだ。

「……はい、緋ひ宮みや様」

　洲沙は俯うつむき、弟の手を引いて部屋を出た。私と白雨さんで、汚よごれた床ゆかを片付ける。

　少しずつ、言い争いを重ねながらでも、滸こ楽らくたちと距きよ離りを縮めていけないだろうか。

　悩なやみながらふっと息をついたとき、複数の慌ただしい足音が通路から響ひびいてきた。

　もう洲沙が戻ってきたんだろうか。少し早いような？　そう怪け訝げんに思い、入り口をうかがう。

　洲沙たちじゃなかった。数人の滸楽が荒あらぶる気配をまといながら押し入ってくる。

　驚いて腰こしを浮うかす私たちのほうに──いや、未不嶺さんに駆かけ寄って、彼らは乱暴に襟えりを摑み、その場に引きずり倒たおそうとした。

　私は横から無理やり割り込んで未不嶺さんを庇かばった。彼らを睨み、声を張り上げる。

「なにをするの！　乱暴はやめて！」

「邪じや魔まをするな！　こいつが……っ」

　血気盛んな滸楽の若者を、三十代半ばほどに見える男性がとめ、私に重い目を向けた。

「緋宮様、あなたを傷つけるつもりはない。どうか口を挟はさまずに、おとなしくその男を引き渡わたしてもらえないか。あなたの身を守るためにも」

「どうして未不嶺さんを？　まずは事情を説明してください。なにか起きたんだよね？」

「蒸む槻きの男などを不用意に受け入れるから、こんなことに……！　緋宮様、あんたは遠とお凪なぎ様のお気に入りだが、庇い立てするならそいつと同罪だ！」

　滸楽の若者は、今にも嚙かみ付きそうな激しい怒いかりを見せた。

　その気き迫はくに思わず怯ひるんでしまったのが未不嶺さんに伝わったらしい。私の身を引き寄せ、包み込むように腰に両腕を回してくる。ふいに衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。白雨さんも横に来て、いつでも戦えるように全身に力を入れ、彼らをひたりと見み据すえる。

　男性は、いきり立つ若者の肩かたを片手で摑んで押しとどめると、私たちを平等に見遣った。

「仲間が先ほど不可解な病に倒れ、危き篤とくに陥おちいった」

「……な、なに？」

　予想外の不ふ吉きつな言葉に啞あ然ぜんとする。二人の緋ひ剣けんの空気が、ぴりっと鋭するどいものに変わった。

「不可解な病とはどういうことだ？　なぜそれが未不嶺に関係している？」

　白雨さんは感情を抑おさえた声で尋たずねた。

「二人、突とつ然ぜん血を吐はいて倒れた。病持ちではない健康な者たちだ」

「あっ、もしかして、まだ川に残っている穢けがれに触ふれたの？」

　私の問いに、男性は緩ゆるく首を振ふった。

「いや。今日は一度も近づいていない。遠凪様から当分のあいだ、近寄るなと厳しく命じられている。我らは逆らわぬ」

「じゃあ、原因は……？　どんな病か、まだわかっていない？」

　彼は沈ちん鬱うつな面おも持もちで頷いた。

「一刻ほど前から顔色が悪くなり、やがて歩けぬほどになった。それから血を吐き……昏こん倒とうした。二人がその間、口にしたのは川の水のみだ」

「水みず瓶がめのなかに入っているやつ？」

「違う。川から直接汲くみ、飲んだという」

　彼がそこまで説明したときだ。

　入り口の簾を片手で押し上げて、険しい顔をした遠凪さんが入ってきた。

「遠凪さん！　今、説明を聞いて……二人が重体って本当なの？」

「まことだ。清きよ姫ひめ、最後に水を口にしたのは？」

　遠凪さんは私のそばに屈かがむと、未み不ふ嶺ねさんから引き剝はがすように強く腕を摑んだ。驚おどろいて見つめると、焦じれた顔をされる。

「いつだ」

「えっと、朝方に水っていうか、真智さんからもらった甘かん水すいを……白雨さんたちもだよね？」

　甘水って、果実をしぼった水だ。洲す沙さたちが運んできた汁物は、全部零れたし。

　遠凪さんが深く息を吐き、視線を一度、床に落とす。憂うれいと安あん堵どの両方を載のせた表情はやけにきれいで、私は軽く混乱した。本当に心配してくれている。

「甘水か。水瓶から汲んだものだな……そちらは昨晩に汲んだはず。なら、大事はない」

「遠凪さん、詳くわしく教えて。川の水が問題なの？」

　私がとっさに考えたのは、川水に悪性の雑ざつ菌きんが混じっていたのかってことだった。

　滸こ楽らくたちが生活水として利用する川は、みずぐるまを置いた横手に流れているものだ。向こうの山にある湧わき水から生じているんだとか。

「そうだ。みずぐるまの修しゆう繕ぜんをその二人に頼たのんでいた。彼らは一刻前ほどに川の水を直接口にした。その際、川に住み着く冬虫の死し骸がいが大量に流れてきたという。原因はこの水で間ま違ちがいはないだろう。だが、早朝に異変はなかった。彼らより早い時刻に川の水を飲んだ者は無事だ」

「誰だれかが川の水に細工をしたってこと？　まさか毒を流したとか？」

「毒かどうかまではまだわかっておらぬ。だが、人じん為い的であることは確かだ」

「誰かの仕し業わざだとしても……どうして未不嶺さんを犯人扱あつかいするの」

　嫌な予感に胸をどきどきさせながら尋ねる。

　ただ難なん癖くせをつけているだけであればいい。もしもそうじゃなかったら。

　未不嶺さんがふと口元を片手で押さえ、青ざめた。

「一刻半ほど前に、そちらへ行った」

「……ええ？　ど、どうして？」

　わざわざ向こうまで顔を洗いにいったのか。それとも。

「──女たちに話を聞きたかっただけだ。ここでの暮らしについてどう感じているのか、本心を知りに。だが、その時刻は女によ人にん以外立ち入り禁止と知らなくて」

「あ、そうか。みずぐるまの辺りって、時間によっては女性しか使えないんだよね」

　なぜかというと……男性の多い滸こ楽らくの生活だ。女性だけでのびのびと過ごしたいときもあるだろうっていう配はい慮りよ。

「つまり未み不ふ嶺ねさんは、修繕前の時刻に『ああ、あっちに真智さんたちが向かったな。行ってみよう』って感じで足を運んだと」

「怪あやしい振る舞まいをしていたと聞いた。見た者がいるんだぞ！」

　滸楽の若者の指し摘てきに、未不嶺さんはきつく眉まゆ根ねを寄せた。

「それは！　女たちが姦かしましく、はしたない話をしていたから……！」

　そこで未不嶺さんは急に黙だまり込み、挙動不ふ審しんというくらい目を泳がせた。

「……なんとなく状じよう況きようが見えた。女性たち、男性には聞かせられない赤せき裸ら々らな話をしていたんだ？　男性禁止の時刻だから、あそこでお湯をわかして手足を拭ぬぐっていたのかも。それにぎょっとして、つい隠かくれてしまったとか……」

　予想的中だったらしい。未不嶺さんの頰ほおが、かあっと赤く染まった。うん、この人、伊織とは違ちがった意味で本当に純じゆん粋すいっていうか。女性に対する免めん疫えきがなくて不器用なんだよなあ。

「あのような心もとない柵さくしかないのに、腰まで衣ころもをたくしあげるとは！　滸楽の女たちはもう少し嗜たしなみというのを考えるべきだ」

　未不嶺さんは、なぜか私を睨にらみながら厳しくそう言った。うわあ、きっとどきまぎしながらこっちに戻もどってくる姿を、滸楽たちに目もく撃げきされていたんじゃないかな。タイミングが悪かったんだ。普ふ段だんだったら「こいつめ、女たちを覗のぞいてたのか」とにやにやされる程度ですんだはず。

「もしかして、未不嶺さんが戻ってくる時間に合わせて誰かが川を穢した……？」

「──清姫。我ら一族のなかに裏切り者がいると言いたいのか？」

　遠凪さんは冷たい目で私を見据えた。滸楽たちも憤ふん慨がいした様子で口を開く。

「仲間殺しなどするものか！」

「この男以外に、残ざん忍にんな真似まねをする者など津つ杙ぐいにはおらぬ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　未不嶺さんだってそんなことしないよ！」

　大変だ！　本気で犯人だと疑われている。このままだと皆みなに嬲なぶり殺されるかもしれない。

「まだ誰かの仕業ってはっきり決まったわけじゃないよね？　たとえば、地上に残っている穢れが、なにかの拍ひよう子しにみずぐるまの川に流れ込んじゃったのかもしれないよ」

　私は未不嶺さんの腕うでを必死に抱だきかかえ、訴うつたえた。

　白雨さんもすぐさま隼はや鉄てつの剣けんを引き出せるように、屈んだ体勢のまま背を伸のばす。

「それはないぞ、清姫。地上とみずぐるまの横の川は繫つながっておらぬ。別の流れだ」

　遠凪さんがきっぱりと否定したとき。

　荒い足音がまた近づいてきた。事件を知った他ほかの滸こ楽らくたちも、未み不ふ嶺ねさんが犯人だろうと考え、怒いかりをぶつけるためにここへ駆け寄ってきたんじゃないか。

「だったら、ええと、そうだ！　穢れに触れた山の獣けものが、みずぐるまの川の上流を通ったかもしれない！　それが流れてきたのかも」

「強い穢れに触れた獣が、崖がけの上まで登れるほどの気力を持ち続けられるとは思えぬ」

「絶対にないとは言えないよ。それに、地上を通った荒あら神がみが、こっちに来る前に向こうの山を駆かけていたかもしれない」

「なるほど。確かに、ないとは決めつけられぬ」

　ほっとしたのもつかの間だった。遠凪さんの瞳ひとみが獰どう猛もうな獣のように瞬まばたいた。

「だが二人、瀕ひん死しの状態なのだ。この者が来てから。皆は恐おそれ、殺気立っている」

　まさか……怒りのはけ口として未不嶺さんを犠ぎ牲せいにする気なの？

「──それなら！　そもそも私がここに来たことからしてもう変事の始まりだよ！」

「緋ひ宮みや、いい！　私が処断されればすむ」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だった未不嶺さんが、慌あわてて口を挟はさんだ。

「処断なんてさせない」

　私の拒きよ絶ぜつに、滸楽たちは、ざわりと気配を荒あら々あらしいものに変えた。

　いつの間にか入り口の簾すだれが取り払はらわれ、獣の形を取る滸楽たちが居室に入り込んで来ていた。暴力的な意を孕はらむ獣たちの眼まな差ざしに、冷や汗あせが浮うかぶ。

「いいから！　白雨、緋宮を守れ。私はかまわぬ」

　未不嶺さんは自棄やけになっているのかもしれない。ふとそう気づき、胸が詰つまった。私や白雨さんが滸楽の生活に惹ひかれていることや、遠とお凪なぎさんと司し義ぎさんの容よう貌ぼうの相そう似じ。司義さんとの絆きずなを断たち切ったことへの罪悪感。心がつぶされそうになっているところに、この排はい斥せきだ。

「遠凪さん、お願い。私に少し時間をくれる？　未不嶺さんのせいじゃないって証しよう拠こを必ず見つけるから」

　遠凪さんに身体からだを向け、私は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった。

「皆も、お願い。もしも見つけられなかったら、私がかわりにお詫わびする」

「緋宮！　軽はずみな言動はよさないか！」

　腕を摑つかむ未不嶺さんに、ぎこちなく微笑ほほえむ。

「あのね。謝りたかったの。……私が帰き鼓こ廷ていからいなくなったことで、未不嶺さんはすごく自分を責めていたんじゃないかなって。それに、ひどいことも言っちゃったよね？『あとで、ちゃんと嫌きらいじゃないって言い直す』って約束したのに。ごめんね」

　未不嶺さんの顔がわずかに歪ゆがんだ。目の下に隈くまができていることに、今気づく。誰にも相談できずにずっと一人で苦しんできたんだ。私はそうっと未不嶺さんの額や瞼まぶたの上を撫なでた。

「本当に、嫌いなんかじゃないよ。私は緋ひ剣けんのみんなが大好きだから、忘れないでね」

　心をこめて告げたとき、遠凪さんに乱暴な動きで肩かたを摑まれた。

「ひゃっ……！　と、遠凪さ……！」

「いいだろう。この者の仕業でないとわかれば、むろん殺あやめぬ。しかし身の潔白を証明できなければ、女め神がみは蒸む槻きを捨てると誓ちかえ」

　遠凪さんは私の喉のどに手を置いて微笑んだ。

「遠凪さん！　……未み不ふ嶺ねさんが犯人じゃないって、本当は思ってるでしょう！」

「思っている」

　迷いのない肯こう定ていに、絶句してしまった。

「だが災わざわいが訪おとずれたのは確かなこと。もしも二人が快復せず命を落としたとき。わたしがとめても、皆はこの者を必ず殺めるだろう」

　唇くちびるを嚙かみ締しめる私の耳に、遠凪さんは顔を近づけた。

「さあ清きよ姫ひめ。急がねば。わたしとて、蒸槻の男など殺したくて仕方がない。おまえが愛めでているのならば、なお」
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　さっそく調査開始だった。

　ただ、緋剣を二人とも連れて行くのはダメだと拒きよ否ひされてしまった。逃とう亡ぼうの危険があるって警けい戒かいされたみたい。どちらか一人は人ひと質じちとして崖の住すみ処かに残さなきゃいけない。

　すると白雨さんが「自分が残る」と言い出した。

　もしも未不嶺さんが一人で残った場合、滸こ楽らくが鬱うつ憤ぷんを晴らすために手を出す恐れがある。だけど女の自分なら真智さんたちもついていることだし、危機に晒さらされる可能性は低いって。

　それでも不安がつきまとうけれど、確かに滸楽たちは、白雨さんに対して悪感情を向けていない。女だからという理由も勿もち論ろんあるだろう。でもそれ以上に白雨さんの態度が友好的だって皆、気づいているせいだ。彼女は、滸楽の生活にかなり傾けい倒とうしている。

「じゃあ、行ってくるね」

　崖の穴の前で、白雨さんの見送りを受けた。微笑む白雨さんを見て、どきっとする。

　蒸槻で暮らしているときよりも、ずっと素す直なおな優やさしい表情。殻からを破ったように。

　嬉うれしいような、それでいて寂さみしいような気持ちになりながら、住処の崖をあとにする。

　調査メンバーは私と未不嶺さん、それに獣の形をとった遠凪さんと、二頭の滸楽。

　途と中ちゆうでの逃亡を未然に防ぐためなのか、それとも私たちの足では移動に時間がかかりすぎるという配はい慮りよなのか、背に乗せてくれるんだって。

「なんでけだものに騎き乗じようせねば」と言いたげな未不嶺さんに無言の圧力をかけつつ、私たちは出発した。

「まずは問題の川の状態を調べたいな」

「では最初に、みずぐるまの周囲を確かく認にんするか？」

　未み不ふ嶺ねさんの言葉に頷うなずく。早朝のうちに修理を終えている吊つり橋を渡わたり、みずぐるまへ。

　そこも既すでに、強風で破損した箇か所しよは修理されている。

　私は滸こ楽らくの背から降りて、みずぐるまの付近をつぶさに観察した。大きな車輪の下部に把とつ手てがあり、これを回すと桶おけに水が入る仕組みだ。

　大たい抵ていは皆、川から直接水を汲くむんだけれど。そのほうが早いし。このみずぐるまは背後の小屋に木製の管を繫いでいるので、むしろそっちで使われる場合が多い。

「ううん、みずぐるまには異常なしだ……」

　腕を組みながらみずぐるまを見上げる私の横で、未不嶺さんが複雑そうに川へ顔を向けた。

「いつまでこの川は使えない？　滸楽の重要な水場なんだろう？」

「しばらくは無理じゃないかな……この川水が滸楽の二人を寝ね込こませた原因なのは間ま違ちがいないんだよね。とくに濁にごってもいないし、変化はないように見えるんだけどなあ」

　私が近づくのをとめるためか、遠凪さん……美び獣じゆう様が立ちはだかった。

　水に触ふれてはいけないって注意しているんだ。

「早く原因を突つき止めないと、みんな困るよね。よし、頑がん張ばろう。未不嶺さんもなにか気づいたことがあったら教えてくれる？」

「……疑ってないのか？」

　嫌いやがる美獣様の顔を撫で回しつつ仰あおぐと、未不嶺さんがふいに小声で尋たずねた。

「疑うって、なにを？」

「私が滸楽一族を手っ取り早く弱らせるため、この川水をなんらかの方法で穢けがしたのではと」

「疑ってないよ？　だって未不嶺さんじゃないもの」

「……なぜそう思う」

「なぜって、この川水は私も使っているんだよ」

　眉まゆをひそめる未不嶺さんに微笑む。

「たとえ滸楽のみんなを一度に弱らせる目的なんだとしても。緋剣は、この方法は取らない。私まで弱らせるようなこと、絶対にしないでしょう？」

　緋宮のために百人を滅ほろぼすことなら、あるかもしれない。

　でも、百人を滅ぼすために緋宮を犠牲にするなんて真似まねは、死んでもしない。

「私が緋剣たちを好きなように、緋剣も緋宮を好きなんだよ」

　私の答えを聞いて、未不嶺さんはしばし絶句し、それから目め尻じりを赤く染めて横を向いた。

「……馬ば鹿かじゃないのか？　そんな根こん拠きよのない考えで」

「でも、しないよね？」

「うるさい」

　未み不ふ嶺ねさんはなぜか怒おこり出し、私を睨にらんだ。おお、顔全体が赤くなってきてる。

「いつまでも私を見るな！　大体、扇おうぎはどうしたんだ。女なら顔を隠かくせ」

「扇って……ここ、帰き鼓こ廷ていじゃないし」

「緋ひ宮みやが品を欠くような振ふる舞まいをするとは。……ぼさっとするな。次はなにを探すんだ」

「う、うん。ええと。小屋を調べてくる」

　未不嶺さんもついて来ようとしたので、私は眉み間けんに皺しわを寄せ、首を振ふった。

「あの小屋は基本的に男性禁止。こっちは時間に関係なく、入っちゃダメだからね」

「……」

「ここで待っててね。遠凪さんたちもだよ」

　言いおいて、不満そうにうろうろする彼らに少し笑い、一人でそっちへ近づく。

　みずぐるまの横手や背後に並んでいる小屋群は女性の作業部屋だったり、憩いこいの場だったりする。糸を紡つむぎ、織る小屋。それに月のものがあるとき、またはお産時に過ごす小屋。

　だから、男性は特別な事情がない限り入室禁止だ。

　木材で組まれた高たか床ゆかの小屋の内部を、ひとつひとつ確かめる。荒あらされてもいないし、とくに引っかかる点もない。隠し戸の類たぐいも見当たらない。薬を入れる棚たなは今、空っぽだ。

　基本的にここは使用時に必要な物を持ち運び、去る時にすべて片付ける。誰だれもいないときはせいぜい円座と毛布があるくらいで、食べ物の類いも備び蓄ちくしない。

　紡ぎ小屋のほうは、織り機と糸と布があるだけ。

「まさか布とかは関係ないだろうし……誰かの仕し業わざじゃなくてやっぱり穢けがれのついた獣けものかなにかが上流で川に入ったんじゃないかな」

　呟つぶやきながら小屋を出る。そわそわと落ち着きなくみずぐるまの周囲をうろついていた未不嶺さんが、私の姿に気づき、ほっとした様子で近づいてきた。

「遅おそい。待たせるな」

　言葉と態度が裏腹だ。緋剣は素直じゃない人が多い。

「それで、なにか見つかったのか？」

「ううん。異常なしだったよ」

「緋宮が小屋を調べているあいだ、川を見ていた。確かに、冬虫の死し骸がいが多い」

「冬虫って、むし、と言いつつもヤモリっぽいよね……」

　その死骸が大量に流れてきたのかと想像し、ちょっと血の気が引いた。

　気味悪く思ってしまったけれど、これは害虫ではなくむしろ、その逆だ。

　栄養の乏とぼしい冬の季節、冬虫の排はい泄せつ物やその死骸は大地に活力をもたらすんだって。

「みずぐるまの付近で大量に死んだんじゃなくて、上から流れてきた感じ？」

「……そうだな」

「じゃあ今度は上流を調べてみよう。原因がわかるかも」

　そこで今度は川上を目指す。ここらの地帯はとにかく起き伏ふくが多く、それでいて景色の変化に乏しいので、山暮らしに慣れている滸こ楽らくたちの案内は欠かせない。急な傾けい斜しやも、滸楽は私たちを背に乗せて軽々と駆かけ上がる。

　ほう、ほう、と梟ふくろうに似た鳥の鳴き声が静せい寂じやくの山のなかにこだました。顔を上げ、視線を巡めぐらしても、その姿は見えない。冬の空を、地から長く伸のびた裸はだかの木々が貫つらぬいているように思えた。

　上流を目指すうち、腰こしが痛くなってきた。司し狼ろうと乗り心地ごこちが違ちがうせいか、下半身に変な力が入ってしまう。どこまでいっても景色に大きな変化は見られない。

　どのくらい進んだのか。

　二時間以上は経過しているかもしれない。

　住処の崖がけを離はなれたのは、昼前の刻だ。もう午後を回っている頃ころだろう。

「……少し、休きゆう憩けいを」

　隣となりを進む未み不ふ嶺ねさんがふいにそう言った。どうやら滸楽の背の上でしかめっ面つらをする私を気き遣づかってくれたらしい。緋ひ剣けんだから緋宮を慮おもんぱかったっていうより。こういう優しさを元々持っているんだ。……司し義ぎさんとは無関係に、未不嶺さんを緋剣に選べたらよかったのに。

「我らを乗せて走る滸楽たちにも休息が必要だろう」

「うん、あっちの岩いわ陰かげのほうで休もうか」

　へらのような、上部が楕だ円えん形となった背の高い岩がぽつぽつと生えているところで、私たちは歩みを止めた。持ってきた水袋ぶくろから手のひらに甘かん水すいを注ぎ、滸楽に差し出す。

　美獣様もとい遠とお凪なぎさんがそばを離れ、川へと近づいた。

　それに気づき、水袋を未不嶺さんに渡わたしてから私も後を追う。

「遠凪さん」

　背後から呼びかけると、川の前でとまった美獣様がぶるりと大きく身を揺ゆらした。次の瞬しゆん間かん、獣の姿は消え、臙えん脂じ色いろの伝統的な衣ころもをまとった美しい青年が現れる。

「清きよ姫ひめ。川に触れてはいけない」

　遠凪さんがちらりと振り向き、そう言った。横に並ぶと、遠凪さんが川かわ縁べりを指差した。

「冬虫の死骸が増えている。この近くに原因があるかもしれぬ」

「うう、本当だ。ヤモリっぽい……。でも、これで穢れという線は消えたか……川の水は澄すんだままだし」

　首を捻ひねったとき、川縁の岩に赤い欠片かけらが引っかかっているのに気づいた。なんだろう？

　私は軽く岩に飛び乗り、身を屈かがめてその赤い欠片に手を伸ばした。

「清姫！　言ったそばから触れようとするとは！」

　後ろから遠凪さんに腕うでを摑つかまれてしまった。

「あれはなんだろうと思って」

　赤い欠片を指し示すと、遠凪さんは一度私を強く睨み、それからわずかに身を屈めた。

「……花びらだな」

「花びら？　冬花？」

「いや、色が違うが……」

　遠凪さんが眉を寄せたときだ。

　私たちの様子が気になったのか、未み不ふ嶺ねさんもこっちの岩に飛び乗ってきた。

「なにをしている？」

「あそこに、花びらがくっついてるの」

「花びらくらいで、なぜそうまで騒さわぐのか」

　そう言いながら未不嶺さんも軽く身を乗り出して、私が指差す方向をじっと見つめた。長い髪かみを煩わずらわしげに片手で押さえ──ふと目を見開く。

「──火か身みの花だ」

　未不嶺さんが茫ぼう然ぜんと呟き、身を屈めて花びらに手を伸ばした。

　私は慌あわてて彼の衣を握にぎり、その動きをとめた。

「ダメだよ、触さわったら！」

「なぜ火身の花が流れてきている？」

「あの赤い花びらを知っているの？」

　未不嶺さんは、はっきりとわかるほど青ざめていた。

「火身の花？　──ああ、白しら火ひの花のことか？」

　彼をちらっと見み遣やって、遠凪さんは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　白火？　聞いたことのない花だ。私は戸と惑まどいながら二人を見比べた。

「ひとつの花に、二つ名前があるの？」

　香か気ざ根ね呪じゆ法ほうなんだろうか。音の響ひびきを似せた名前をいくつも重ね、力を高める。蒸む槻きはそういう言葉の呪法を重んじている。でも白火と火身って、響きはまったく違うけど。

「いや、そうではない。火身とは俗ぞく称しようで、白火という呼び方が正しい。季節を問わず、ふいに湿しつ地ちに咲さく。最近では確か国境に咲いていたか……死した生き物の魂たましいが化け生しようした姿と言われている花ゆえ、我らがそれを摘つみ取ることは決してない。ただ、人どもが」

　遠凪さんは唐とう突とつに口をつぐみ、鋭するどい目で未不嶺さんを捉とらえた。

「未不嶺さん、顔色が」

「……火身は、死を呼ぶ花でもある。元々は乳白色の大おお振ぶりの花だが、酒にしばらく浸ひたすと花弁が赤く染まり、強い毒を生じるようになる。──太古の世にて、時の帝みかどが蛮ばん族ぞくを制するため、川にこの火身の花を大量に流したと。そういうおりがみが回かい絽ろ廷ていに……」

　説明の途と中ちゆうでよろめきそうになった未不嶺さんに驚おどろき、急いで身を支える。

　陰かげりを帯びた未不嶺さんの瞳ひとみを至近距きよ離りで見た瞬間、疑ぎ惑わくが脳のう裏りを掠かすめた。

「今、なんて？　回かい絽ろ廷てい？」

　不ふ吉きつな気配を感じ、背筋が急に冷えた。

　その感覚を煽あおるように、ほう、ほう、と梟のような鳴き声が響く。

　上流から、ひらりと、赤い花びらが流れてきた。私は言葉なく、それを凝ぎよう視しした。

　お酒につけると、花びらが赤く染まるということは。

　人じん為い的だ。誰だれかが、それを行ったんだ。当然その行こう為いは、滸こ楽らくたちを狙ねらったものだろう。

　だけど、誰が？　帰き鼓こ廷ていの者が？　それとも。

「……花びら、今も流されてる？」

　また一枚。二枚。それは見る間に増えていき、水面みなもに赤い渦うずを作った。

　ついには、椿つばきに似た花の形を崩くずさぬまま大量に流れてきて──。

「噓うそ。こんなに……」

　私は口を覆おおい、呟つぶやいた。意図的であることを見せつけるように、たくさん流してくるなんて。

「──男。おまえが呼んだのか？」

　遠凪さんが温度のない声で言い、未み不ふ嶺ねさんを見み据すえた。

「蒸む槻きの者どもをこの地に誘ゆう導どうしたのか？」

　二頭の滸楽が未不嶺さんに向けて牙きばをむき、飛びかかる姿勢を取った。

「待って！　未不嶺さんは関係ないよ！　未不嶺さんは白雨さんと一いつ緒しよにここへ来たよね？　滸楽たちがこの川を生活水に使っているって知ったのは、崖に来てからだよ。その後、未不嶺さんは外の人間と接せつ触しよくしてない。遠凪さんたちもそれはわかっているでしょう？　見張りを立ててたんだから」

　私は未不嶺さんの前に立ち、必死に言い募つのった。

「では他ほかに誰だれがいると？　その男は剣けん士しどもを引き連れて清姫を捜さがしにきた。津つ杙ぐいには、人が容易に立ち入れぬよう霧きりの呪しゆを幾いく重えにも仕し掛かけている。我らの手引きがなければあの崖には近寄れない。だからこそ、我らをあぶり出すために、このような卑ひ劣れつな真似まねを配下の者にさせたのでは？」

「違う、帰鼓廷の剣士は絶対にそれをしない。──『緋ひ宮みや』を守る剣士たちだよ。私を巻き添ぞえにする危険がある方法なんて選ばない」

「だとしたら、誰が」

　そこで遠凪さんが険しい顔をした。

　私も唐突に思い至った。崖から堂々と出ることができた者がいる。未不嶺さんたちを発見したあと、周辺を見張るために出た数名の者……彼らの仲間である滸楽が。

　まさか、と遠凪さんの唇くちびるが動いた。

「戻もどらねば。なんにせよ──あの崖を早さつ急きゆうに離れねばならぬ」

　そう言って、背を向けた遠凪さんの身体からだがざっと崩れるように変化した。悪あく魔まめいた角を持つ獣けものの形に。立ち尽つくす私たちに向かって、軽く頭を振ふる。

　二頭の滸こ楽らくに早く騎き乗じようしろって言いたいんだろう。

「行こう、未み不ふ嶺ねさん。崖にいる人たちに知らせて……安全な場所に移動しなきゃ」

　未不嶺さんの手を取って告げたあと、ふっと曖あい昧まいな不安が胸に広がった。

　どこに安全な場所があるんだろうか。目の端はしに、川を下る毒々しい赤い花が映る。

　私は深く俯うつむくことでその赤を視界から消し、身を翻ひるがえした。
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　住すみ処かの崖がけに戻ったのは、夕暮れの気配がわずかににじみ始めた頃ころだった。

　吊つり橋の手前で出で迎むかえてくれた皆みなが、どこか緊きん張ちようした面おも持もちで私たちを見つめる。

　遠凪さんは橋を渡わたり終えると同時に人の形を取り、厳しい目で皆を見回した。

「すぐにこの地から避ひ難なんする。支し度たくを急げ」

　場がどよめいた。皆が怯おびえを孕はらんだ瞳で互たがいを窺うかがう。

「早く。忌いまわしき『人』どもが来るぞ」

　怒いかりを抑おさえた冷静な遠凪さんの警告に、皆は凍こおり付いた。それから呪じゆ縛ばくが解けたように一いつ斉せいに散り、避難の準備を急ぐ。私は動けなかった。本当に蒸む槻きの人間が川を汚けがしたの？

　噓だと思いたい。滸楽たちが完全な悪じゃないと知ってしまった。ここには子どももいる。労いたわりの空気もある。私は、どちらにつくべきなんだろう？

「緋宮、いったいどういうことだ。なにか見つけたのか？」

　白雨さんが近寄ってきて硬かたい声を発し、私の肩かたに手を置いた。

　私は彼女の手を握ったあと、説明をしようとした。喉のどがからからに渇かわいていて、すぐには声が出ない。隣となりに立った未不嶺さんが、かわりにすばやく状じよう況きようを伝える。

「川に、毒の花が流されていた。滸楽の二人が昏こん倒とうしたのはそのせいだ」

「毒の花？」

「そうだ。死者の花たる火身が流されている。その手段を用いることができたのは──蒸槻の者。おそらくは回かい絽ろ廷ていの者だ」

「なぜ回絽廷だと断言できる」

「火身の花は酒につけねば毒の気を生じさせない。しかしどんな酒でもいいわけではない。回絽廷の剣士たちが戦いくさや長旅のときに持ち歩く強い酒がある。瀕ひん死しの者をも叩たたき起こすというほどの強きよう烈れつな酒だ。それでなくては毒の色に変わらない」

「帰き鼓こ廷ていでも強いお酒は作っているはずだけど……？」

　ノミモノガカリの私だ。酒類から茶葉まで幅はば広ひろく把は握あく済み。

「村落によっても酒の味は変わる。帰鼓廷と回絽廷で同じ種を用いたとしても、酒造の場が異なればまったく別のものになる」

　確かにそうだ。だけど少し気にかかる。

「回かい絽ろ廷ていの剣士たちと、こっちに行軍してきたの？」

　この問いに、二人は同時に首を振った。

「まずは帰き鼓こ廷ていだけで緋宮を捜そう索さくすると九く支しは言っていた。先の神かみ隠かくしの例もある。緋宮はまれびと女め神がみゆえ奔ほん放ぽうな定めを負っている、だから今はまだ公おおやけにすべき段階ではないと。おそらくは、こちらの動向を司し義ぎ様……回絽廷の密みつ偵ていが摑つかんだのではないか」

「それで兵を出し、私たちを忍しのびやかに追ってきたと？　しかし、わからないな。回絽廷がなぜそんな真似をする？　緋宮を先に捜し出して帰鼓廷に恩でも売ろうと？」

　白雨さんが訝いぶかしげに尋たずねた。確かにそうだ。回絽廷のメリットってなんだろう。

　未み不ふ嶺ねさんは口ごもり、視線を私のほうへ動かした。重い沈ちん黙もくが広がる。楽観的な答えなんてひとかけらも思い浮うかばなかった。あの司義さんが、ただの親切で私を捜すはずがない。

　恩を売るというよりも、この機会に乗じて私をどうにかしようと考えたんじゃないか。

　帰鼓廷内では手を出せなくとも外でなら可能だと。無理にでも手て懐なずけるか、脅きよう迫はくするか……そのどちらも成功しなければ殺すことだって躊躇ためらわないだろう。

　思おも惑わく通りに動かない厄やつ介かいな娘むすめが自分と肩を並べるほどの権力を持っているんだもの。

　──司義さんには人に知られてはまずい深刻な秘密がある。それは、私が今調べている神々の謎なぞと関係しているんだ。だから『緋宮』にしつこく探さぐられるのはきっと困る。

　私は密ひそかに拳こぶしを握にぎり、細く息を吐はいた。

　──あのとき、一人で禁域の森に行かなければ。

　滸こ楽らくたちを危機に追いやるような厳しい状況を招かずにすんだはず。

　帰鼓廷の人たちを悩なやませることもなかった。悔くやんでも悔やみきれない。

　椰や真まちゃんと連れん絡らくを取れないっていうのも不運のひとつだ。

　この地には神々の加護がない。椰真ちゃんが追ってこられない。碁ご子こちゃんさえ現れない。

　宮を飛び出す原因を作った司義さんにも、自分に対するのと同じくらい怒りが湧わく。

「どうする、緋宮」

　未不嶺さんが私の耳に鋭するどく囁ささやいた。駆かけ回る滸楽たちには聞こえないように。

　避難の準備で忙いそがしい彼らは、私たちなど目に入らない様子だった。余よ裕ゆうがあれば捕とらえられるか、暴行されていたかもしれない。でもまずは無事に生き延びるほうが先だ。

「私たちは滸楽とともに逃にげるのか？　それとも、回絽廷を信じて出迎えるつもりか？」

　未不嶺さんは、『信じて出迎えるべき』という言い方をしなかった。

　むしろニュアンスは否定的だった。彼も気づいている。

　ここにもし回絽廷の者が現れた場合、『緋宮』の私は滸楽と一緒に殺されかねないって。

「……二人とも、お願いがある」

　緋宮としては間ま違ちがっているんだろう。滸こ楽らくたちを逃がす手伝いをしてほしいって頼たのむのは。

　たとえいつか殺し合う未来が訪おとずれるのだとしても、それは今じゃない。

　まずは蒸む槻きの人たちに問いかけてからだ。ここで私たちが見た真実についてを。こういう暮らしを送っている滸楽は、人にとって滅ほろぼすべき種族か。共存は本当に無理なのか。

　きっとそう問いかけるのが、この新しん暦れきを担になう『緋宮』の……私の存在意義じゃないか。

「すごく難しいっていうか、許されない望みかもしれないけど」

　彼らを助けることに協力してほしい。そう言おうとしたとき、白雨さんがいつもの女王様然とした美しくも凜り々りしい表情を浮かべ、首を振った。

「なにも願うな」

「白雨さ……」

「命じなさい。それでいい」

　信しん頼らいの眼まな差ざしに、はっとした。そうだ、私は緋宮だ。緋ひ剣けんならどんな命令であっても疑わず、従わないとダメだ。彼らに以前そう命じたのは、他ならぬこの私じゃないか。

「緋宮が命じる。滸楽を守りなさい。もしもここに蒸槻の者が現れた場合は、とめるように。皆が逃げ切るまで時間稼かせぎをしよう。ただし、殺しちゃダメ」

　私は必死に背を伸のばし、彼らの主あるじとして告げた。二人が静かに頷うなずいた。

「──まこと我らを救うと？」

　ふと横から声をかけられ、私たちは振り向いた。皆に避難の指示を出していた遠とお凪なぎさんが、いつの間にかそばにいた。感情の読めない冴さえた美び貌ぼう。こんなときでも見み惚とれずにはいられない雅みやびやかなその姿。私は視線を落とし、胸の高鳴りを懸けん命めいにごまかした。

「うん。……安全な隠かくれ家とかはある？」

　遠凪さんはすぐには答えず、しばし私を見つめたのち、小さく吐と息いきを落とした。

「清きよ姫ひめに他意のないのはわかる。だが、その緋剣どもをどう信頼せよと？　蒸槻の者を呼び込んだという疑いは解けておらぬ」

　私は遠凪さんに一歩近づいた。二人がそばにいるから、なんでもできる気がした。

「もし、緋剣が滸楽を裏切ることがあれば、私を斬きっていいよ」

　私の言葉に、それまで神しん妙みようにしていた二人が一気に目を吊り上げた。

「緋ひ宮みや！」

「馬ば鹿かな！　疑われているのは私のみだろう、殺せ！」

「こらっ、二人は黙だまってて」

　緋宮の威い厳げんを持って命じたのに、二人はますます怒りを深め、威い圧あつ的に私を見下ろした。……お、脅おどされても撤てつ回かいしませんよ!?

「間ま抜ぬけ緋宮め、少し見直してやれば、この始末だ。おまえはどうしてろくでもないことばかり言う。滸楽だの碁ご子こだのぬまごえだの、わけのわからぬものばかりに好かれるからこのような目に遭あうんだ。だいたい、伊織はなんだ！　あいつ、ただびとではないのか？　緋宮も知っていて黙っていたのか！」

「白雨さん!?　思い切り話がずれてる！　今はそれよりも、ここから逃げることをですね」

「おまえたち、のどかに怒ど鳴なり合っている場合か。なぜ急に伊織の話を持ち出すんだ。そもそも緋宮はもう少し蒸む槻きの礼れい儀ぎと嗜たしなみを……」

「だから未み不ふ嶺ねさんもここで私の躾しつけはやめて！」

　お互いに腹を立てる私たちに、遠凪さんが呆あきれた目をした。

「わかった。もう黙れ。主が主なら、その臣も……」

　溜ため息いきまじりにそう言うと、遠凪さんは意識を切り替かえたように瞳ひとみを強くし、私をさっと抱だき上げた。二人が驚おどろいた顔をして私たちを見つめる。また、止まり木抱きですか！

「わ、わあ！」

「陽ひ女め神がみの護まもりがあれば、我らも危機を脱だつすることができるかもしれぬ」

　あたふたする私を無視して、遠凪さんは背後に視線を向けた。いつから話を聞いていたのか、数頭の、立派な体たい軀くの滸こ楽らくがそこに座っていた。

「見張りに出した者はまだ戻もどっていないのだな？」

　漆しつ黒こくの毛並みの滸楽が鼻先に皺しわを寄せて唸うなり、頭を下げる仕草を見せた。

「では──おそらくこの地に敷しいた結界もすべて破られるだろう。女と、戦えぬ者を先に逃がせ。よいか、皆みながこの地を離はなれるまで我らが盾たてとなるのだ」

　鋭えい利りな意思がにじむ気高い表情で遠凪さんが命令を下したときだった。

　ふいに、ずんと空気がひずんだ感じがした。地鳴り？　でも大地は揺ゆれてないよね？

「……さっそく破られたな」

　遠凪さんは遠くへと目をやって、苦く笑しようした。ぞくりと鳥とり肌はだが立つ。

「と、遠凪さん、その結界ってどのくらいの範はん囲いを」

　尋ねる途と中ちゆうで、ひゅん、と宙を裂さく小気味いい音が響ひびいた。

　振ふり向くより早くそれが弧こを描えがいて橋はし桁げたに突つき刺ささる。矢だ。──どうして、矢が。

　私は遠凪さんの肩かたにしっかりと腕うでを回し、身体からだを安定させながら橋桁を見つめた。

　みずぐるま側がわの吊つり橋の向こうに複数の人ひと影かげがあった。あれは。

「胡こ汀てい？」

　とても、とても胸が痛む。本物の胡汀？

　どうしよう、なにを思っていいのか。会いたかったって、今そう言って許されるのか。

　それに──まさか。

「司し義ぎ様！」

　未不嶺さんがそちらに向かって一歩を踏ふみ出し、掠かすれた声を上げた。

　胡汀の隣となりに司し狼ろうを並べる人は、確かに司義さんだった。彼の司狼は王を乗せるのに相応ふさわしい銀の毛並みだ。身にまとう鮮あざやかな色合いの剣けん士し衣装とよく合っている。

　この距きよ離りなのに、視線が交わったのがわかった。首にじわっと汗あせが浮かぶ。

　蒸む槻きの今いま帝みかどが直々に乗り込んでくるなんて！
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「本当に回かい絽ろ廷ていの者が……俱く七な帝てい自ら姿を見せるか」

　白雨さんはそう呟つぶやくと、手のひらから一息で剣けんを取り出した。

　緋剣だけが操あやつることのできる特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣。それを翻ひるがえし、吊り橋の縄なわに叩たたき付ける。

「あ──」

　ひゅるっと蛇へびのように空中で縄がしなった。

　崩くずれ落ちる橋桁。彼らが……司し義ぎさんたちがこっちへ渡わたってこられないようにだ。

「面おも白しろい。胡こ汀ていたちと敵対するとは。……あいつは緋宮を泣かせすぎだ。このあたりで一度、きつく仕置きをせねばな？」

　白雨さんはこっちを振り向いて、凜々しくそんな冗じよう談だんを言った。
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　胡汀の怒いかりはすこぶる深い、というのを、身をもって思い知らされる展開になった。

　橋を落としたため、彼らはすぐにはこっちへ来られないだろう。せいぜい矢を放つくらい──なんて甘く考えてはダメみたい。

　胡こ汀ていは様々な種類の術を使える。このくらいの距離なら、十分届く。

「な、なにあれ。術の鳥にしては、とてつもなくヤバ……」

　私はおののいた。こちらへ向かって飛んでくるのは、黒い炎ほのおをまとった鳳ほう凰おうのような鳥だ。一羽わだけじゃない。怒りの凄すごさを示すように何羽も。ひどく黒々しい。

「邪じや悪あくにしか見えない……！」

　泣きそうな私の声に、未み不ふ嶺ねさんも青ざめた。司し義ぎさんに対する複雑な思いはこの恐おそろしげな鳥を見た瞬しゆん間かん、吹ふき飛んだらしい。私も葛かつ藤とうがきれいに消しよう滅めつしたんですが！

「あいつは本気で私たちを仕留めようとしているのでは？」

「……いい度胸じゃないか。鳥ごとき、すべて切り刻んでやる」

　闘とう志しを燃やして鳥というより胡汀を睨にらむ白雨さんに、遠凪さんが冷静な目を向ける。

「術の不得手なおまえたちにうろつかれても邪じや魔まなだけだ。あの男は囮おとりだろう。地上から別の剣けん部ぶが忍しのび寄ってくるはず。おまえたちはそちらをとめに行け。あの男の相手はわたしがする」

　遠凪さんはこの場に残って胡汀と術合戦をするつもりなんだ。楽らく奪ばい月つきでの二人の戦いぶりを思い出し、胸が冷えた。私は遠凪さんの腕から飛び降り、胡汀たちに視線を向けた。

「……清姫、あの男にとどめをさす真似まねはせぬ」

　ちょっぴり残念そうに遠凪さんはそう言った。もしかして気き遣づかってくれたんだろうか。

　とりあえずほっとした。胡汀も、囮役っていうのが本当なら、遠とお凪なぎさんを殺そうとはしないはずだ……怒りはものすごいってわかるけど。じゃあ私たちは地上へ……と行きかけたとき、術を紡つむごうとしていた遠凪さんに、ふいに腕を取られた。

「清きよ姫ひめはここに残れ」

「地上が本命なんでしょう？　きっと私が行くほうが歯止めになるよ。胡汀がいるってことは、帰き鼓こ廷ていの剣士たちも一いつ緒しよのはずだから」

　慌あわてて告げると、遠凪さんはなぜか、向こうにいる胡汀たちにすばやく視線を投げた。

　そして薄うすく笑う。この殺さつ伐ばつとした状じよう況きようには似合わない、やけにあでやかな微笑ほほえみだった。

　色気の化け身しんだ、と馬鹿なことを考え、惚ほうけた。震ふるえるような繊せん細さいな睫まつ毛げ、瞳の鋭するどさ。濡ぬらしたような唇くちびる。強きよう烈れつに、妖よう艶えんだった。

　至近距離で見て、どきりとすると同時に顎あごを強くつかまれた。強ごう引いんに顔を上げさせられる。

　つま先立ちになり、よろめきそうになったとき。

「遠凪さ……!?」

　長い髪かみの一筋が垂れ、頰ほおに触ふれる。それから──濡れた感かん触しよくが唇を塞ふさぐ。

「──」

　目を閉じられない。あれ、おかしい。遠凪さんの顔がぼやけてる……なんで？

　上うわ唇くちびるを優やさしく食はまれている。改めてというように荒あらっぽく、角度を変えて唇を重ねられた。ぞわっとするほど、甘かった。あんまり柔やわらかくて、じゅくじゅくに溶とけそうな。よくわからないまま、「落ちる」って焦あせった。身体が真っ逆さまに熱のうずの底へと落ちていく。

　ちゅ、と小さな音を立てて唇が離れた。理性が戻ってこない。

　今、ほんとに……キスされた？

「ああ、いい顔をする」

　遠凪さんが身を離し、私の唇を指先で一撫なでした。

　楽しそうに笑っている。蕩とろけそうな目だった。

「わたしは、そういう顔が見たかった」

　……そういう顔？　意識が遠のきかけた私の身を、誰だれかが勢いよく遠凪さんから引き剝はがした。あ、なんか、その誰かの肩に担かつがれた。

「おまえ……っ、こんなときにふざけるな！」

「ここで死にたいのか？　さっさと胡こ汀ていに殺されてしまえ！」

　緋ひ剣けんたちが怒おこってる。というか、どんどんと遠凪さんが遠ざかる。いや、未み不ふ嶺ねさんの肩に担がれてるせいだ。

「仕方ない、わたしの清姫をまかせよう」

「うるさい！　誰がおまえのだ、我らの主あるじだぞ！」

　余よ裕ゆうのにじむ遠凪さんの言葉に、未不嶺さんが怒ど鳴なった。怒りを全身にまといながら石の外階段を乱暴にくだる。ああ、遠凪さんの姿が見えなくなった。ダメだ、気絶するな私。あとで。あとで……。でも初めての口づけと言いますか、や、胡汀が前にしたけれど、あれは直接じゃないし、だからそうなると今回がやっぱり初めてってことになる。……うわあ、うわああ!!

「緋ひ宮みや、気を失うな。私があの馬ば鹿か滸こ楽らくを殺してやる。今はこちらだ！」

　白雨さんの叱しつ責せきに、私は少し正気に返った。

　そ、そうだ！　今はとにかく滸楽のみんなを無事逃にがす作戦に集中だ！

　強く自分に言い聞かせ、無理にでもさっきの出来事を封ふうじる。

　未不嶺さんの肩から勢いをつけて飛び降りた。彼らに続いて外階段を駆かけ下りる。途中、数頭の獣けもの姿すがたの滸楽に抜ぬかされてしまったけれど、なにやら意味ありげにちらっと振ふり向かれた。

　地上に到とう着ちやくすると、滸楽が迷わず崖がけ側の片かた隅すみへと向かい、岩のあいだを前足で掘ほるような仕草を見せた。すると別の滸楽が私の袖そでをぱくりと咥くわえ、そっちに連れていこうとする。

「えっ、ここになにか埋うめているの？」

　白雨さんたちも私のあとについてきた。剣の先で、滸楽が掘ろうとしていた岩の隙すき間まを搔かく。

「……袋ふくろが埋まっている」

　そう告げると白雨さんは身を屈かがめ、岩の隙間に腕を伸のばした。

　しばらくもぞもぞと土をかきわけてから、ずるっとなにかを引っ張り出す。

　目の粗あらい汚よごれた布袋だ。ボールのようなごろごろしたものがいくつか入っている。

「なんだ、これは？」

　ひとつを取り出し、白雨さんは首を傾かしげた。手のひらに載のるくらいの歪いびつな黒い玉だった。

「煙えん奇きの玉だな。地に叩き付けると、濃こい煙けむりを生み出す」

　横から覗のぞき込んだ未み不ふ嶺ねさんが断言した。あ、閃ひらめいた。

「煙えん幕まくを張る玉ってこと。こっちの居場所をわかりにくくさせるんだよね？」

　白雨さんも納なつ得とくしたように小さく頷うなずき、きびきびと立ち上がって、玉を乾ひ涸からびた川の上流側に勢いよく投げつけた。地の岩にぶつかる音。その直後、土色の濁にごった煙がもくもくと立ちのぼり、周囲に広がった。未不嶺さんも袋からひとつ手に取り、地面に煙奇の玉を投げつける。

「緋宮、手を離はなさないように」

「うん」

　濃のう霧むのように立ちこめる煙を見て、白雨さんが慌ただしく私の手を摑つかんだ。相手を攪かく乱らんするための煙幕なのに、それを投げた私たちが互たがいの場所を見失っては元も子もない。

　ふと、また滸こ楽らくが私の裾すそを引っ張った。見下ろした瞬間、その滸楽は人の形を取り、私に鋭えい利りな眼まな差ざしを向けた。崖の室で未不嶺さんを痛つう烈れつに批判していた若者だった。

「緋宮様はあそこの木に上がってください」

　彼は一度、物言いたげな顔で未不嶺さんを見たあと、軽く頭かぶりを振って、石階段のある崖のそばを指差した。崖がけ肌はだにしがみつくようにして、捩よじれた巨きよ木ぼくがそこに生えていた。

「上に仕し掛かけを設けています。縄なわを落として、敵の動きを封じるものです。もしも俺たちが蒸む槻きの者を退けられず、突とつ破ぱされた場合は、それを使ってください」

「縄……？」

「──ご安心を。侵しん入にゆう者の動きを封じるだけの罠わなです」

　簡潔に説明すると、彼は再び獣の姿に変じてそばを離れた。その姿が煙の奥へと消えたあとで、やっと気づく。配はい慮りよの言葉だ。侵入者を足止めしても、殺しはしないっていう。

　滸楽を守る立場を選んだ私たちに対する最大限の譲じよう歩ほであり、寛かん容ようだった。

　感謝をこめて、彼が消えたほうをしばし見つめた。

「二人とも、行こう！」

　木登りなら得意だ。降りるのは苦手だけど！

　私は二人の手を握にぎって、彼が指し示した巨木のほうへ走った。だけど──なんだろう？

「緋宮？」

　二人が訝いぶかしげな声を上げた。私が突とつ然ぜん立ち止まったからだ。

「どうした！」

　未不嶺さんが繫つないだ手を強く引っ張り、急せかす。でも今、なにかを感じた。

「なぜ立ち止まる！　急げ」

「未不嶺さん、気づかなかった？　大気が……」

　背筋が粟あわ立だった。陽ひ女め神がみの力が揺ゆれた気がする。

　危機に対してじゃなくて、どこか悲痛な──。

　私はゆっくりと振り向いた。霧きりはあたり一面に広がり、もう遠くまで見通すことはできない。

　せいぜい自分の周囲を確かく認にんできる程度だ。

　それでも、確かになにかが……多くの者が、接近している気配を感じた。

「緋宮、早く！」

　未み不ふ嶺ねさんが焦りの混じった声でさらに急かす。

　でも私の意識は霧の奥にそそがれていた。物音がする。誰かのうめき声。

　ああ、きっと仕掛けられていた罠に、侵入者が引っかかったんだろう。……そうだよね？

「緋──」

　白雨さんがやきもきと私の腕うでを強く引いた。そのときだった。

　ざんっと重量のある重い塊かたまりが足あし下もとに転がってきた。

　煙の奥から飛んできたそれに白雨さんたちが驚おどろき、私と繫いでいた手を離して身体からだごと向き直った。私は少しよろめき、たたらを踏ふんだ。つま先にまで転がってきた塊が、目に映った。

　獣の首だった。

「え……」

　私は忙せわしなく目を瞬まばたかせた。血に濡れた毛並み。泡あわを吹ふく口。牙きばのあいだからだらしなく垂れた舌。見開かれた目。憎ぞう悪おで血走っているのが、はっきりとわかった。

　そして、その状態で時間がとまっている。

「あ、あ」

　私は変な声を上げた。言葉にならず、不ふ明めい瞭りような荒い息だけが忙しなく喉のどから吐はき出される。ポンプのように激しく胸が上下した。両手で頰を押さえ、ただひたすらその塊を凝ぎよう視しする。

　──噓うそでしょう？

　さっき私に譲歩と寛容をくれた滸こ楽らくの首だった。切断面から、どろっと黒い血が流れていた。

「これは……っ!!」

　白雨さんたちも塊の正体を知り、掠かすれた声を上げた。

　次の瞬しゆん間かん、はっと顔を上げて二人は剣けんを掲かかげた。霧の奥から俊しゆん敏びんななにかが飛びかかってくるのと同時のことだった。ギィン、という耳を貫つらぬく重い金属音が響ひびいた。

「──朝火!!」

「裏切り者どもめ!!」

　土色の煙をはね除のける鮮あざやかな藍あいの衣ころも。憎にくしみを伝える鋭するどい刃やいばの輝かがやき。

　緋剣の一人──朝火さんが、鬼き神しんのごとき凄すさまじさで二人に剣を振り下ろした。

「あ、朝火さ……」

　猛もう攻こうだった。同じ貴人であっても、たおやかな王族の未不嶺さんと、剣けん技ぎを習得したばかりの白雨さんでは、怒いかり狂くるうその人をとめられるはずがない。

　だってこの人は、滸こ楽らくを滅ほろぼすためだけに剣の腕うでを磨みがき、『緋宮』を求めて生きてきた。

「朝火さん……っ！」

　だから、慕したう緋宮が、たとえ一時でも滸楽を守る側につくなんて死んでも許せない。

　そう考えるだろうって簡単に予想できたのに。

　朝火さんは容よう赦しやがなかった。十の手数もかけずに強きよう烈れつな勢いで二人を弾はじき飛ばす。そして。

「よくも!!」

　手にしていた隼はや鉄てつの剣を、私の足下に、稲いな妻ずまのように投げつける。硬かたい地面に突つき刺ささってゆれる剣に身をすくめたとき、がつっと骨が砕くだけるような強さで喉を摑まれた。

　そうしたのはもちろん烈れつ火かの形相の朝火さんだった。

「裏切るなと言ったのに!!」

「ふ、ぁっ……」

　一気に頭に血が上った。つま先が浮うき、首の骨がみしみしと歪ゆがみそうだった。

　呼吸がせき止められ、私は必死にもがいた。朝火さんの指と、首のあいだに挟はさまった髪かみがその動きのためにぶつっと頭皮から引きちぎられたのがわかった。

「泣き喚わめき、怯おびえるだけの無能な娘むすめかと思った。なぜこうも脆ぜい弱じやくな女ばかりが目されるのかと。だが希望が垣かい間ま見みえた。傷を負っても立ち上がる気き概がいがある、ならば今は弱くとも育てていけば待ち望んだ大花に化けるかと!!　ようやく認めてやったのだ、なのにこれはどうしたことだ。俺の緋ひ宮みやが！　なぜ滸楽を選ぶ!!」

　朝火さんは、地面に叩たたき付けるように私の首から手を離した。

　私はべしゃっとうずくまり、激しく咳せき込んだ。

　急激に酸素を取り込んだせいで、喉がぜいぜいと砂をこするような耳みみ障ざわりな音を立てた。

　唾だ液えきが口の端はしから溢あふれたけれど、拭ぬぐう余よ裕ゆうもない。頭の奥が痛み、視界が霞かすんでいる。

　地面の土を引っ搔くように摑み、忙しなく喘あえいでようやく全身の強こわ張ばりが和やわらいだとき、真正面から前まえ髪がみを鷲わし摑づかみにされ、顔を上げさせられた。

　さっきまで絞しめられていた喉が今度は伸び、再び発ほつ作さのような引きつれた咳せきが出る。眦まなじりを、涙なみだが伝った。

「なぜだ、緋宮。まことに滸楽を選んだのか？」

　激げつ昂こうの様を一いつ瞬しゆんで削そぎ落とした朝火さんが片かた膝ひざを地面について、私を見つめた。

「違ちがうと言え。攫さらわれただけだと。──脅おどされて仕方なしにけだものの側についたと言うなら、まだ受け入れられる。腹は立つが、あなたはまれびと女神だ。蒸む槻きの女たちよりも考えが幼く、物事を知らぬ。だから、許してやれる」

　朝火さんは低い声でそう告げ、私の頰ほおに手を添そえた。親指を動かし、唇くちびるの端を拭ってくれる。その箇か所しよに、仕上げのようにすばやく唇を押し当てられた。

「一度の過あやまちなら、許すから」

　私はゆっくりと瞬きをして、朝火さんを見つめた。心の一部を壊こわしたような、悲痛な輝きを持つ瞳ひとみ。どこか虚うつろで切なげだった。そうさせたのは私なのか。

「俺の緋宮が、けだものなど守ってはいけない。緋宮までも殺さねばならなくなる。ようやく仕えるべき者が現れたと、そう認めた俺を裏切っては……！」

　朝火さんは両手で私の顔を包み、再び瞳に憎悪の絡からんだ濃のう厚こうな怒りを宿した。

「お願……、は、話、聞い……」

　私は懸けん命めいに口を動かした。

　喉が痛いし、涙は溢れるし、悲しいしで、正しい考えが浮かばない。

「ああ、だめだ緋宮。どうしてわかってくれない？　……なにも聞きたくない。気に入らぬことを言う女の口など潰つぶれてしまえばいい」

　朝火さんの手がまた喉のど元もとに下がった。首を折られるかもしれないと、ぼんやり考えた。

　恐おそろしいのに、頭のなかにはさっきの滸こ楽らくの首がちらついていて、だから私が今殺されるのも当然なのかもしれない、そんな混乱した諦あきらめが真っ先に浮かぶ。

「──！」

　ふっと朝火さんの瞳が揺れた。次の瞬間、私から手を離はなし、腰こしを浮かすと同時に剣を摑つかんで頭上に振ふり上げた。誰だれかの刃を、そうして受け止める。

「朝火！　なにをやっている！」

　声を張り上げたのは、伊織だった。朝火さんと同じ仕立ての衣をまとい、凜りんと高く髪を結ゆい上げている。片方の腕には宇う迦か迦か様の腕うで輪わがあった。私を守ると言ってくれた緋ひ剣けんの一人。

「緋宮に馬ば鹿かな真似まねはよせ！　殺す気か!!」

「……邪じや魔まをするな」

　朝火さんが剣をはじき、立ち上がって、勢いよく斬きり込んでいく。

　それを今度は伊織が受け止め、真正面から対たい峙じする。

「冷静になれ！　緋宮を救出にきたというのに、襲おそってどうするんだ！」

「緋宮が、滸楽を守っている。滅ぼすべきけだものを……緋宮が!!」

「おまえはどうしてそう……！　いつまで自分の憎悪に囚とらわれているんだ！」

　朝火さんは、はっきりと、殺すつもりの剣で伊織と戦っていた。

　受け止める相手が伊織でよかったと頭の片かた隅すみで考えた。緋剣のなかで剣の技わざに一番優すぐれた人だ。他ほかの者ならとっくに殺されているだろう。伊織なら、押し返せる。

「護ご女じよの剣なら、個の憎悪を捨てろ！」

　朝火さんの剣を横に薙なぎ払はらい、伊織が強く叫さけんだ。過去の自分に訴うつたえてもいるようだった。

「護女の誤りも正さず、傀かい儡らいのごときに命を受けろと!?」

「なにひとつ誤りなどない、緋宮が命じるのなら！　──白雨、未み不ふ嶺ね、起きろ！　緋宮を連れて行け！」

　私は緩かん慢まんに視線を巡めぐらした。先にこっちへ駆かけ寄ってくれたのは白雨さんだった。

　未み不ふ嶺ねさんは立ち上がったあと、薄うすれ始める煙けむりの奥から現れた剣けん士したちと対峙した。

　近づこうとする朝火さんを、伊織が盾たてとなり、防いでいる。

「緋宮、立って！」

　白雨さんが乱暴に私の腕を摑み、立ち上がらせてくれた。

　彼女の片かた腕うでから血が流れている。朝火さんに斬られたときのものだろう。

　──仲間同士で、斬り合っている。凍こおっていた心が、どくっと揺ゆれる。
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「こっちへ！」

　白雨さんに引きずられるようにして下流側へと走った。視界は右に、左に、大きく揺れ、何度も転てん倒とうしそうになった。薄い煙の向こうにある景色が、ぐんにゃりと気味悪く歪んでいるみたい。私の意識が今、歪んでしまっているせいかもしれない。

　そのとき、足あし下もとを黒い塊かたまりが駆け抜ぬけた。

　白雨さんが顔を強張らせ、私を背に庇かばいながら剣を握にぎる。でも、すぐに腕うでを下ろした。

　悪あく魔まめいた角を持つ獣けもの──遠とお凪なぎさんと数頭の滸こ楽らくが、私たちのそばに来ていた。

「上はどうなったんだ。他の者は脱だつ出しゆつできたのか？」

　白雨さんの問いかけに、滸楽たちが目を細めた。肯こう定ていしたらしい。

　背に乗れ、というように顔を振り、尾おを揺らして合図をする。

「緋宮、一人で乗れるな？」

　ぼんやりしている私に懸け念ねんの目を向けて、白雨さんが尋たずねた。

　私は小さく頷うなずいた。なんだかすべてが、幕一枚隔へだてた向こうの世界にあるような気がしていた。心がこの現実に追いつかない。

「落ちないように、ちゃんと摑つかまるんだ」

　動きの鈍にぶい私を急せかしながら滸こ楽らくの背に乗せたあと、白雨さんは強い口調で注意した。

「緋宮、しっかり！」

　うん、と私はもう一回、小さく頷いた。ぶれる視界をなんとかしようと、片手で目元をぎゅっと拭う。そのときに初めて、たくさん涙を流していたんだと気がついた。

「走れ！」

　遠凪さんを先頭にして、私たちを乗せた滸楽が走り出した。

　わずかに穢けがれの痕あとが残っている涸かれた川を横に見ながら、砂じや利りの地面を疾しつ駆くする。次し第だいに木々の数が増え、川痕が蛇だ行こうして細くなっていく。勾こう配ばいの急な場所をわざと選んでいるんだ。

「矢がくる！」

　横を走る滸楽に乗った白雨さんが叫んだ。ひゅんっと音を立てて、矢が次々と飛んでくる。その何本かは木々に刺ささった。反対側へと消えていくのもあった。

　ここでやっと私は正気を取り戻もどし始めた。

　──私を降ろして。緋ひ宮みやの私が残れば、時間稼かせぎができる。

　そう言いたいのに、喉のどが痛くて、声にならない。

　私は滸楽の毛を引っ張った。だけど遠凪さんがとまらないからか、私を乗せた滸楽もそのまま走り続けた。空気を裂さいて飛んでくる矢を避よけるうちに、私たちは高い場所へと追いつめられた。そのことに、嫌いやな予感がした。

　ふいに先頭の遠凪さんが、動きをとめる。

「──崖がけだ」

　白雨さんは乱れて頰にはりついた短い髪を乱暴に指で払いながら、舌打ちした。

　これ以上は進めないみたいだった。あと十メートルもないところに崖がある。

　水の流れる音が聞こえた。川がその下にあるのかもしれなかった。穢れの川とは別のものだ。

　私は必死に白雨さんに視線を送り、滸楽の背から降りた。ここに私たちが残り、そのあいだに、遠凪さんたちには逃にげてもらうべきだ。……別れたほうがいい。

　意図に気づいた白雨さんが、眼まな差ざしを揺らした。離れがたい感情を抑おさえるように唇を嚙かみ締しめ、すばやく地面に降り立つ。

　私たちを乗せていた滸楽が困こん惑わくした様子を見せ、鼻先で足をつついてきた。それから遠凪さんの指示を求めてそちらへ顔を向ける。

「ここで別行動だ。おまえたちは向こうへ行け」

　白雨さんはわざと突つき放す口調で告げた。遠凪さんが耳をぴんと立てて私たちを見上げる。私は身を屈かがめ、遠凪さんの顔をわしわし撫なでた。

　お互たがい、無事に再会できるように。叶かなうだろうか？

　一言、別れの言葉を告げたいのに、やっぱり声が出ない。

　──さあ、行って。

　遠凪さんの身体からだを押し、他の滸こ楽らくたちにも『逃げて』と手を振る。

　遠凪さんは一度、腹立たしげにくるりと一周し、私の腕を尾ではたいた。ごすっと鼻で私の頰を押したのち、横手に広がる木々へと走り出す。

　滸楽たちが少し寂さびしげに私と白雨さんを見上げ、遠凪さんに続いた。

「緋宮、せめて木こ陰かげのほうへ──」

　ひゅんっと、こっちに向かってまた矢が飛んできた。

　白雨さんは私を背に隠かくし、矢が放たれたほうを睨にらんだ。

「射るな!!　緋宮に当たってしまう！」

　少しの間のあと、複数の獣が接近する荒あらい足音が近づいてきた。

　──胡こ汀てい。

　片方の目め尻じりにある神秘的な刺青いれずみ。端たん整せいな面おも持もち。なすすべなく、心を持っていかれる。

　私は全身に力を入れた。大好きな飼い主様の後ろから、剣士のような装しよう束ぞくに身を包んだ司し義ぎさんや護衛の一団が司し狼ろうに乗って続々と姿を見せる。

　私は胡汀と司義さんを見比べた。凍った目をしている胡汀とは反対に、司義さんは薄うつすらと笑っていた。遠凪さんと似ているのは、その美しい顔だけ。

　この人の笑い方は嫌きらいだと、心底思ってしまった。

　だって遠凪さんは冷たく見えるけど、本当はあたたかい心の持ち主だ。

　司義さんは逆で、とても残ざん酷こくな人だもの。

「……緋宮、ご無事か、とお訊ききしてもよいものか」

　司義さんは司狼から降りると、偽にせ物ものの困惑を宿した柔やわらかな苦く笑しようを見せた。

　剣士たちも一いつ斉せいに音を立てて地面に降りる。……胡汀も。

「これは由ゆ々ゆしき事態のようだ。けだものに攫さらわれた憐あわれな女め神がみを救出に来たはずが、どうも思い違ちがいであったらしい。──緋宮は、滸楽を庇っておられるな？」

　私は白雨さんの背から出て、司義さんを睨んだ。

　口を開こうとして、未いまだ声が出ないのに気づく。

　──こんなときに、私ったら！

「……緋宮」

　感情の失うせた声に、私は慌あわてて顔を上げた。胡汀。

　彼がこっちを見み据すえたまま一歩を踏ふみ出した。

　すると、その動きを制するように司し義ぎさんが片手を上げた。

「ならぬ。緋宮の身は、我ら回かい絽ろ廷ていで預からせてもらう」

「……なに？」

「蒸む槻きの怨おん敵てきたるけだものと、気高き天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えいたる娘むすめが通じている。緋ひ剣けんのなかにも緋宮に倣ならい、蒸槻を裏切る者がいるようだ。……そう、緋剣とは緋宮をなによりも優先する者たちだったな。おまえに預けては逃とう亡ぼうの手助けをされかねない。信用ならぬ」

　胡こ汀ていが司義さんのほうに顔を向けた。

「滸こ楽らくと緋宮が通じていると？」

「先ほど、まるで恋こい仲なかのように口付けていたのでは？　違うか、緋宮？」

　胡汀はなにかを思案するように、少し俯うつむいた。

　ふっと上げた顔には、微び笑しようが浮うかんでいる。私は知らず知らずのうちに全身を強こわ張ばらせていた。その無情な、銀色の輝かがやき。──星ほし神がみの証しるし。

「女神。こたびの世でも私を打ちのめすのか」

　また一歩、私のほうに足を踏み出す。それを司義さんが冷たくとめる。

「ならぬと命じたのだが。おまえはわかっていないようだ」

　回絽廷に仕える側の剣けん士したちが一斉に、胡汀へと刃やいばを向けた。

　もちろん、胡汀側の剣士もいる。彼らも司義さんたちへと剣けん先さきを向けた。でもこちらの剣士たちには戸と惑まどいが見えた。

　胡汀が片手を腰こしに当て、上品な笑えみをこぼす。

「いいや、わかっていないのはおまえたちだ。私に殺されたくなくば、引くがいいよ」

「──私に向かって脅おどしを吐はくのか？」

「蒸槻の今いま帝みかど。おまえの相手はあとだ」

「……なにを言っている？」

　司義さんが訝いぶかしげに尋ねた。胡汀の様子がおかしいと、やっと気づいたみたいだった。

　私は言葉を発せない自分にやきもきしながら拳こぶしを握った。

　──胡汀、ダメだよ、抑えて。

「ああ、そうだ。思い出した……私は間ま違ちがっていた。陽女神が唯ゆい一いつ求めていたのは、けだものではなかった。ともに逃げたから、てっきりそうだと思い違いを──陽女神はいつもただ一人だけしか、愛していないのに」

「なんの話をしている！」

　司義さんが苛いら立だったように胡汀の腕うでを摑つかむ。

　一方の胡汀は焦あせりも恐おそれも浮かべず、むしろ傲ごう然ぜんと司義さんを見み遣やった。

「私にさわるな、けだものめ」

「──なんだと？」

　司し義ぎさんは怒ど気きを消し、目を見開いた。

「まったく蒸む槻きの神々には驚おどろかされる。どこまでも醜みにくく捩ねじれたこの限りなき穢え土ど。神は神をも裏切るゆえに、人の世もまた裏切りばかりだ」

「おまえ、今、私になんと言っ……」

　胡こ汀ていは冷ややかに薄うすく笑い、司義さんの腕を無造作な動きで振ふり払はらった。




「陽ひ女め神がみは今も昔も、月神しか選ばない」




　そう言って胡汀は片手を突とつ然ぜん、虚こ空くうに差し伸のべた。

　手のひらから鮮あざやかな炎ほのおが生まれ、見る間に鳥へと変化する。炎の鳥は魚のような長い尾おをしならせると、一直線に飛んでいった。木陰から駆かけつけてきた悪あく魔まの角を持つ獣けものへと。

「あいつ、なぜ戻もどってきた！」

　茫ぼう然ぜんとしていた白雨さんが我に返り、舌打ちでもしそうな声で叫さけぶ。

　──遠とお凪なぎさん。どうして。

　私はとっさに駆け寄ろうとした。なんで遠くに逃げなかったの！

「緋宮、動くな！」

　白雨さんは慌てて私の腕を摑み、引き止めた。争う獣たちに、視線が釘くぎ付づけになる。

　獣は胡汀の術で生まれた鳥に飛びかかり、優美な長い尾を牙きばで引きちぎった。

　鳥が抵てい抗こうするように真しん紅くの炎ほのおを吹ふき付けてくる。その攻こう撃げきをすばやくかわして、獣は鳥の首に嚙み付こうとした。鳥が一度宙へ逃げ、急降下して狙ねらってきた。

　それを再び避よけて、獣はざっと崖がけの際きわにある大岩の上に飛び乗った。

　次の瞬しゆん間かん、獣けもの姿すがたは搔かき消えて、美び貌ぼうを宿す青年の姿へと変じた。悪魔めいた角はそのままに、雅みやびやかな衣装をまとう王に。

「化け物だ！　矢を打て！」

　剣士たちがこの変身を目にして、一斉に矢を放った。けれど。

「──やめよ!!　射るな！」

　司義さんが大声を上げた。

　彼の瞳ひとみは大きく見開かれている。悪あく霊りようを前にしているかのように。

　その眼まな差ざしの先には、似た顔立ちの遠凪さんがいる。

「……おまえ……」

「なるほど。これは似ているか？」

　遠凪さんはつまらなそうに呟つぶやき、司義さんを冷然と見つめ返した。

　司義さんは恐きよう慌こう状態に陥おちいったように数歩後退した。

「ばかな……、なぜ、こんな」

　遠凪さんと──滸こ楽らくの王と自分の容よう貌ぼうがまるで兄弟のように似ている事実に、司し義ぎさんは激しくショックを受けている。

　一方の遠凪さんはすぐに関心を失ったらしく、むしろ胡こ汀ていのほうを警けい戒かいしていた。

　もっというなら、彼の後ろを。

「まこと、同族を裏切るとは……」

　怒いかりを抑おさえた低い声で遠凪さんは呟いた。……同族？

　私は急いで彼の視線を追った。胡汀の背後から、数頭の獣がゆっくりと現れる。

　滸楽だ。白雨さんと未み不ふ嶺ねさんを発見したときに周囲の偵てい察さつへと向かったはずの。

　──本当に彼らが仲間を売ったんだ。

　私は信じられない思いで彼らを見つめた。『人』のように、滸楽が裏切りをしでかした。

　彼らは、するりと獣の形を解き、人の姿へと変じた。

「遠凪様……」

「呼ぶな。穢けがれる」

　遠凪さんは容よう赦しやなく拒きよ絶ぜつした。彼らは一いつ瞬しゆん唇くちびるを嚙かみ締しめたあと、遠凪さんを激しく睨にらんだ。

「あなたはわかっておられぬのだ。『人』との対立は我ら一族の一層の滅ほろびを招くだけだと」

「……『人』に媚こび諂へつらうために、一族を捨てたか。蒸む槻きの帝の足でも舐なめて、尾を振ふったか。犬のように」

　遠凪さんの嘲ちよう笑しように、彼らは、かっと顔を赤く染め、屈くつ辱じよくをあらわにした。

「王の狭きよう量りようが我らを苦しめているのだ！　一族の内には、『人』と手を結ぶべきと考える者がどれほどいると？　頑かたくなに拒こばむのは、この津つ杙ぐいや翁おきならの地だけだぞ！」

「そうとも、我らは知っているからだ。『人』は我らをただ利用し、搾さく取しゆするつもりなのだと。価値が失うせれば、皆みな殺ごろしにされるだろう。これほど明らかなことはないというのに、目先の餌えさのみに心奪うばわれ、やすやすと騙だまされるとは……」

　深い失望がにじむ遠凪さんの叱しつ責せきに、彼らは意地になった様子で声を張り上げた。

「ではこのまま滅びを待てと!?　あなたこそ、いつまでくだらぬ因習に縛しばられるのか。一族を見よ、口では『人』を罵ののしりながらも本音は違う。『人』を羨うらやみ、果てもなく羨み……『人』の姿ばかりを選んで暮らしているではないか。そうだ、我らのなかには既すでに獣の姿にすら変化できぬ者まで生まれている！　我らは『人』となるのだ！」

「遠凪様とて『人』を妬ねたんでいるだろう。だからこそ『人』の女との契ちぎりを認めているのでは!?　我らのなかにはもはや、『人』の血が流れている。いつまでも惨みじめな『けだもの』の暮らしなどやってられるか……!!」

「蒸槻の帝が確約した。滸楽の王を──抵抗する者らを差し出せば、一族を蒸槻に迎むかえ入れてくれると！」

「──愚おろか者どもめ」

　遠凪さんは静かな瞳を彼らに向けた。

　その眼差しに皆みな、気け圧おされたように口をつぐんだ。

「誇ほこりを捨てたときこそ、真の『けだもの』ではないか。おまえたちは殺す価値もない」

　そう言って、遠凪さんは視線を外した。彼らの存在を自分のなかから消し去るっていうみたいに。彼らは途と端たんに縋すがる目をした。

　でも、二度と見ようとしない遠凪さんの態度に顔を歪ゆがめ、一歩、また一歩と後退する。

　そして、彼らは最後に獣の姿に戻り、駆け去った。

　──彼らは今後、どこで暮らすんだろう？　人の世界で生きていけるんだろうか。

　どうしても、その光景が想像できなかった。

　遠凪さんは吐と息いきを落とし、大岩からゆっくりと降りると、私と白雨さんに手を差し伸べた。

「……清きよ姫ひめ、女。こちらへ。ともに来い」

　──え？

「わたしは『人』とは違ちがう。おのれのために、見捨てはせぬ」

　遠凪さんの一言に、白雨さんが驚いたように肩かたを揺ゆらした。

　彼女の心が、蒸む槻きよりも滸こ楽らくに大きく傾かたむいたのがわかった。

　──白雨さん!!

　なんだか彼女を失ってしまいそうな気持ちになり、とっさに衣ころもを握にぎってしまった。

　白雨さんが私を見下ろし、手を強く摑んで遠凪さんのほうへ一いつ緒しよに行こうとする。

「阿あ呆ほ鳥どりめ」

　でも私は、その言葉に足を止めてしまった。胡こ汀ていの呼び方だった。視線をそっと向ける。

　胡汀が冷めた表情で私を見つめていた。神秘的な目め尻じりの刺青いれずみに、前よりも伸びた髪かみ。

　私の、好きな人。心を宝石箱に変えた特別な飼い主様。

「──皆殺しを望まぬならば、戻れ」

　目を瞑つむりたくなる。胡汀の口調で、星ほし神がみが残ざん忍にんな発言をするから。

「胡汀、どうかしている！　この滸楽はむしろ緋ひ宮みやを守ろうとしているだろう！」

　不信感でいっぱいの白雨さんの叫びに、胡汀は苦く笑しようした。

「だから、許せないのだよ」

　上品に衣の袖そでを払はらって近づく胡汀から目を離はなせなかった。冷れい酷こくな瞳の奥で暗く輝かがやく熱情。

　たとえ怒りや憎にくしみでも、それが私に向けられたものだったらどんなに嬉うれしかったか。

　──でも全部、陽ひ女め神がみだけが独どく占せんしているんだ。

　俯うつむきたくなったときだ。

「──殺せ!!　その者たちを殺してしまえ！　けだものと、けだものの誘ゆう惑わくに堕おちた者だ!!」

　司し義ぎさんが突とつ如じよ声を張り上げ、近くの剣けん士しから乱暴に弓を奪うばった。

　矢をつがえ、狙いをつける──けだものと呼ばれる彼に。

　だめ、彼を殺しては、だめ。

　私は夢中で走り出した。陽ひ女め神がみの訴うつたえに押されたのか、それとも自分の意志だったのか。

　こっちを見つめる彼が、驚おどろいた顔をした。

　司し義ぎさんが弓を引く。大気を割って飛んでくる矢。

　私は彼に精せい一いつ杯ぱい手を伸のばした。やっと声が、喉のどから放たれた。

「──兄君様」

　私の言葉に、彼は茫然と立ち尽つくした。矢が飛んでくるというのに。

　大切な、その彼の衣を摑つかみ、勢いよく自分のほうに引っ張った。飛んできた矢が彼の……遠とお凪なぎさんの角すれすれをかすめた。再びの矢。私は安全な地面の側へと遠凪さんを突つき飛ばした。地面に膝ひざを落とした遠凪さんが、我に返ったように私を見上げた。

「清姫」

　視線が合ったとき、三本目の矢が飛んできて、上じよう腕わんの肉を軽く抉えぐった。その衝しよう撃げきに私はよろめいた。足が岩の端はしにあたって、重心を崩くずしてしまう。身体からだが後ろ向きに倒たおれ、そして。

　──崖がけが。

「緋宮!!」

　白雨さんが悲鳴を上げた。

　ふわっと身体が宙に浮うく。

　──私、死ぬの？

　ぽかんとそんなことを考えた。救いを求める目に映ったのは、冬の空。白いものが落ちてくる。雪だ。唐とう突とつに思い出す。黒と白の夜。雪祭り。柱の上に──彼がいた。

　──ああ、兄君様。あなたにもう、ひとかけらの想おもいも、この手も届きはしないのか。

　ふんわりと宙に浮いた身体は、瞬まばたきひとつのあと、地上へと一直線に吸い込まれていく。

　ばさばさと衣の裾すそがはばたきのような音を立てた。髪がすごい勢いでなびいていた。

　私、本当に阿呆鳥だったらよかったな。空を飛べたのに。

　ちりっと、赤い粉が落ちてきた。次の瞬きのあと、視界に広がったのは炎ほのおの翼つばさだった。

　──あ。

　ぎゅっと、誰だれかの腕うでによって乱暴に身体が抱かかえ込まれた。銀色の瞳ひとみが私を見ている。星神だ。彼の背中に生えていた炎の翼は、大気を打つたびに脆もろく崩れていく。

　そうか、術で生み出した即そく席せきの翼で、だから二人分の体重なんか支えられるはずがない。

　なのに、星神は、私を助けようとして崖を飛んだの？

　──どうして？

　壊こわれて、鱗りん粉ぷんのように散っていく炎の翼。その軌き跡せきを見た。

　そこで、意識は途と絶だえた。







　五章







「──んん」

　頭が重い。徹てつ夜やしたときのように目眩めまいと耳鳴りがひどかった。

　背中も腰こしも、ずきずきと痛む。全身打だ撲ぼく状態じゃないかっていう感じだ。

　どうやらその痛みのせいで意識が目覚めたらしかった。私は渋しぶ々しぶと瞼まぶたをこじ開けた。

　視界を占しめるのは天てん井じようの梁はりだった。ゆっくりと視線を巡めぐらす。

　素そ朴ぼくな造りの、見知らぬ狭せまい部屋。

「ここは……」

　恐おそる恐る上半身を起こす。背骨がぽきぽきと鳴った。身体が強こわ張ばっているせいで、これだけの動きでも一苦労。私は一度、けほっと咳せき込んだ。喉が異様に渇かわいている。

「どこ？　滸こ楽らくの住すみ処かとも違う……」

　分厚いござに敷しいた織しよく布ふの上に寝ねかされていたみたい。

　窓はなくて、脇わきに置かれている盆ぼんの上に、今にも消えそうな蠟ろうがあった。

「倉庫？　でも日常品もあるようだし……寝しん室しつっぽいかも」

　随ずい分ぶんと物が溢あふれている。ござのそばにも、なにに使うのかわからない藁わらの束や入れ物、長持、洗せん濯たくされたたくさんの布などが置かれている。

　木材を組んだ壁かべにも、麻あさ袋ぶくろや乾かん燥そうさせた草の類たぐいがめいっぱいぶら下がっていた。

　整然とした帰き鼓こ廷ていの宮とは違って、生活感がある寝ね間まだった。

「どこかの集落の部屋なのかな。でもどうして私がここに？」

　自分の身体を見下し、首を傾かしげる。いつの間にか質素な衣に着き替がえていた。目が粗あらく、袖の短い褞袍どてらのようなものだ。そろりと自分の上から掛かけ毛布をどかしたときだった。

　出入り口の戸を開けて、誰かが入ってくる。

「──あら、気がついた？」

　四十代くらいの、気の良さそうな女性だった。私は硬こう直ちよくした。誰だろう？

　やっぱりここは滸楽の住処でも帰鼓廷でもない。着ている衣の種類がなんとなく違う。袖も丈たけもシンプルで短く、そのかわりに鮮あざやかな刺し繡しゆうの入った細めの腰こし帯おびを用いている。足あし下もとの裾も、それと似た帯でぎゅっと縛しばっていた。髪かみは編み込みにしてまとめている。

「さあ、まずは薬湯を飲んで」

　彼女は快活に笑いながら私に、大おお振ぶりの椀わんを差し出した。

　ぷん、と恐るべき臭においがそこから漂ただよい、私は色々な疑問を脇にのけて戦せん慄りつした。

　口に含ふくんだだけで失神しそうな臭いなんですが、コレ。

「寝たふりをしないで、飲みなさいって。毒じゃあないのよ、もう」

「……す、すみませんが、眠ねむくて」

「噓うそおっしゃい。ぱっちりと目を開けていたでしょうに」

　なんて明るく強ごう引いんな人だ。弱々しく崩れ落ちてみたというのに、少しも騙だまされてくれない。力強く上体を起こされ、ヤバイ臭においのする椀を口にあてがわれてしまう。

　私は観念し、口を開いた。

　正体は謎なぞだけれど、邪じや悪あくな気配は感じない。とりあえず、こういうタイプには逆らっちゃだめだと私の勘かんが告げている。……飲んでも死にませんように。

「ううっ、ま、まずっ」

「よしよし、飲んだわね」

　あまりのまずさに今度こそ本気で崩れ落ちた。そんな私の様子を見て、女性がけらけら笑う。

「あんた、どこのお姫ひめ様か知らないけれど。あたしに助けられてよかったわねえ」

「あ、ありがとうございます……あの、ところで、ここは」

　涙なみだ目で見上げる私の前に、女性はどしっとあぐらをかいた。

「のさら、という集落よ。あたしは由ゆ良らっていうの。あんたみたいな子、よく拾うのよねえ、ここって。ちょうど国ざかいにあるもんだから」

「は、はあ」

「身分違ちがいの恋こいっていうの？　男と手に手をとって国から逃にげてきたはいいものの、山暮らしの苛か酷こくさを知らないせいで行き倒だおれたりねえ。うちの集落は、あれよ。どこにも属してないからね？　とにかく、みぃんな拾ってきちゃうのよ。だってそういう子たちは、ほら、いい装そう飾しよく品を持ってるじゃない？　助けるかわりに、もらっとくのよね。あんたの持ってた飾かざり物もね、いただいといたわよ。いいわよね？」

　すこぶるあっけらかんと言われたので、私は素す直なおにこくこくと頷うなずいた。

「あ、悪いけれどね？　そういう子たちって追っ手が来る場合が多いのよね。そのときは、あたし、自分の身が可愛かわいいからねえ、すぐ相手に引き渡わたすわよ？　あんたの事情もこれっぽっちも知りたくないから。言わないでね。深入りして巻き込まれたくないし。でも、ま、そんなに非情でもないから。身体がよくなるまでは面めん倒どうみちゃうから」

「ご、ご迷めい惑わくをおかけしまして、その……どうもありがとうございます……」

　私はもごもごとお礼を述べた。すごい人だ。よくわからないエネルギーに溢れてて、毒気がない。結構厳しい発言なのに、まったく嫌いや味みもない。

「いいって、いいって。あんたの持ってた飾り物、すっごく上等だったし。あんたの連れの男も、いい品持ってたし。おかげでしばらくは楽に暮らせるわあ」

「──え？」

「あんたよりも、連れの状態のほうが深刻かもねえ。まだ目覚めていないしね。ところで、やっぱり身分違いの恋なのかしら？」

「連れって……」

　記き憶おくが勢いよく頭のなかを駆かけ巡った。ぼさっとしている場合じゃない。私、どうしたんだっけ。確か滸こ楽らくの住処にいて、そこに司し義ぎさんたちが現れて──崖から落ちたはず。

　でも、一人じゃなかった。危険を承知で飛び降りてきた人がいたじゃないか。

「どうして川に流されたの？　真冬だったら凍とう死ししてたわよ。でもあんたの連れ、やるわねえ。いかにもあんたを助けてから力尽きたって感じだったもの。あたしが見つけなかったら川かわ縁べりに引っかかってたあんたの連れ、そのまま流されてたわよ？」

「……胡こ汀てい」

「胡汀？　あんたの連れの名？　しっかしあんたの連れ、いい男ねえ！　目を疑っちゃったわ。あ、怪け我がもしてたから、手当てのために身体からだを確かめたんだけど、まあ、いい男は身体も立派ねえ……あんた、いい相手を見つけたわ。……って、ちょっと、な、泣かないでよ！」

「胡汀は……」

「死んでないから、泣き止やみなさいって！　隣となりの寝間に休ませてるから！　言っとくけどね、あたし、夫がいるから。奪うばったりしないから」

「胡汀」

「こら、あんた！　まだ動いたらだめよ。四日も目覚めなかったのよ」

　四日。私は茫ぼう然ぜんとした。それで、このだるさなのか。

「他ほかにも、誰だれかいますか？」

「あんたの男以外ってこと？　悪いけど、あんたたち二人しか拾ってないわねえ……ってなにしているの。おとなしく寝ていなさいって」

「……あの、でも、胡汀の顔を見たくて」

「まあ、あんた。恋する女なのねえ。一いち途ずな女は好きよ。でも、ま、歩けないでしょ。あんた軽いし、おぶったげるわ」

「あ」

　由良さんは私の腕を摑つかむと、荷物でも担かつぐようにあっさりと背に乗せ、寝間を出た。

　通路はなく、大きな囲い炉ろ裏りを中央に置いた居間が設けられている。

　どうやらこの居間を軸じくに、複数の部屋や倉庫が造られているようだ。

　私がいた寝間の隣にも、同じ広さの居室があった。由良さんは迷いなく戸を開け、なかへ入った。そこもやはり、生活用品が溢れる雑然とした寝間だった。

「ほら。無事でしょ」

　由良さんは私を隅すみに敷かれてあるござの横に下ろした。

「胡汀……胡汀」

　確かに胡汀が寝かされていた。あたたかそうな毛布がきちんと身体にかけられている。

　目の横に少し痣あざがある。崖がけから落ちた際にぶつけたのかも。下が川で、それで命拾いしたんだ。息もちゃんとある。とても運がよかったんだろう。こうして二人とも、生きている。

「揺ゆすったらだめよ。あんたの連れ、肩かたが外れてたし、腕うでにもひびが入ってるわねえ。足首も痛めてるわ」

「えっ……」

「肩はね、はめといたから。でもしばらくは安静に……っていうか、この人、全然目覚めないわねえ」

　私は恐る恐る胡こ汀ていの顔に指を伸のばし、目にかかっていた髪かみを梳すいて横に流した。唇くちびるがかさかさしているのに気づく。

　すぐそばに、水の入った椀が置かれていた。それで指先を湿しめらし、胡汀の唇を慎しん重ちように撫なでる。

　そうするうちに涙が出てきて、ついにしゃくりあげてしまった。

　十分潤うるおうまで唇を湿らしたあと、毛布からはみ出ていた胡汀の指を見つけ、そっとさわる。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　なにに謝ればいいのか。たくさんありすぎて、わからなかった。

　胡汀が目覚めなかったらどうすればいいんだろう。
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　──星ほし神がみが陽ひ女め神がみを好きだっただけで、知夏なんていなくてもいいんだ。嫌いやというほど思い知らされ、胸が張り裂さけそうだった。だから滸こ楽らくの住すみ処かに連れてこられたとき、焦あせるのと同じくらい、どこかで安あん堵どしていた。なにもかも見て見ぬふりをしてしまいたい、もう苦しい思いをしたくない、優やさしいものだけほしい。だって私、この世界に来てからずっと頑がん張ばってきたじゃない。なのにいつまでたっても恐おそろしいことが起きるんじゃないかと怯おびえたままだ。ひどすぎる。やっと願いが叶かなったと思ったら、とことん打ちのめされる。その繰くり返し。

　滸こ楽らくの暮らしは、つかの間であっても私を癒いやした。心がぐんと引き寄せられた。

　でも、どれほど自由で、安らかであっても、だめだ。

「もういい、胡こ汀ていがなんであってもいい。死んだら嫌だ……」

　私が泣き止むまで、由良さんは静かに待っていてくれた。
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　胡汀は翌日になっても目を覚まさなかった。

　この時季はもう、効能のある薬草も生えていない。由良さんもお手上げのようだった。

　私はしょんぼりと家屋の入り口前にある階きざはしに腰こし掛かけ、膝ひざをかかえていた。

　よく晴れた冬空の下、時折寒風が吹ふき抜ぬける。

　この〈のさら〉は百人にも満たない小さな集落だ。

　蒸む槻き寄りながらも多少異国の風情が漂ただよっている。険しい山々に囲まれた、すり鉢ばち状の集落で、ぽつぽつと離はなれた場所に屋根の反った高たか床ゆか式の家屋が建っている。

　のどかな光景だった。中央の低地にどっしりとした平屋が並び、大きな広場が設けられている。きっと集会場なんだろう。

　集落の端はしには川が流れており、家屋の合間を縫ぬうように細長い田畑が作られていた。

「みんなも、無事なのかな」

　遠とお凪なぎさんや白雨さんは大だい丈じよう夫ぶだろうか。朝火さんや伊織、未み不ふ嶺ねさんはどうなったの。

　真智さんや洲す沙さたちは、逃げ切ることができた？

　帰き鼓こ廷ていの様子も気にかかるし──それに、司し義ぎさん。

「どうやったら帰鼓廷や滸こ楽らくたちと連れん絡らくが取れるんだろう……」

　滸楽の住処がある地から、のさらは随ずい分ぶんと離れている。

　私と胡汀が倒たおれていたのはずっと北のほうで、由良さんと夫は珍めずらかな石材を切り崩くずすため、偶ぐう然ぜんその一帯を通ったとのことだった。この季節に、濡ぬれた衣服で倒れている私たちを放置したら間ま違ちがいなく命を落とすだろうと慌あわて、のさらに運び込んだらしい。

　それにしても集落の住民は、由良さんと同じく豪ごう放ほう磊らい落らくな性格の持ち主が多いみたい。

　私が階に座り、縮まっていると、どこからともなく住人が現れ、励はげましの声をかけてくる。

「ほら、落ち込むな！　これ、さっき焼いた草くさ餅もちだ。食え」

「ありがとうございます……」

「そんな暗い顔すんなよ。あんたの連れ、そのうち起きるって」

「俺ならこんな若い娘むすめを一人残して死ねねえな！　もったいない」

「いいよなあ、若い娘に慕したわれるって……」

　小山のような体たい軀くの男性たちが、しみじみと頷うなずいた。

　それを、女性たちが呆あきれた目で見ている。

「まったくあんたたちは……。ねえ、あんた。知夏って言ったわねえ」

　女性の一人に顔を覗のぞき込まれ、私は力なく頷いた。

「安心しなさいって！　ここね、〈幸さちあり地〉って言われてるの。あたしらにはよくわからないんだけどね、巫女みこ様が、『近くに神様の通り道があるから、護まもりが強い』って言うの」

「……通つう門もんがあるんですか？」

　顔を上げた私に、女性陣じんが力強く同意した。

「そうそう、その通門。巫女様もそう言ってた。あんたよく知ってるわねえ。……それで、ここは神様が寄り道するから、いろんな恩おん恵けいがあるってわけ」

「昔、探したこともあったけど、見当たらないわよね。通門なんて本当にあるのかしらねえ」

「巫女様にしか見えないっていうから、仕方ないわ」

　女性たちが賑にぎやかに話し合う。今の会話で、希望が生まれた。しっかりしないと。

　通門があるなら探してみようか。そこから神様と連絡を取れるかも。

　この地は、私がいくら呼びかけても碁ご子こちゃんを招いてくれない。

　椰や真まちゃんもやっぱり現れてはくれなかった。でも、できることはまだある。

　立ち上がろうとしたとき、水を汲くみに行っていた由良さんが戻もどってきた。

「あんたたち、邪じや魔ま！　知夏も、なかへ入りなさい。身体が快復しきってないんだから、動き回っちゃいけないわ」

　由良さんは皆みなを追い返すと、私に向かってしかめっ面つらを見せた。

　通門を探すのは、夜にしよう。

　そう決めて、私は素す直なおに由良さんに従い、胡こ汀ていの寝ね間まへ行く。

　胡汀の横に身を丸めながら横たわり、今後についてを考えた。まずは、胡汀が目覚めるまで待つ。それから白雨さんたちを捜さがして、朝火さんとも話をして……。

　滸こ楽らくたちは、隠かくれ家に辿たどり着けただろうか。

　答えの見えない問いを頭のなかで何度も繰り返すうち、瞼まぶたが降りてくる。

　由良さんの言う通り、私もまだ十分行動できるだけの体力が戻っていないようだった。

　意識が沈しずみかけたとき、由良さんが慌てた様子で飛び込んでくる。

「ちょ、ちょっと、見て！」

「……どうしたんですか？」

　身を起こす私の前に、由良さんがなにかを差し出した。不思議な苔こけ塗まみれの小石に見えた。

「信じられないわ、今ね、裏に薪たきぎを取りに行こうとしたら、やけに大きな兎うさぎが現れたのよ！」

「兎？」

「そう！　その兎ったら、階にこれを置いて去って行ったの。これ、薬くす芽めよ。夏にしか採れない薬用の筍たけのこ。なんで兎が持ってくるの？」

　──まさか。

　私は由良さんの手にあるそれをまじまじと見つめた。その大きな兎って……兎と神がみ様？

　通門を渡わたって持ってきてくれたの？　もしかして以前の恩返し？

「あんたって……よくわからないけれど、すごく運のいい子なのねえ。うちの夫ね、巫女様ほどじゃないけど勘かんのいい人なのよ。小さな頃ころは通門も見たことがあるんだって。石を採りに行ったとき、夫が向こうになにか感じるっていうから、少し遠回りしたの。そしたらあんたたちを発見したでしょ。驚おどろいちゃって。……ちょっと待ってなさい、煎せんじてあげるからね」

　慌ただしく寝間から出る由良さんの背を見つめ、私は微笑ほほえんだ。

　兎神様、どこかで私がここにいるって聞きつけてきたんだろうか。

「……ありがと、兎神様」
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　胡こ汀ていが起きたのは、それから丸一日が経過したのちだった。

　兎神様がくれたに違ちがいない薬をせっせと飲ませ、着き替がえをさせたあとで私はいつの間にか横でうたた寝ねをしていた。

　意識がふわっと浮ふ上じようしたのは、頰ほおをさする優しい感かん触しよくのせいだ。

　この指を知っているなあ、としんみり幸せに浸ひたり、また眠ねむりの世界に落ちかけて……がばっと起きた。寝ているあいだにかけられていたらしい毛布が肩かたから滑すべる。

「こ、胡汀！」

　織しよく布ふの上に片かた膝ひざを立てて座っている胡汀がいた。なにも言ってくれない。ただじっとこっちを見つめるだけだ。その瞳ひとみは銀色だった。冷ややかな表情も崩れない。

　それでもかまわなかった。私は感かん極きわまり、胡汀に飛びついた。

「よかった、起きた……！」

　うわああ！　もうほんと、二度と目を覚まさなかったらどうしようって不安でたまらなかったんだよー！

「ああっごめん、まだ腕うで痛いよね、あっ足も動かさないでね、すごく腫はれているの。脇わき腹ばらにも怪け我がが……他ほかに痛いところある？　まだ血の気がひいてるから横になってないと」

　泣きそうなのを我が慢まんするため、私は一気に話した。

　夢じゃないよね？　胡汀、ちゃんと起きたんだよね。

「ごめん、うるさくしたらいけないよね。静かにする。でも、眠る前にもう一回薬飲んでね」

「──落らく胆たんした？」

「……え？」

　ふと胡こ汀ていが私の肩を押し、身を引き剝はがした。

　びっくりする私の両手首を摑み、自分の顔に触ふれさせる。

　胡汀はわざとのように華はなやかな笑えみを見せた。いや、胡汀の笑みじゃなくてそれは。

「緋ひ宮みやの愛する『胡汀』ではなく、私だと気づいているだろう？」

　私を傷つけるためにそう言ったんだとわかったけれど、ごめん、つい別のところに反応した。

「待って、そんな、愛するとか、わ、私だって乙女おとめな一面もあるんですよ、恥はずかしい！」

　珍ちん獣じゆうでも見るかのような目なんですが、胡汀さん。

「それにですね、何日ぶりの胡汀？　ああ、私ってば胡汀成分が不足していた……だめだっ、なんかどきどきする！　ちょっとしばらくのあいだ、こっち見ないでください」

「……」

　ますます異物を見る目になってきた。

「なんのつもりだ？」

「なんのって、乙女な緋宮のつもりで……やばい、ときめきが溢あふれすぎる」

「私を見て、わからない？」

　ぐっと私の手首をさらに引き寄せ、顔を近づけられた。いやほんとに噓うそじゃなくて、久しぶりの胡汀だから、心臓が勝手に跳はねまくっているんだってば。

「私はおまえの求める『胡汀』ではないよ。『星ほし神がみ』だ」

　私は慌てて少し身を引いた。

「喜ぶ振ふりなどされてもね」

「振りじゃないよ！　とても嬉うれしいもの」

　力説しても、眼まな差ざしは冷たいままだった。どういえば、この悶もだえる恋こい心ごころをわかってもらえるのか。──それとは別に、少しずつ気づいたことも。

　私は座り直して姿勢を整え、ぼんやりと固めつつあった考えを口にした。

「胡汀と星神様は、二人でひとつに見えるよ。……なんていうのか、星神様が転生して、この時代に合わせるために胡汀っていう魂たましいになったのかな、って思ったんだ。だから完全に別人格として切り離はなせるものじゃないのかなあって」

　胡汀は肯こう定ていも否定もせず、わずかに眉まゆをひそめた。

「私のときみたいに、綱つなを手た繰ぐり寄せるように陽ひ女め神がみの過去が引きずり出されて、それで吞のまれてしまうっていうより、今もリアル……昨日起きたことのように過去が生々しい。だからまるで……」

　星神は転生するたび、名前を変えて生き続けたというような。長い歴史を歩む途と中ちゆう、憎ぞう悪おを封ふうじるためにその意識を眠らせた。そこから派生する感じで時代に適した性格が作られる。

　それはあくまで星神の一部で、きっぱりと別の魂になったわけじゃない。

　でも、肝かん心じんの核かくとなる星神は普ふ段だん眠ねむっているから、こうして蘇よみがえったときにはなんだか別人格のように見えてしまうんじゃないだろうか。

　だって、星神に頼たよらずに『胡こ汀てい』は胡汀としてずっと生きてきた。

　だから胡汀自身も今は、ちょっと混乱している状態じゃないかと思ったんだ。

　なんでこんなふうに考えたかっていうと。

「陽ひ女め神がみの血を受け継つぐ人は同時代にたくさんいる。私の場合も架々裏さんとか。でも、星神は違うんだよね？　もちろん、過去には子どもを作った人もいるだろうけど……星神の魂自体はひとつのままで、こう、血脈っていうか、木の根みたいにたくさん分かれていくことはなかったんじゃないかな。間ま違ちがってる？」

　戸と惑まどいながら見つめると、胡汀は答えず、ふいに腹を立てた顔をした。すぐさま嗜虐的な笑みを見せる。……そんな表情もステキなわけですが。恋心って素す晴ばらしい。

「すると、どちらにせよ、今のおまえが入り込む余地などないのでは？　私も『胡汀』も、陽女神だけしか求めないことになる」

「……そっ、そうとは限らないよ！　人間って、ある日突とつ然ぜん、恋に落ちるんだよ！」

「人ならばね」

「う」

「再び月神に惹ひかれておいて、よくもそうぺらぺらと虚きよ言げんを……」

　胡汀が大きく舌打ちをした。荒すさんでいる。

「星神様って意外に素す直なおというか直情系……って、なに？」

「なぜ帰き鼓こ廷ていから逃にげた？　私から逃のがれるために、あの男の胸に飛び込んだ？　それでいて私を憐あわれみ、手当てをしたのか」

「えっ、ま、待って、月神って」

「憎にくき女神、おまえの前であの男の顔を引き裂さいてやりたい」

　胡汀はそう吐はき捨てると、私の手首を握にぎり直し、指に力をこめた。

　私は私で、よくない感情がもやもやとわき上がってくるのをとめられなかった。

　その瞳を隠かくしてしまいたくなる。陽女神だけを慕したう眼差しなんて。

「……なぜおまえが不服そうな顔を？　それは私だろう」

「陽女神じゃなくて『知夏』な私には、怒おこる権利がいっぱいあると思います」

「なんだって？」

　胡汀も少し悩なやむべきだよ。そう思い、睨にらみ返したときだ。

　ばさっと簾すだれの上げられる音。私たちは、火花を散らすのをやめて、はっと入り口に顔を向けた。室内に入ってこようとした由良さんが、目を丸くして動きを止める。

「あら、目が覚めたのね、よかったわあ！　……って、邪じや魔ましてごめんね、出直すわ」

　私たちを見比べ、由良さんはなにかを激しく誤解したらしい。すまなそうにしつつも見事にえろえろしい笑みを浮うかべ、そそくさと去ろうとする。

「ち、違う。違うんです。待って」

　にやにや笑いをおさめようとしない由良さんをなんとか引き止めた。

「いいのよ？　遠えん慮りよしなくとも。やっぱりそういう仲なのねえ。しかしあんた、目を開けてもいい男だわ……兄弟はいないの？　もしいたら、あたしの妹に会わせたいんだけど」

「由良さん！」

「この子ったら、あんたのそばを離れないのよ。ずっとしょげていてどうしようかと思ったわ。あんまり落ち込んでるもんだから、村落のみんなも可哀かわい想そうに思って、そわそわしちゃってねえ。あんたが死んだらこの子も命を散らしそうな風ふ情ぜいなんだもの」

「う、噓ですよ!?　私、普ふ通つうでした！」

「四六時中泣いていたくせに」

　由良さんの口に布を詰つめ込みたい。どうして胡こ汀ていの前でそんな恥ずかしいことを暴ばく露ろするんですか！　うわっ、この、胡汀の偉えらそうな微び笑しよう！

「目が覚めたといっても、何日も寝ね込こんでいたんだしね。怪我も治りきっていないから、ゆっくり身体からだを休めなさいよ。心配しなくてもあんたたちの飾かざり物で十分もとは取れてるから。薬湯、もってきたげるわ」

　由良さんは朗ほがらかに笑った。胡汀が不思議そうに目を瞬しばたたかせる。

　確かに私や胡汀が身につけていたのは山村では滅めつ多たに見かけない高価なものだろう。だとしても、由良さんやこの村落の人たちはかなりのお人ひと好よしだと思う。

「ありがとうございます」

　しんみりしながら頭を下げる。それを由良さんはからっと笑い飛ばした。

「いいのよう、気にしないで」

「でも」

　私たちのような迷い人をよく拾っているって。追っ手がきたらすぐに引き渡わたすって言ってたけど、考えてみれば、匿かくまっている時点で既すでに危険があるんじゃないか。

　由良さんは寝ね間まを出る直前、振り向いた。

　その表情が男勝まさりなものからふと高貴な微笑に変わる。別人のように。

「まことによいのだ。私も理由あって都から──異国の地から逃げ出し、救われた女の一人。のさらは、明かせぬ事情をもって故郷を捨てた者たちが集まり、支え合って守ってきたところ。人も神も獣けものも阻はばまず、追わぬ、中立の地だ。どちらの貴き方かは存ぜぬが、客人たちよ、ゆるりとするがいい」

　驚おどろく私にまた明るい笑みを見せ、由良さんは今度こそ出て行こうとする。

「待って！　今、獣って言いましたか！」

　怪け訝げんそうに由良さんはこっちへ向き直った。

「それがどうしたの？　ほら、ここって神様たちが通るって言ったじゃない」

「けだものも阻まない？　滸こ楽らくであっても？」

「あら、滸楽ねえ。うちの集落とはまったく結びつきがないけれど……まあ、普通、どこの村でも余所よそ者ものは簡単に受け入れないわよね。ここが特とく殊しゆなのよねえ、やっぱり」

　由良さんは少し室内に戻もどってきて、考え込む顔をした。

「じゃあ滸楽の一族と会ったことはない？」

「やあねえ、あるわけないわ。ああ、夫は何度か遠目に見かけたことがあるって」

　私は息を吞んだ。遠目にって……滸楽は、この一帯でもやっぱり謎なぞの一族というポジションなんだろうか。

「滸楽って太古の種族よね。確か蒸む槻きの国におわす忌いみ神の血脈っていう。そりゃあ、そうそう人前に現れるはずがないわ。『人』と対立する異族だもの。うちの集落にはなぜか一度も現れたことはないんだけど、よそでは何度か襲おそわれたとか」

　そうだ、異形の種族だった。普通に『人』と交流しない。

　でも、人の部分もあるから、隠れた場所で集落を形成している。

「獣と人の姿を持つ一族なんだってねえ。憐れよねえ」

「憐れ……？」

「そうよ、完全に獣にもなれぬ、人にもなれぬ、って一族でしょう？」

　当たり前のように言われ、息が詰まった。

　忌き避ひされるよりも憐れと指差されるのは、苦しい。未来はないと、予言されたみたい。

「どこの国にも、滅ほろびゆく憐れな一族の歴史ってあるのねえ」

　由良さんは憂うれいを帯びた声で言うと、気を取り直した様子で首を振ふり、出て行った。

　私は意い気き消しよう沈ちんしながら、ぺたりと座り直し、胡こ汀ていに目を向けた。

　彼は何事かを真しん剣けんに考えているようだった。

「……胡汀？」

「ああ、思い出した。ここは〈オグニ〉のおわした地か。道理で護まもりが堅い……」

「おぐに？」

「蒸槻ばかりに神々のすべてがいるわけではないよ。この地は、霞かすみの神たるオグニが生まれしところ。……あらゆる神のなかで、最も無力な弱き方。ゆえに、誰だれであろうと手出しをしてはならない。神々はそう誓ちかいを立てた」

「最も弱い神様かあ」

「遠き世にてお会いしたことがある」

「えっ、どんな神様だったの？」

「小さく、かわいらしい神」

　まじまじと胡こ汀ていを見つめてしまった。胡汀が訝いぶかしげに銀色の瞳ひとみを細める。

「……か、かわいいっていうのは、その、どんな意味で」

　胸のなかに石を押し込まれた心地ここちなんですが。いや、別に焦あせってはいないよ、そんなの。

　とびきりの美少女系だったらどうしようなんて思ったわけじゃないし。

「穏おだやかな少年神だが？」

「少年!?　……紛まぎらわしい！　かわいいとか言わないでください！」

　なぜ私が怒り出したのか、すぐにはわからなかったらしい。

　胡汀は驚いたように唇くちびるを結び、私を凝ぎよう視しした。

「おまえ、今、悋りん気きを？」

「ありえない、そういうことを真顔で尋たずねるなんて。ちょっとは乙女おとめ心ごころを気き遣づかってもいいと思います」

「──オグニとお会いしたのは遠い世、星ほし神がみたる私なのに、なぜおまえが焼く？」

　さっきの話をもう忘れたんですか。私は険しい顔をし、指先で、ぱしぱしと床ゆかを叩たたいた。

「……私、胡汀を丸ごと好きなんですが」

　半ば自棄やけの告白だった。鈍どん感かんな胡汀は、ますますわからぬという奇き妙みような顔をした。

「星神様が胡汀の一部なのか、胡汀が星神様の一部なのか、私にははっきりわからないけど。とにかく今こうして話をしているのは誰かと入れ替かわったわけじゃない、正しい身体の持ち主の、胡汀であり星神様であるあなたでしょうっ」

　自分で言って、腑ふに落ちた。星神から胡汀を奪うばうっていう誓いは、やっぱりおかしかったんだ。星神は胡汀から肉体を奪ったわけじゃないんだもの。もちろん、その逆も。

「……では、ずっと私であってもいいと？」

　胡汀は意地悪な目をした。少しでも動どう揺ようしたらいたぶってやる、という憎にくらしい顔つきだ。

「口だけは達者なようだが、本音は違ちがうだろう？」

「違いません！」

　私は自分の考えが正しいんじゃないかって確信を持ち始めた。だって『胡汀』の意地悪だ。目の色が違っても、さらに冷たくバイオレンスであっても。

　全部ひっくるめて、『知夏』の好きな人じゃないか。しかし、なんて複雑な人に恋こいしたんだろう。退たい屈くつしない人生だって喜ぶべきなんだろうか。

「あの男と口付けておきながら、よくも調子のいいことを。また私を突つき落としたい？」

「……あっ、あれは、どう見ても予測不可能な感じだよ！」

　やっぱり見られてたんだ、というか余計なことを思い出させないでほしい！

　かあっと頰ほおに熱がたまり、私は急いで横を向いた。ああ、ダメ、ダメ。陽ひ女め神がみの力も動揺している。ひどいよ遠とお凪なぎさん、私そういうことは初めてなのに、うわあああ！

「そ、それよりも！　私、ちょっと出かけてくる！」

　冷静になれるまで逃にげるしかない。胡こ汀ていの視線が暴力的すぎる。

「どこに」

「通つう門もんが近くにあるかもしれないって、のさらの人が言ってた。神様と連れん絡らくが取れれば、ぬまごえ様や椰や真まちゃんとも話せるかも。それに、滸こ楽らくのみんなとも連絡が取れるかもしれない。白雨さんたちの無事も確かめたいし……司し義ぎさん側の様子も探さぐらないと」

　とくに朝火さんが気がかりだった。胡汀はもう大だい丈じよう夫ぶそうだ、なら早く行動を起こさないと。

　立ち上がろうとしたときだった。

　ぽてん、と肩かたに頭が乗せられた。

「……疲つかれた」

「え……、あっごめん、起きたばかりなのに話をさせすぎたんだ。横になって」

　胡汀はなんだか妙みように怪あやしさが漂ただよう儚はかない表情を見せ、ずずっと私の膝ひざに頭を落とした。

「……あの、胡汀さん？」

「眠ねむる」

「う、うん。それはいいんだけど、ちょっとどいてほしいなって……」

「動かさないでほしい。頭が痛む」

　静かに持ち上げようとしたら、うるさそうに手を払はらわれた。

「でも、私、これじゃあ動けないんだけど……」

「……」

　無視された。これ、本当に身体からだがつらいだけなんだよね？

　急に弱々しい雰ふん囲い気きになっているけれど、まさか演技とかじゃないよね？

　困りながら見下ろすうち、胡汀の呼吸が深くなり始めた。……演技じゃなければ。

　私はそっと胡汀の髪かみの毛を頰からよけた。

　室内には、平民が寝ね間まで暖をとるための、熱の石が置かれている。でもそれだけでは十分なあたたかさは得られない。私は腕うでを伸のばして毛布を引きずり寄せ、胡汀の身体にかけた。

　獣の毛で作られたそれは、寒気を遮さえぎってくれるだろう。

「眠ってね」

　静かな声を落とす。

　この、星神の意識が強く出ている胡汀に、尋ねたいことがたくさんあった。

　司義さんを見てけだものと言い、遠凪さんを見て月神と言っていた。

　私のなかにある陽ひ女め神がみの力も、より遠凪さんに反応している。

　本来なら、月神の末まつ裔えいたる司義さんに反応すべきなのに。

　大おお犬いぬの末裔だから遠凪さんにも心が騒さわぐっていうのは、不自然な話じゃない。でもその場合は、恐きよう怖ふや憎しみがもっと前面に出てくるはずだ。

　なのに違う。ひたすらに恋こい焦こがれ、求めてしまった。同時に、強い怨うらみもあった。

　そろそろ事実を訊きいたほうがいい。躊躇ためらってしまうのは、陽ひ女め神がみの過去に地じ獄ごくがあるとわかったせいだ。

　耐たえられるだろうか、その過去を目にして。覗のぞき込む必要は本当にある？

　仮に耐えられたとして……そこから、この現実をどう変えていけるだろう。

「違うか……、なにを変えていけるかだ」

　朝火さんの苦痛に歪ゆがんだ顔や、遠凪さんの静せい謐ひつな眼まな差ざし、司し義ぎさんの混乱した姿が次々と脳のう裏りをよぎった。いつか、皆みなが微笑ほほえみをかわせる日は、来るんだろうか。
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　兎神の薬の効果か、胡こ汀ていの快復は早かった。

　それでもまだまだ安静が必要な状態だ。片かた腕うでも完治していない。

　私のほうはもうすっかり元気になったので、胡汀には休んでもらい、一人で周辺を探りに行こうとしたんだけれど。部屋を出ようとするたび、なんだかんだととめられてしまう。

　今日なんて堂々と「幾いく度ども仮け病びようを使うのは面めん倒どうだから、大人しくここにいろ」と言われたんですが。

　でも、いつまでものんびりと由良さん家ちのお世話になるわけにはいかない。帰き鼓こ廷ていの様子だって気にかかる。

「胡汀、夕刻までには戻もどってくるから、ちゃんと寝ねていてね」

　晴天の正午。家屋の横手に置かれているベンチと食しよく卓たくを兼かねた正方形の木製の縁えん台だいで昼ひる餉げを食べたのち、私はそう切り出した。

　……二人きりじゃなくて由良さんと旦だん那なさん、それに彼女たちととくに懇こん意いにしている隣りん家かの人もそばにいる。皆、にやにやしながらこっちを見ていた。

「どこへ？」

「ど、どこへって、だから、ちょっと探し物です」

　通門を探しに行く、とは皆の前では説明しにくい。実は巫女みこ様だったのかー!?　と一いつ斉せいに問いつめられそうだ。

　胡汀がやけに据すわった目をして、背筋を伸ばした。すごく、すごく嫌いやな予感がした。

「またそう言って私を置き去りにし、他ほかの男のもとへ行こうと？」

「胡汀!?」

　空気が凍こおった。盗ぬすみ聞きしていた皆が、目を剝むいて私を見る。

「知夏、あんたって子は、こんないい男の他にもまだ情人がいるっていうの！」

「違います違います由良さん！　胡汀もなに言ってるの!?」

「ひどい娘むすめだ。私とともに暮らすと誓ちかっておきながら……」

　どよめきが怒ど号ごうに変わったんですが！

「や、やめてよ胡こ汀てい！　みんなが誤解するでしょう!?」

「誤解？　……私の前で他の男と口付けたくせに、なにが誤解なのか」

　それがやけに怒いかりのこもった感情的な声で、なおかつ私も反論できずに絶句したため、皆が強きよう烈れつな非難の目を向けてきた。ばんっと音を立てて皆が椀わんや杯さかずきを縁台に戻す。

「どういうこと、知夏。……まさかその情人って胡汀よりもいい男なの？　どれだけ男運に恵めぐまれているのよ。さすがに許せないわ……」

　由良さんが絶望的な表情で私を見み据すえる。

　泣きたい！　むしろ私、男運皆かい無むじゃないですか！　普ふ通つうに好かれた例ためしがないよ。

　胡汀までも本当に憎しみの目で私を睨にらんでいるし！

　しかも、どの言葉も微び妙みように正しいというのが切ない。大半私の意思じゃないっていうか、皆が誤解しているような理由じゃないのに。なにか反はん撃げき材料はないですか！

「あっ、そうだ、思い出した！　……胡汀だって、女性が寝しん台だいに忍しのび込んでいたこと、あるんだよね!?　ほら答えてください、っていうか、答えによっては許しません！」

　今度は胡汀に驚おどろきの目が集まった。

「さあ？『私』は知らない」

　胡汀は、私、の部分に妙なアクセントをこめてとぼけた。この人、今の自分は星ほし神がみだから『胡汀』の事情なんて知らないもんね、って言い逃のがれするつもりだ！

「ひどい！　私がどれだけそのことに悩なやみまくっているか！」

　想像したくない。きっと美人だっただろう。男の人って、据え膳ぜんナントカって言うんだっけ？　商店街のおじ様たちと花札をしたとき、真心をこめて男の真しん髄ずいを教えてくれましたよ、もう！

「それに、胡汀は別に、私のことなんか……」

　もしも胡汀が私のことを恋れん愛あい的な意味で、好きでいてくれたなら。

　遠とお凪なぎさんとの一件は、どんな理由であれ腹が立つだろう。逆の立場だったら、私は冷静でいられないほど傷ついたはず。

　でも胡汀と星神は私を恋愛対象として見ていない。せいぜい阿あ呆ほ鳥どりですよ。

　なのに、こんなふうに責められると、部屋の隅すみで膝をかかえたくなるくらい切ない。

「私は、どんな女にでもたやすく手を出す軽い者なのか」

　しょげ返る私を見て、胡汀は嫌そうに言った。

「これだけの年月、おまえを唯ゆい一いつ想おもい続けたというのに、よくもそんな馬ば鹿かな疑いを持つ」

　陽ひ女め神がみに対しての言葉だ、と項うな垂だれたとき。

　事情を知らない皆さんが盛大な音を立てて拍はく手しゆし、奇き怪かいな歓かん声せいを上げた。

「熱ねつ烈れつねえ！　羨うらやましい」

「唯一と言いきったか……いやあ、さすがに俺、恥はずかしくなってきたわ……」

「知夏、あんたって子はこんなに一いち途ずに想われているのに、情人が他にもいるなんて」

　私と胡こ汀ていは我に返り、皆を見た。顔面が崩くずれそうなくらいのにやにや笑いに、焦あせる。

　この『胡汀』が、私のことをものすごーく好きなんだ、と誤解している！

「そこまで慕したっているのに、ほぎの儀ぎはまだなのか？」

　由良さんの旦那さんが、絶句している胡汀の顔を覗き込んだ。

　ほぎの儀って、確か結けつ婚こんを示す言葉のひとつだ。

　そんなの、しているわけない。私たちは両思いじゃないんだもの。

　否定的な言葉を胡汀の口から聞くのが嫌で、私は慌あわてて旦那さんに手を振ふった。

「とんでもない！　私たちはそんな関係じゃないんです！」

　胡汀がふとこっちに視線を向け、思い切り不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。すぐに視線をそらし、乱暴に白さ湯ゆを飲む。否定も肯こう定ていもせず押し黙だまる胡汀に、皆が笑った。

「そうなのか？　唯一なんだろう？」

　皆の、期待がこもった熱い視線に耐えきれなくなったらしい。胡汀が行ぎよう儀ぎ悪く舌打ちをした。

「馬鹿げている。なぜ俺が、こんな阿呆鳥とほぎの儀を──」

「阿呆鳥って……」

　胡汀が、はっと口を閉とざす。途と端たん、甘い感じに赤くそまる目め尻じり。

　それを見て、由良さんの旦那さんは大笑いした。白湯じゃなくてお酒を胡汀の杯にたっぷりと注つぐ。胡汀が顔をしかめ、手の甲こうを自分の頰ほおに押し当てて隠かくすような素そ振ぶりを見せる。

　私は、放心した。胡汀が……照れてる。

「そんなに照れなくったっていいのに。……ねえ知夏、あんたってもしかして、胡汀に腕うで輪わを贈おくったこと、ある？」

　由良さんがふいに不思議な質問をした。なぜか胡汀が焦り始める。

「腕輪を……私が？」

「ほら、あたしってばあんたたちの世話代として、飾かざり物もらったでしょ。でも胡汀ったら昨日ねえ、腕輪をひとつだけ返してほしいって……あ、女からもらったものなんだわー、ってあたし、気がついたのよ」

　私は贈ったことないよ。そう思って、へたり込みそうなほど落ち込んだとき、胡汀と目があった。動どう揺ようの表情。唐とう突とつに、思い至った。もしかして。帰き鼓こ廷ていの九く支しさんたちと対立していた頃ころ、胡汀に腕輪を取られたことがあったはず。まさか、それ……？

「で、でも、腕には、はめていなかったし……」

「返してほしいって言われた腕輪ね、懐ふところに隠していたわよう。手当てをしたときに見つけたの、あたしだからね」

　由良さんと胡汀を忙せわしなく見比べた。

「……見るな、ばか娘め！」

　とうとう胡こ汀ていは自分の膝ひざに載のせていた毛皮のブランケットもどきを、私に乱暴に投げつけた。

　ぼふっと顔でそれを受け止める。私はそれをぎゅうっと両手で摑つかみ、身を丸めた。

　顔が熱い。皆みなに目を向けられないし！

「新居、造ってやろうか？」

　旦那さんが冗じよう談だんを言った。

　もうダメだ、恥ずかしくて耐たえきれない。私はよろよろと縁台から降りた。あんまりよろめきすぎたせいで、身体からだのバランスが崩れ、転がりそうになる。

　でもそうなる前に、胡汀がぱっと腕を摑んでくれた。彼は今も、銀色の瞳ひとみのままだ。

　──それを初めて、藍あい色いろのときと同じくらいきれいだと思った。
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　皆の熱い視線が嫌いやだったんだろう、胡汀は昼ひる餉げのあと、通つう門もんを探しに行く私に付き添そった。

　もしかしたら、と横目で窺うかがいながら想像する。

　胡汀はここの穏おだやかな日々を続けたいと思っているのかな。

　それで、私が通門を探そうとするのを嫌がったとか。

　都合のいい考えかもしれないけれど、さっきまでの胡汀は、つんとしながらも穏やかな空気をまとっていた。俺、って言ったし。阿呆鳥とも呼んだ。腕輪も持ってくれていた。

　緩ゆるやかに傾けい斜しやした山道を、無言で進む。まだ完全には治っていない胡汀の足に負担にならないよう、ゆっくりと。

　この周辺はまだ葉を落としていない木々が多い。滸こ楽らくの住すみ処かよりもずっと豊かな気がした。彼らはこういう地では暮らせないんだろうか。人の訪おとずれを阻はばむには、簡単に立ち寄れない険しい地に行く必要があるのか。それとも他種族との対立を避さけるため？

　ああ、違ちがう。そうじゃなくて……きっと滸楽が住む地に、神々が祝福をくれないんだろう。

　周囲の景色を見ながら考えに耽ふけっていたとき、木こ陰かげに咲さく冬花を発見した。

「蒸む槻きって、冬にも色々な種類の花が咲くんだなあ」

　そちらへ近づき、身を屈かがめて花をつつく。白い花弁の、プチ向日葵ひまわりのような花だ。かわいい。

「胡汀はあんまり花に興味がないよね。でも神花は鉄の精せい錬れん時に使えるから好きなんだよね？」

　少し笑ったとき、胡汀が静かに歩み寄ってきて横に並んだ。

「──蒸槻の神々が集まる月の宴うたげに、招待されたことがある」

　その言葉に、驚きの視線を向ける。彼は遠い記き憶おくを探さぐるように片手をこめかみにあてて、ぼんやりと花を見下ろしていた。なんの話だろう？

「陽ひ女め神がみが舞まいを披ひ露ろうした。あれは、神々の命をとめるほどに美しい舞だった。いや、なにもせずとも、かの女神はたとえようもなく輝かがやいていた」

　私は急いで顔を背そむけ、花をぎゅっと睨にらんだ。柔やわらかな口調で陽ひ女め神がみの話をする胡こ汀ていを見たくなかった。もしも愛いとおしげにうっとりしていたらと思うと、やりきれない。

「彼女の花か冠かんから花が落ちた──私の酒しゆ杯はいの上に。私は思わず立ち上がり、花を差し出した。女神は笑った。私に視線を向けたのはほんの一いつ瞬しゆんで、すぐにひらめく優美な袖そでで顔は隠された。だが、女神は立ち去る間ま際ぎわに囁ささやいた。その花はあなたを慕うあまり落ちたのだ、だからもはやあなたのものだと」

　その場面を想像するだけで、女神の美び貌ぼうが濃のう密みつに匂におい零こぼれるようだった。翻ひるがえる衣ころもはどれほど美しかっただろう。海を泳ぐ魚のひれのような滑なめらかさか、乱れ咲く花々のようだったのか。星ほし神がみを一いち瞥べつする眼まな差ざしの輝きは。花ひとつで、星神の心を奪うばったんだろうか。

　私はもう陽女神についての話を聞きたくなくて、遮さえぎるように勢いよく立ち上がった。

　大人の女性なら、好きな人の過去も余よ裕ゆうの態度で受け入れられるんだろうか。

　だとしたら一秒でも早く大人になりたい。今の私は堪たえきれそうにないよ。心の表面を砂でこすられたみたいに、ざらざらとした気持ちになる。

「……私は花を落としても、胡汀にそんなこと言わないよ」

　陽女神とは違うもの。

　思わず顔をしかめて胡汀をじっと見つめてしまった。

　きっと今、不細工な顔をしているに違いない。そう思うと、なおさらやりきれなくなった。

　足の先まで力を入れないと、胡汀に嫌きらわれそうなくらいの本気の八つ当たりをしてしまう。

「期待はしていないが」

　胡汀は苦く笑しようした。私は泣きそうになるのを我が慢まんし、胡汀を睨んだ。

　すると胡汀の表情に影かげが差す。伏ふせられた瞼まぶたの上に、憂ゆう鬱うつが乗っている。

「なぜ私に腹を立てる？　おまえだって『胡汀』の話ばかりするだろう？」

　胡汀は視線を上げ、しっかりと私を見た。

「私と『胡汀』は表ひよう裏り一いつ体たいで、分ぶん離りできるものではないと言っていただろう。だが、誰だれよりも区別をしたがっているのはおまえだよ。私の話は耳にも入れたくないようだから。聞きたいのは『胡汀』の話だけのくせに」

「……違うよ！」

　陽女神を慕っている、という話を聞くのが辛つらいだけだ。

「おまえは陽女神とよく似ている」

　ずきんと胸が痛くなった。陽女神と重ねられるのは、嫌だ。

「似てないよ」

　暗い声が出た。胡汀は前に、好きって一日中言えって口にしたけれど。何度そう伝えても、陽女神にはどうしたって敵かなわない。

「いいや、よく似ている」

　胡こ汀ていも感情を押し殺した声で反論し、しかめっ面つらに似た顔を見せた。

　どうして胡汀がそんな表情をするんだろう。私よりよっぽど傷ついているような。

「おまえは私に消えてほしいのだろう？」

「違うってば！」

「陽ひ女め神がみもおまえも同じだ。やはり今も昔も私を認めない。その証しよう拠こに──名さえ尋たずねようとしないのだから」

「──え？」

　仕方なさそうに笑う胡汀を、私は茫ぼう然ぜんと見つめた。名前？

「本当に残ざん酷こくな娘むすめだ。私などいなければいいと思っているのに」

　急に鼻の奥が熱くなった。私は全身に力を入れて、深く息を吸った。気を抜ぬくと泣いてしまいそうだ。

「泣けばいい。そうすればおまえに傷を与あたえたとわかる。この私が」

　欠片かけらも楽しくないという顔をしながらひどいことを言う。

　私は爪つめが食い込むほど拳こぶしを握にぎった。泣けば、「私が星神に消えてほしいと考えている」って疑った胡汀の言葉を認めることになる。

　でも、泣きたくなる時点で認めたも同然なんだろうか。違うのに。そんなこと思ってない。

　目を逸そらせず、かといって冷静に言い返す余よ裕ゆうもなく、私は棒のように立ち尽つくした。

　胡汀が腕を伸のばし、私の額に触ふれた。

　その、感情を溢あふれさせまいとする頑かたくなな顔つきを見て、なにかが引っかかった。

「……月神に、じゃなくて？」

「なに？」

「今の話の流れ……、星神様、胡汀に焼きもちをやいたみたい？」

　互たがいに瞬まばたきも忘れた様子で見つめ合ってしまった。

　そうだよね？　陽女神が月神ばかり好きだから泣かせてやりたいっていうんじゃなくて。

　知夏である私が胡汀だけを想おもっているから腹が立って意地悪をした、という感じがしっくりくるような？

「……あれっ？　そうなると星神様はつまり……痛たたっ、え!?」

　私は目を剝むいた。今の胡汀は星神の意識が強いはずなのに、まさかここで乱暴に髪かみの毛をぐしゃぐしゃとかき回されようとは。

「わ、私、陽女神ですよ!?　そんなに大好きな相手に無礼な仕打ちをするなんて」

「陽女神の末まつ裔えいだ。そのものではないのだろう？」

「……ずるい！」

「肯こうとしても否いなと言ってやっても不平を漏もらすとは、我が儘ままな……」

「ええっ、暴君すぎる……っ、くそう……！　わかりました、そうですね、別々の人だよね、同じなんかじゃないです、全然違ちが……痛っ、なにするの!?」

　両手で髪をむしろうとした！

　胡こ汀ていの腕うでから逃のがれたあと、徹てつ底てい的に抗こう戦せんするつもりで身構えた。

　私の反はん抗こう的な態度が気に食わなかったのか、胡汀がますます腹を立てた表情を見せた。やや乱暴に私の腕を摑つかみ、自分のほうへと引き寄せる。

　だめだ相手は怪け我が人、でも仕返ししてやりたい……！

　押し付けられた敵の胸から必死に顔を上げたとき。

　殺気立っていると表現しても過言じゃないほど野や蛮ばんな目をした胡汀に、額の真ん中に唇くちびるを落とされた。

「……!?」

　てっきりバイオレンスな攻こう撃げきをされると思っていたので、この予想外な行こう為いに混乱してしまう。私は慌あわてて視線を足元に向けた。

　今、なにをされた？

　息をひそめて考えたとき、もう一度後頭部に唇を落とされた。

　一気に全身が火ほ照てっていく。

　今の私にはどう反応していいのかわからない！　だって胡汀は私のことなんか好きじゃないのにどうして。普ふ通つう、その気のない相手にこんな真似まねをするだろうか？

　いや、今は星神の意識が強く出ているんだっけ……だったらなおさら『胡汀』に嫉しつ妬としたり、こういう甘い態度を取るのはおかしくない？

　以前に、『皆みなの前でも恋こい人びとの真似事をしてやる』っていう発言をしていたから？

　にしても、やっぱり変だ。ここには誰もいないんだから、演技をする必要がそもそもない。

「いや、でも！　……そうだ通つう門もん！　私、探しに行く！　もう胡汀は一人で帰ってください」

　勢いよく胡汀から身を離はなし、駆かけ出そうと……逃にげようとした。

　静かなところでゆっくりと考える時間が必要だ。

　すると、すぐに引き止められる。

「おまえも戻りなさい」

「だ、ダメですよ、早く通門を探さないと」

「そうじゃない。なにか──気配が変化した」

「……はい？」

　見上げると、胡汀はさっきまでのおとなげない感情的な顔つきから一転し、鋭するどい眼差しを周囲に注いでいる。私も慌ててあたりを窺うかがった。

「……ええ!?」

　目を疑うモノが近づいてきた。

「象……!?」

　それも、ライオンより少し大きいという程度のものだ。

「って、軍隊？　なんでこんな大量……、土ど偶ぐうが乗っているんですが！」

　啞あ然ぜんとした。やけにアラビアンな格好の土偶が槍やりや弓をかかえて小型象に騎き乗じようしている。

「これ、なに？」

「……この一帯の土地神かもしれない」

　胡こ汀ていも見覚えがないらしい。ぽかんとするうちに、象の軍隊にぐるっと囲まれていく。

「え……あの、胡汀、これってもしかしてまずい状じよう況きよう──わあっ!?」

　やけに飾かざり立てられている象の軍は一糸乱れず行進し、ふいにとまった。

　次の瞬しゆん間かん、左側の隊はざざっと弓をかまえ、右側は槍を持ち、こっちを狙ねらう。

「厄やつ介かいな……」

　胡汀は呟つぶやくと、外がい套とうがわりの厚地の長衣を腕から滑すべり落とし、舞うように大きく翻ひるがえした。土偶が一いつ斉せいに矢を放つのと同時のタイミングだった。

「こ、こて……！」

　星ほし神がみか、それとも胡汀の持つ力のおかげなんだろうか、矢が長衣を貫かん通つうすることはなかった。胡汀は矢を搦からめ捕とるようにしてさらに長衣を翻し、最後に、ばっとはね除のける動作を取った。すると、矢が今度は逆に、土偶たちへと放たれる。

　その反はん撃げきで数体を倒たおすことはできた。

「まだ来るの！」

　木々の奥からずんずんと新たな象の軍が出現する。

　血の気が引いた。いくらなんでも数が多すぎる。

　胡汀は長衣を捨てると、隼はや鉄てつの剣けんを自分の手のなかから取り出した。護ご剣けん士しだけが持てる特とく殊しゆな破は魔まの剣。土偶たちが連続して放つ矢をすばやく剣で弾はじいていく。

　術を紡つむぐ時間がないから剣で応戦しているんだろう。

　私も加勢しようと、足あし下もとに落ちていた石を拾って土偶に投げつけた。

　ここに隼鉄があれば！　私も少しは役に立てるのに。

「数が多い！」

　胡汀が舌打ちまじりに叫さけんだ。完全に包囲されているため、逃げるのは難しい。

　このままじゃ殺される。そういう不ふ吉きつな考えが脳のう裏りをよぎって、背筋がぞくりとする。

　次の石を拾い、きつく握り締しめたとき。斜ななめ前方の土偶が私に向かって槍を投げつけた。身動きできない。どうしよう──。

「緋ひ宮みや!!」

　こっちの状態に気づいた胡汀が、なんと振り向きざまに、飛んできた槍をばしっと片手で摑んだ。

　す、すごい、と目を見開いた瞬間。胡汀のほうにも槍が飛んでくるのが見えた。だから私もつい真似をして身を乗り出し、その槍を手で受け止めようとした。

　でも、そんなにうまくいくはずがない。

「あ──」

　槍が、ざくっと手のひらの中心を突つき破った。

　土偶がさらに槍を放ほうる。それは見事に、私の胸の下を貫つらぬいた。

　そして次の槍。肩かた、腹部、太ふと腿もも。すべて命中した。

　私は自分の身体からだに突き刺ささる細い槍を茫ぼう然ぜんと見下ろした。異様な光景に、純じゆん粋すいな驚おどろきさえ抱いだく。だって、こんな事態を招くなんて、夢にも思っていなかったから。

　そのままぺたんと地面に座り込んでしまった。

　瞬きしても、身体に突き刺さった槍は消えない。

「……緋宮？」

　胡こ汀ていの、どこか茫然とした声が耳に届いた。私はゆっくりと頭を上げた。

　視線が合った瞬間、胡汀は総毛立ったように顔を歪ゆがめ、剣を捨てて私を抱だきかかえた。

「緋宮……、知夏!!」

「こ、胡汀、私……」

「喋しやべるな!!」

　私は無事なほうの腕を伸のばし、胡汀の衣ころもを握にぎった。

　すぐに彼はその手を摑み、自分の唇にぎゅっと押し当てた。

　怒いかりとは違ちがった感情が浮うかぶ険しい顔。なにかを堪こらえるように眉まゆを寄せている。

「胡汀」

「うるさい、黙だまってろ！」

　胡汀は鋭く一いつ喝かつし、私を抱き上げようとした。私は首を振り、彼の動きをとめた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

「喋るなと言っている！　動くな！」

　私の背中を支える胡汀の手が、激しい混乱を示すようにかすかに震ふるえていた。

「私、本当に、なにも、痛くないから」

「──馬ば鹿かが!!　こんな、馬鹿なことが……!!」

「胡汀、聞い……」

　私は言葉をとぎらせた。身体に突き刺さっている槍を睨にらむ胡汀の目が、銀から藍あい色いろへとまるで溶とけ合うように変化していた。思わず見入ってしまう。

「ああ、駄だ目めだ、女め神がみの死など私は望んでいない」

　胡汀が片手で頭を押さえ、それから強く目を瞑つむって首を振った。

「違う、そうではない、私……俺は」

「お願い、聞いて胡汀。大丈夫なの、どこも痛くないから」

「おまえが死ぬのは、嫌いやだ」

「胡──」

「知夏、頼たのむから」

　弱り切った囁ささやき声に、本当に息が止まりそうになった。星神と胡こ汀ていの瞳ひとみの色が完全に混ざり合っている。胸を抉えぐるような、深い孤こ独どくが窺えるとても切ない眼まな差ざしだった。

「傷つけても俺を求めるという馬鹿な鳥。いつか、ほだされてやるから──」

「胡汀」

　──私に、生きててほしいって思ってくれてる。

「俺を引っ搔かき回して消えるのか。どれほどむごい真似まねをする。駄目だ、勝手に天へ戻もどるなど。まだ許せない、死ぬほど憎にくませてくれなければ、死ぬほど愛することもできない。だから、もっとそばにおらねば」

　うわあ、悲痛な面おも持もちながらも、揺ゆるぎない暴君ぶり……って、今なんて言ったの!?

「こっ、胡汀、私、無事、無事！」

「阿あ呆ほ鳥どり、動くな！」

　いや、ダメダメ、これ以上は私の心臓が保もたないから！

　私は胡汀の腕うでを振ふり切って、自分の身体を指差した。彼の告白めいた言葉に動どう揺ようがとまらない。ああっ、前に私がいきなり告白したときの胡汀って、こんな気持ちだった!?

[image: ]

「頼むから、おとなしく──」

「血、出てないの！　怪け我がしてない！」

　胡こ汀ていは目を見開き、一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくした。わずかな沈ちん黙もくのあと、私の肩を摑つかみ、全身を眺ながめ回す。

「……なんだと？」

「ほ、ほら！　この槍、グラフィック……幻まぼろしみたいな感じなの！　攻こう撃げきされても痛くない。血も出てないし、もちろん身体に穴も開いてないよ！」

　胡汀は目を丸くしたまま、私のお腹なか──槍が突き刺さってる場所にぺたんと手を置いた。

　すると槍が、さらさらと音も立てずに淡あわく霞かすんで消えていく。同時に、他ほかの部分の槍も。

「……胡汀さん、私もそれなりに羞しゆう恥ち心しんがあるので、その、できれば、お腹から手をどけてほしいなって……」

　いついかなるときも乙女おとめは恥はじらいを忘れません。少しでも平らに思わせたくて、腹部を精せい一いつ杯ぱい引っ込めているんですが、つらい。

　なのに胡汀ってば確かめるように私の腹部を撫なで回すとは、破は廉れん恥ちだ！

「……幻なのか？」

「そ、そのようでして……本当に手をどけて、お願い……」

　胡汀は視線をゆっくりと上げ、私を凝ぎよう視しした。

「……では……死なぬと」

「残念ながら元気です……」

　怯おびえつつ答えると、胡汀の瞳にじわじわと感情が戻り始めた。……や、やばい！　安あん堵どや喜びじゃない、これは憤ふん怒ぬだ！

　たぶん私が息絶えると誤解してあれほど切実な言葉を聞かせてくれたんだと思う。でも違ったわけで、気き恥はずかしさを通り越こして殺意なんてものまでにじみ出しているような。

「……おまえ、なぜさっさと言わない？　俺が今すぐ命を散らしてやろうか……？」

「目が本気!?　っていうか私、何度も無事って訴うつたえたのに！」

　なのに胡汀が聞く耳を持たず、あんな、死ぬほど愛……愛するって言った!?

　燃え上がって灰になるんじゃないかというくらい顔が熱くなった。

　途と端たん、胡汀がこれ以上なく憎しみのこもった暴君そのものの表情を見せ、私の髪かみを乱暴に引っ張った。いいよいいよ、多少髪を引っこ抜ぬかれても気にしない！　胡汀が私を好きになってくれる確率はゼロじゃないってわかっただけでもう満足！

「大体おまえ、俺を好きとか言いながら、けだもののもとに行ったな？」

　胡汀は死神のような目つきをして、私の口をむにゅっと捻ひねり上げた。

「いっ、痛っ」

「どの口がそんな法ほ螺らをふいたんだ？　これか？　調子のいいことばかり囀さえずるとは、自分の立場がわかっていないのか？」

　あれ、私、胡こ汀ていよりも身分が上の緋ひ宮みや……胡汀さん、本当に口、痛い！

「どこまでも阿呆鳥なのだな。一日でも離はなれると、飼い主の顔を忘れて他所よその男に懐なつくのか。この阿呆が！」

　心と身体のバイオレンスがとまらないです胡汀さん。

　しかし胡汀も自分のことを飼い主と思っているとは。どうしよう、こういう凶きよう悪あくな表情にさえ胸が高鳴るなんて、私ってばかなり重じゆう症しようですか。

「あげくに、この……俺の前でけだものと触ふれ合うとは。おまえは本当に許しがたい。まさか、この間ま抜ぬけ土ど偶ぐうどももおまえの仕し業わざなのか？　俺を罠わなにかけたのか？」

「違う！　違うよ!?　この土偶は私の仲間なんかじゃ……って、待ったー！　あなた、誰だれ!?」

　私は思わず胡汀の腕にしがみつき、大声を上げた。

　胡汀もバイオレンスの手をとめて、すばやく私の身を抱かかえ込む。

　周囲には待機中の土偶。でもそれだけじゃなかった。真横に私と同年代くらいの見知らぬ中性的な人物が屈かがんでいて、奇き妙みような顔でこっちを観察している。

　少年だろうか。少女にも見える。きれいな容よう貌ぼうだけれども、はっきりと判断できない。

　すごく不思議な格好だ。歌か舞ぶ伎き役者のような大だい胆たんなメイクをしていて、なおかつ衣ころももそれっぽい。だけど頭や首、腕につけられた山盛りの装そう飾しよく品はエスニック系。

　なにより不思議なのは、装飾品も衣もメイクもすべて黒と金の二色のみということだ。

「誰なの!?」

「うん？　我はな、この一帯の長おさたる山神ですよ」

「……山神？」

「うん。いやびこ、と言うんです」

「いやびこ様……？」

　恐おそる恐る呼ぶと、いやびこ様は爽さわやかに、にっこりと笑った。

　声まで中性的なので性別がまったくわからない。

「きさまは蒸む槻きの護ご女じよですね？」

「ちょっ、派手なお姿とは裏腹の丁てい寧ねいさでありながら、まさかここでもきさま呼び……。はい、私、緋宮です」

　闖ちん入にゆう者を警けい戒かいして目を尖とがらせる胡汀の腕を、さりげなくぽんぽんと叩たたいて宥なだめつつ頷うなずく。

「この土偶たちは、いやびこ様のつかわしめですか？」

　私は戸と惑まどった。襲しゆう撃げきされたものの結果的には無傷だ。

　いやびこ様からも敵意の類たぐいを感じない。

「うん。怖こわかったですか？」

「は、はい」

「やりすぎたようです。ごめんなさい」

　なんと素す敵てきで潔いさぎよい神様だ。詫わびるように私の頭を撫でる。

「護女がこの地を荒あらしにきたのかと思ったんです。けだものや蒸む槻きの神々をつれて」

「──けだもの？」

　一瞬、遠とお凪なぎさんの姿が脳のう裏りをよぎった。いや、違ちがう、彼じゃなくて──。

　いやびこ様は憂うれいの漂ただよう表情を浮うかべ、吐と息いきを落とした。

「どうもこの頃ごろ、地が騒さわがしい。我も含ふくめて、神々は落ち着かないのです」

　まさかそれって私……陽ひ女め神がみが関係しているんだろうか。

「それも仕方がないのかな。この歴を記す天の巻がそろそろ終わりを告げそうだから。新たな巻まき軸じくが……」

「な、なんのお話ですか？　天の巻？」

「うーん、『人』には関かかわりのないことです。……ああ、でもきさまは緋宮ですね」

　いやびこ様が顔を上げ、なぜか悲しげに私を見つめた。左目は黒、右目は金、衣ころもと同じように二色にわかれている。

「いつくし女神。我は、きさまが好きですよ」

「は、はいっ？　や、嬉うれしいですけど心の準備が、というか私には飼い主様がいて」

　突とつ然ぜんの告白にどきっとしたとき、怒いかりがとまらぬらしい胡こ汀ていに指先で後頭部を叩かれた。

「護女がこの地を荒らすと言ったが。……けだものを連れて、という誤解ならまだわかるが、蒸槻の神々を連れてとはどういう意味だ」

　胡汀は居い丈たけ高だかに尋たずねた。わあ、この人ってば神様にも暴君だ。

「……通門の渡わたりを認めよと、先ほどから蒸槻の沼ぬま神がみがうるさいのです」

　いやびこ様は、つんと顔を背そむけながらも答えた。男の人が嫌きらいなんだろうか？

「えっ？　沼神？　……ぬまごえ様のこと!?」

「うん。あいつ、嫌いです」

「いやびこ様！　ぜ、ぜひぬまごえ様とお会いしたいんですけど！」

　意気込んで、いやびこ様の両手を握にぎると、初うい々ういしい神様なのか、恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「……ぬまごえが、この地を荒らさぬと誓ちかえます？」

「誓います！　そんなひどいことぬまごえ様はしないし、させません」

　少し悩なやんだ素そ振ぶりを見せたあと、いやびこ様は照れまじりにそっと私の手を外し、身を起こした。私たちもつられて立ち上がる。

「護女の頼たのみならば、叶かなえて差し上げねばなりませんね」

　いやびこ様は近くの樹木に近づくと、腰こしに下げていた扇せん子す……じゃなくて、大きな筆で、幹に文字を書くような動きを見せた。すると。

「あっ──通つう門もん？」

　ぼわりと幹の前に、私と同じ背せ丈たけくらいの鳥居めいた黄色の門が出現した。注連しめ縄なわのように、入り口部分に黒い綱がかかっている。それを、いやびこ様は丁寧に外した。

「ぬまごえ、よし」

　微び妙みように嫌いやそうな声でいやびこ様がそう告げた瞬しゆん間かん。

　さらり、と門の奥から衣の裾すそが覗のぞいた。その衣を私は思わず引っ張った。

「ぬまごえ様！」

「──久しいな、ワレ」

　以前見た、眼まな差ざしがなんとも妖よう艶えんなしっとり系美青年のぬまごえ様が身を屈めて門をくぐり、私たちの前に現れた。黒い髪に、あでやかな長衣。頭を飾かざる簪かんざしがかわいい。

　そういえば以前、この神様の花はな嫁よめになるところだったっけ。実体は巨きよ大だいナマズなんだけども。

　でも、私が一番注目したのは。

「やっ──椰や真まちゃぁぁぁん!!」

　マイ飛行機椰真ちゃんが、おどおどしつつぬまごえ様の肩かたにはり付いていた。

「ああっ、ここ蒸む槻きじゃないから、ちょっと姿が霞かすんでる!?」

「くき……」

「これ、阿あ呆ほ娘むすめ。わしよりもこの異形を気にかけるとは。つくづく無礼な護女よの」

　椰真ちゃんに抱だきつこうとしたら、顔をしかめたぬまごえ様に扇おうぎでぱちんと頭を叩かれた。

「この異形、どうしてもワレに会うといって聞かぬでな。仕方なしに連れてきた。しかし、わしから離れれば、護まもりをなくして消えてしまうぞ」

「や、椰真ちゃん大好き！　私も会いたかったよう！」

「けき」

「わしとて護女のためでなくば、このように胡う散さん臭くさい山神のもとへなど……」

「我とてこんな怪あやしい沼神など、かけらも好いておらぬのに。護女のお頼みでなければ……」

「なんと？」

「なにか？」

　仲の悪いらしい二神が睨にらみ合った。そうか、神々にも派は閥ばつってきっとあるんだろうな。

「ぬまごえ様、会いに来てくださってありがとう」

　手を取って笑いかけると、お人ひと好よしの神様も表情を緩ゆるめた。

　だけどすぐに、気まずげに視線をそらす。

「護女、急ぎ報しらせねばならぬことがある」

「なんですか？」

　ぬまごえ様は小さく息を落とすと、意を決したように表情を厳しいものに変えた。

「はよう蒸槻へ戻もどれ」

「え……？」

「蒸む槻きの今いま帝みかどが帰き鼓こ廷ていを圧しているぞ」

「──司し義ぎさんが？」

　私は言葉に詰つまった。既すでに陽よう都とへ戻り、行動を起こしたの？

「そればかりではない。新しん暦れきの緋ひ宮みやが蒸槻を裏切り、滸こ楽らくに下ったと都に噂うわさが出回り始めている」

　思いもよらぬ説明に私と胡こ汀ていは息を吞のんだ。

「今帝がそう噂を広めているのか？」

「さて。細かな事情まではわからぬが。おおよそ間ま違ちがいないであろ。それに」

　ぬまごえ様は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらいを見せた。

　まさか……滸楽たちになにかあった？

　白雨さんや未み不ふ嶺ねさん、それに伊織、朝火さんはどうなったのか。

　聞くのが怖い。佐さ基きさんや架々裏さんのように──まだ失い続けなきゃいけないの？

「護女よ」

「は、はい！」

「──新たな護女が立つとの噂まであるぞ」

　……え？

「な、なに？　今、なんて？」

「急げ、護女。胸むな騒さわぎがする。──いやびこよ、火急のことゆえ、護女も通門を渡ってもよかろ？」

　最後の言葉は、いやびこ様に向けたものだった。いやびこ様も、深刻な表情で小さく頷うなずく。椰や真まちゃんは「くけ……」と切なげに私を見つめていた。

　私は頭のなかが真っ白になった。

　新たな護女？

　私がいるのに……どうして？

「護女が蒸槻を裏切ったという噂が原因で、そんな戯ざれ言が広がっているのか？」

　胡汀が不ふ愉ゆ快かいそうに尋ねた。

「戯れ言ですむならいいが」

「どういうことだ」

「──確かに陽ひ女め神がみの血族の匂においがした」

　ぐらりと身を揺ゆらした私を、胡汀が支えた。

　頭が追いつかない。陽女神の血族？

　ああ、待って。そうだよね、陽女神の末まつ裔えいは私だけってわけじゃない。

　架々裏さんや、それに佐基さんも緋宮に目される可能性があったんだよね？　きっと他ほかにも女神の血筋の人がいるんだろう。

　でも。

　新たな護女と聞いて、私、ショックを受けている？

　あんなに恐おそれていた護女の身分から、解放されるかもしれないのに……？

「さあ、わしが導くゆえ」

　狼ろう狽ばいする私の手をぬまごえ様が取ろうとした。

　そのとき、いやびこ様が懐ふところから一枚の、玉虫色をしたとても美しい透すけた羽は衣ごろもを取り出した。

「待って、護女。これを」

　いやびこ様は悲しげに微笑ほほえみ、羽衣を私に渡した。

「これは……？」

「お返しせねばとずっと思っていたんです」

「私のものじゃないです」

「いいや、きさまのです」

　そう言って、いやびこ様は丁てい寧ねいにその場に跪ひざまずいた。

「光り輝かがやく、美しき陽ひの華はな──花神様。天あま知しる事ことの日ひ穂ほ穂ほ売めの花はな神がみ。ひとひら、花のように〈始まりの地〉に舞まい降りてこられた方。きさまのものだ。秘せられし女神の御み名なです」

「──え」

　その名前を、どこかで聞いた。

　どくっと心臓が激しく反応する。

　花神。私はこめかみをぎゅっと押さえた。

　そうだ……覚えている。荒あら神がみと化したあのへどろの女によ人にん──滸こ楽らくの地に現れた穢けがれた存在だ。

「なぜ女め神がみの衣ころもがここに？」

　胡こ汀ていは愕がく然ぜんとしながら、私の手に載のせられた羽衣に腕うでを伸のばした。それをぎゅっと握にぎり締しめる。

「なぜだ？」

　私は胡汀と視線を合わせた。蒸む槻きの神話が勢いよく頭のなかを駆かけ巡めぐる。大おお犬いぬに穢され、黄泉よみへ落とされた陽ひ女め神がみ。龍りゆうの王に、首を飛ばされた。

　続いて、遠とお凪なぎさんの言葉が蘇よみがえる。花神とは、本来は天より降くだられた大神。でも、平定した地を蒸槻の神々に奪うばわれて降格した。その怨うらみで穢けがれ主ぬしとなって、津つ杙ぐいに逃にげてきたって。でも、封ふうじられた。

　その後、蒸槻の神々は津杙も取り上げようとした。大神はそれを許せず、荒神と変わって地を守った。でも、その代だい償しように、地から輝きが消えた……。

「緋宮！」

　身をぐらつかせた私を、胡汀が支えてくれる。

　陽女神が──津杙で荒神と化した、花神なの？

「この衣は、荒神と成り果てる前の花神様からお預かりしたものです。もう美しきものは似合わぬからと……小さき妖あやかしにすぎなかった我を、神の座に押し上げてくださった女神。かの方の悲鳴を、忘れた日はありません」

　いやびこ様は腰こしを上げると、胡こ汀ていの手から羽衣を取って私の肩にかけようとした。

　──私はとっさに、とめた。

「……花神様」

「緋宮、だよ」

　羽衣を握り、無理やり微笑む。

「今の私は、緋宮だよ。陽ひ女め神がみ……花神じゃないの。知夏として、緋宮として生きてる」

　神話の闇やみが近づいてきたのを感じる。祖である花神が、なぜ津つ杙ぐいをさまよっているのか。

　なぜ──遠凪さんのそばに。

　もう一度、彼に会わないと。

　全部、解き明かそう。

「戻ろう、胡汀」

　藍あいと銀、両方の色が混ざり合った瞳ひとみを持つ人に、指を伸ばす。

　震ふるえているのが自分でもわかった。胡汀が、強く握り締めてくれる。

　恐きよう怖ふに打ち勝つ勇気がほしい。蒸む槻きの暗さに吞のみ込まれないように。

「──緋宮」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　一人じゃない。胡汀がそばにいる。優やさしい神様たちが見守ってくれている。

　私は一歩を踏ふみ出した。

　薄うす闇やみが満ち始めるなかを。







　あとがき







　初めまして、あるいはお久しぶりです。糸森環です。

　花神遊戯伝もとうとう六冊目となりました。お付き合いくださり、ありがとうございます。

　今回、あとがきが初の三ページです。緊きん張ちようがとまりません。




　主人公知夏、緋ひ宮みやとして少しずつ前進しているところに、新たな波乱がやってきました。他者との繫つながりが、次のステージを作るという内容です。




　小説を書くとき、各場面を頭の中で映像として組み立てる場合があります。それを映画のように流し、あらためて文章に直すという。

　花神遊戯伝は基本、その方法で書くことが多いです。この六巻は特にその傾けい向こうが強いかなと思います。三、四巻あたりもですね。どの場面をカットするか、取捨選せん択たくしながら脳のう裏りの映像に目を凝こらしています。

　プロットを作っていると、パターンＡを選んだけれど、もしパターンＢを選んでいたらこの物語はどうなっていくのかな、という考えがよく浮うかびます。

「そのとき履はく靴くつの色が白じゃなくて青だったら」という些さ細さいな違ちがいが原因で、後々大きく未来が変わるかもしれないとか。バタフライ効果のようなものも面おも白しろい。

　プロット作りは悩なやみ多くも、わくわくします。

　って、なんの話でしょうか、これ。

　そんなわけで六巻ですが、主人公知夏や他キャラたち、なにを選ぶか迷いながらも道を歩いていきます。




　最後に謝辞を。五巻途と中ちゆうから担当者様が交代されまして。

　これまで温かく支えてくださって本当にありがとうございました。出版の貴重な機会をくださり、また、打ち合わせのお電話時も心の中で癒いやし系けい！　と密ひそかに思いつつ、いつも楽しく書かせてくださって大変感謝しております。どうかお身体からだにお気をつけて！

　新担当者様、ご一いつ緒しよにお仕事をさせていただけまして、とても光栄です。新たなご縁えんにお礼申し上げつつ、これからお世話になります。明るくご親切に色々なご助言等くださり、この六巻を完成させることができました。今後ともどうぞよろしくお願い致いたします！

　お忙いそがしい中、素す敵てきイラストを描えがいてくださる鳴海ゆき様、ありがとうございます。イラストをいただくとき、楽しみすぎてそわそわします。カラーも挿さし絵えもすごく美び麗れい！　です！

　編集部の皆みな様さま、優麗な装そう丁ていを作ってくださるデザイナーさん、本を置いてくださる書店さん、サポートしてくれる家族、本書出版にあたってお力ちから添ぞえくださったすべての方々に、心からの感謝を捧ささげます。




　読者様方、本書をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　読んでくださることが物書きの幸せです。それで、楽しいと感じていただけましたらとても嬉うれしく思います。

　またお会いできることを切に祈いのりまして。獣けものと異形愛は不ふ滅めつです。
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